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霞欧における情報処理の実態

(第5謝 賜 ロ::≡.目 ≡ 団 瀧 。書)
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昭和47年3月

《
勝闘法《、 日本 晴 鍵 処 理 開発 セ ン ター



本 調 査 は 、 日 本 自 転 車 振 興 会 の 機 械 工 業 振 興

資 金 に よ る 「昭 和46年 度 情 報 処 理 に 関 す る 調

査 研 究 補 助 事 業 」 の 一 環 と し て 実 施 した も の で

あ り ま す 。
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序に代 えて

わが国 におけ る情報処理 産業の発展に資す るため,当 財団では,昭 和43年

以来,毎 年 海外に調査団 を派遣 し,海 外諸 国におけ る情報処理 関係の諸問題 の

実 態を調査 してまい りま した。

今回の第5次 情報処理実体調査団 は,主 と して,計 画経済を実 施 している諸

国におけ る情報処 理の実 態を把握す ることとして、 東欧諸国5カ 国 と ,併 せて

オース トリアを昭和46年11月 中旬 より約4週 間 にわた り訪問いた しま した。

ここにその結果 を とりま とめて情報処理 に関心 を もたれ る各 方面の方々の ご

参考に供す るため 。報告書 として発行す ることといた しま した。

最後に,本 調査実施 に当って ご尽力いただいた調査団各位,調 査訪 問先等の

ほ か,下 記 関係各位 に対 し,心 より感謝の意 を表 します。

昭和47年3月

財 団法人 日本情報処理開発セ ンター

会長 難 波 捷 吾

oご 支援,ご 協力を頂いた機 関

在 日オース トリア連 邦共和国大使館

在 日ユーゴス ラ ビア連邦人民共和国大使館

在 日ルーマニア社会主義共和国大使館

在 日ハンガ リー人民共和国大使 館

在 日ポーラン ド人民共和国大使館

在 日チェコス ロバキア社会主 義共和国大使館

日本貿易振興 会

(社)日 本 電子工業振興 協会

国 税 庁

日本鋼管株式会社

三井東圧化学 株式会社
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調 査 団 の 概 要

1.調 査 の背 景 とね らい

●

・摯

当 財団 にお い て は、'わが 国 にお け る 情報処 理 な らび に 情 報処 理 産 業 の 発展に

資す る こ と を 目的 と して、 毎 年 米国 お よび 西欧 諸 国に 調 査 団 を派遣 し、各 国 に

おけ る情 報 処 理 の動 向 につ き継 続 的 に調 査 を実 施 して い る。

しか し、 東 欧諸 国 に つ いて は未 調 査 で あ り、 資料 も乏 し く、 そ の 実 態は あ き

らか で ない。 一 部 の 情 報 に よる と、 コ ン ピュー タの 設 置 台数 等か ち 推 して、 こ

れ らの諸国 は 情 報処 理 の 分野 にお い て 発 展途 上国 で あ るが 、 意 慾 的 に こ の問 題

に 取組 み つ つ あ る といわ れ て い る。 現 に 各 国が 分 担 しで コ ン ピュー タ お よび情

報 処理 の 国 際的 な共 同 開 発 をす す め つ つ あるや に聞い て い る。.

東 欧 の各 国 が今 後 の 発展 段 階 にお い て 米国 、 西 欧、 日本 等 と同 様 の経 過 を辿

るか 否か甚 だ興 味 あ る とこ ろで あ るが 、 政 治、 社会 、 経 済 機 構 か らみ て 、 いわ

ゆ る ナ シ ョナル ・プ ロ ジ ェク ト的 な情 報処 理 と国 際間 で の 情報 シ ス テム発 展 の

可 能性 が 強 い と推 測 され る。

ナ シ ョナル ・イン フォ ー メ イシ ョン ・システ ムお よび 国 際 間 にお・け る イン フ

ォー メ イシ ョン ・システ ム の開 発は 情 報 処理 先 進国 に お い て もや っ と緒 につ い

たば か りで あ り、 今 後 の 発展 に待 つ ところが大 で ある。

こ の よ うな 情 況を 背景 に、 東 欧 諸 国 の情 報 処理 の現 状、 特 に今 後 の方 向 を 知

る こ とは、 わ が 国 の情 報 処理 お よび 情 報処 理産 業 に とって 大 い に 意 義 が あ る と

ころで あ る。

以 上 の趣 旨か'ら今 回 の調 査は あ ま り技 術的 な面 に こだ わ らず、 社会 主義 国 家

群 な らび に西 欧 と東 欧 の接 点 に あ るオ ー ス トリアが 如 何 な る面 に情 報 処理 の効

果 を 見 出そ う と して い るか、 ま た、 将来 計 画 とア プ ローチ の方 法 等 マ ク ロ的 な

調 査 に重 点 を お く こと とす る。



2.調 査 対象 国

オ ー ス ト リ ア

ユ ー ゴ ス ラ ビ ア

,レー マ ニ ノ

ハ ン ガ リ ー

ポ ー ラ ン ド

チ ェ コ ス ロ バ キ ア
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二

5.調 査 期 日

発

国

出

帰

昭 和46年11月18日(木)

〃12月18日(土)

4.調 査 先

(1)オ ー ス ト リ ア

・FederalEconomicChamberAustrian

(RechenzentrumDerBundeswirtschaftskammer)

・UNIVACAustria

・IBMAustria

・Bundeskanzleramt.(大 統 領 府)

(2)ユ ー ゴ ス ラ ビ ア

'FederalAdministrationforInternational

TechnicalCooperation

.InstituteforAutomationandTelecom.nunications

(MIHAJLOPUPIN)

◆



、

◎

・BeogradUniversity ,

・ElectroindustryNIS

(3)ル ー マ ニ ア

・NationalCouncilforScienceandTechnology

・CenterofEconomicComputationandEconomic

Cybernetics,AcademyofEconomicStudies

・InstituteofmanagementInformationsystem

"
withAutomatedMethods

●ComputingCenterofBucharestUIliversity

.CenterforOrganizationandCybernetics「

inConstructions

(4)ハ ン ガ リ ー

・INFELOR

・ReserchInstituteforAutomation』ofthe

Hun
.garianAcademy

・ComnutingCenteroftheHungrianAcademy

・W・rk・f・rElect…i・M・a
・u・i。gG。a。(EMG)

・HungarianComputerEducationCent
er(SZAMOK)

・InstituteforCulturalRelations

(5)ポ ー ラ ン ドtt

・PolishPlanningCommission

・MERA-MAT

・Blonie

・ComputerInformaticPolishPlanningCommissio
n

・CommitteeofSciencesandT
echIIology

・Nationa'10fficeofInformatics



・PolishNationalBank

(6)チ ェ コ ス ロ バ キ ア

'FederalMinistryofTechnologyandInvestments

'Central:lnstitutelforTechnicalandEconomic

Information

5.調 査団構成

吉 田

赤 池

剛

仁

石 原 善太郎

古 賀 欽 三

岡 田 勇

三 枝 喬 光

(現 地参加)

(財)日 本情報処理開発センター専務理事

国税庁東 京国税局総務部事務管理課長(官 庁電子

計算機利用 に関す る研究会)

三井東圧化学㈱ 取締役システ ム部長

自本鋼管㈱ 企画管理部調査室長

(財)日 本 情報処理開発センター開発本部次長

ジェ トロ,ウ ィー ン ・トレー ドセン ター(日 本電

子工業振興協会駐在 員)
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は じ め に

東 欧 圏諸 国 におけ る コン ピュー タ の普 及 は、まだ 低度 で は あ るが 、 将 来 に おけ

る コ ン ピ ュー タ活 用 につ い て の意 欲 は高 い 。 ここ二,三 年 わが 国 に も各 国 か ら調

査 団が 派 遣 され て るが これ ら調 査 団 との接 触 を通 じて も東 欧諸 国が 積極 的 に コ ン

ピ ュー タを導 入 し、 そ の高 度利 用 を 目標 してい る こ とが うが が い 知 る こ とが で き

た 。 しか しなが らこれ 等の 国 々 とわ が 国 との関連は従来あま り密 接 で な く、 諸 資料

の入手 も充分 とは い え なか った た め に具 体 的 な 実 状 を知 るこ とに 欠 け る う らみ が

あ っ た 。 も と よ り西 欧 又 は 米 国 と比 較 して 、 これ 等 の 国 々 の コ ン ピ ュ ー タ

活 用 の 現 況 か ら直 ち に わ が 国 の 情 報 処 理 分 野 に 資す る 技 術 手 法 な どを 得 る

こ とを 期 待 す る こ とは 困 難 で あ る 。 しか しな が ら東 欧 諸 国 は 社 会 主 義 国 家

と して経済の運営は総合 的計 画的 に行 わ れ、 諸 々の行 政政 策 の実 行 も 経済 運 営 と密

接 な 関連 を も ちなが らよ り高 度 よ り総合 的 に計画 さ れ るべ き で あ り、 情報 処 理 に

関 す る基 本 的方 針 も こ こに あ る と思わ れ る。 この意味 か ら情報 処 理 の体 制 の整

備 も国家 全体 の 見地 か ら行 わ れ て い るで あ ろ うし、 また 現 在 行 われ て い な い と し

て も 将来 計 画 としてそ の実 現 が 試み られ て い るで あろ う。 も とよ りわ が 国 は 自 由

主 義国 家 で あ り、 国 の 体制 を異 にす る東 欧 諸国 で計画 され て い る こ と を 直

ちに 移 植 す る こ とは 困難 で あ るが 、 少 くと も国 全体を 通ず る今 後 の 情報 処 理 に

関 す る諸 問題 につ いて 参 考 にす る点 も あ ろ うし、 また企 業 と して も企 業 全 体 を通

ず るMISに 関す る考 察な どに は 別 の角 度 か ら見た材料 が 提 供 さ れ る こ とも 期

待 出来 る。 第二 にコメ コ ン圏内 に お いて は 情報処 理 に関 して、 ハ ー ドウ ェア 部 門

にお い て も、 ソフ トウ ェア部 門に おい て も、 また デ ータ流通 分 野 に お い て も ソ連

を中 心 と して 国際 分業 が 行 わ れ また 行 わ れ つつ あ る といわ れ て い る。 東 欧 の 諸 国

は一国 一 国 と して 見れ ば 余 り大 き くな い し、 コン ピュー タの 市 場 も狭 い。 コ ン ピ

ュー タ導 入 の ス ピー ドが 高 くて も各 国が そ れぞれ ハー ドウ ェア を 製 造 す る こ とは

到 底 不可 能で あろ う し、 国 際分 業 に よ りそ の短 を 補 うこ とは 当 然行 きつ くと ころ

で あるが 、 同 じ社 会 主 義国 家 とは い うも の の各国 は 経済 基 盤 も歴史 も異 に してお

り・ そ れぞ れ の 国が実 状 を異 に して い る点 もあ る。 その中 で ど の よ うに う・ま く国
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際分業 の実が あが って いるかは、わが 国が国際社会 の中に入ってい くた めに大い

に参考にな るこ とである。殊 に新 しい市場 としてア メ リカ ・英 ・仏等が 東欧地域

に大いに注 目してい る点わが国に とって もこれ等の国 々の今後の方針を知る必要

が高い。以上 の ような ことが今回われわれが東欧諸国 を訪問 し調査 した主 要な意

識である。 もとより短期間 に これ等の実 情を充分 に把握す ることは 困難であ り、

む しろこの よ うな問題意識 を相手国に提起 し各国 の然るべ き機関(事 実われわれ

は どの ような組織機関が あって情報処理問題について 窓口に なってい るか を知 ら

なか った)と の 連繋を深め今後相互の情報 を交換 し従 前 よりも確実 な情報 を得て

実体の知悉 に努め る よすが と為 しうるこ とを期 していた。幸に して 訪問先各国の

理解 と協 力が得 られ今後の友誼関係 は充分 に確立 されると思われ、短期間に して

は 相当な 調査収穫 もあった と思われる。訪問 先各国の関係者(在 日大使館の方 々

も含めて)の 方 々の御厚意に深 く感謝の意を表す るものである。

ム

1.オ ー ス ト リ ア の 地 位

わ れわ れ が今 回 訪れ た 先 は ユー ゴス ラ ビア、 ル ー マ ニ ア、 ハ ンガ リー、 ポ ー

ラン ド、 チ ェコス ロバ キ アの 東欧 国 とオ ー ス ト リア で あ る。 この 中 で オ ー ス ト

リア は共 産 圏 でな く、 西 欧 圏に 入 って い て 他 の5か 国 とは 根本 的 に体 制 を異 に

す る。 しか しなが らオ ー ス トリア はそ の 地理 的条 件 な どか らも、 現 実 には西 欧

圏 と東 欧 圏 の 橋渡 し的 な 地 位に あ る。 事実 自 由経 済 国の 各 種 の機 関 特 に 貿 易 関

係 の機 関 は オ ー ス トリアに いわ ば 東 欧 との接 触 基 地 を設 け て お り、 オ ー ス トリ

アを 足場 と して 、 東欧 に ア プ ロー チ して い る。 そ のた め 東欧 の経 済 情 勢殊 にコ

ン ピュー タ につ い て は オ ー ス トリア で 得 る ところが 少くない 。(ア メ リカの コン

ピ ュー タ会 社 の進 出 もオ ー ス トリア の市 場 だ け で は考 え られ ない。 現 にIBM

は オ ー ス トリア を中 心 に して 東 欧 各 国 を 担当 す る体 制 を 整 備 して い る。)こ の

点 か らオ ー ス トリア 自体 の こ と よ り以上 に 重 視さ れ るべ き 特殊 の 地位 に あ るも

の とい え よ う。 オー ス トリアの コン ピ ュー タに 関す る情 勢 は全 くの 自 由 化 の現

'
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実 で あ って、 国 内に コ ン ピ ュー タ関係 の産 業 が な い(成 立 基 盤 も小 さ い)だ け

に コ ン ピュー タは100%輸 入で 他 の西 欧諸 国 以 上 に ア メ リ カ系 の 独 占市 場 に

近い。 従 って コ ン ピ ュー タ導入 に関 す る国 の施 策 とい う よ うな もの は 殆 どな い

とい って も よ く、 コン ピ ュー タの 売込み、 ソ フ トウエアの 開 発 指 導 も殆 どア メ

リカ系 の会 社 が 主 導 権 を 握 って い る。 また 独立 の計算 サ ー ビス業 らしい もの も

な く、IBMUNIVAC等 の セ ン ターがデモ ンス トレーシ ョンを 兼 ね て 配置 さ れ

サー ビス を して お り、 これ で要 求 は 殆 ど満 た され てい る と見 て よい。 オー ス ト

リアにおける コン ピュー タは あま り大 型の ものは な く、 政 府 公 共機 関 お よび 鉱 工

業 関係 、 金 融機 関等 に 設置 され て い る ものが 多 いが 、 まだそ の 用 途 は 計算 業 務

事 務処 理 、統計 等 を主 体 に して い る。 まだ よ り高 度 の分 野 に 拡 が る以 前 で あ る

ともい え る。 も っ と も注 目すべ き こ とはオ ー ス トリア は 歴 史 的 理 由か ら大 企 業

の殆 どが 国 営 で あ って 特 に 製造 業 の大 きな も のは 国営 で ある こ とで あ る。 従 っ

て コ ン ピ ュー タの ユ ー ザは 政府 の 息が か か って い るものが 多 い こ とで ある。 し

か しな が ら、 コ ン ピュー タの導 入そ の使用 分 野 は 殆 ど自 由企業 の 場 合 と同 じで

あ って 、 そ れぞ れ の 自 由裁量 に ま か され てい る。 ただ 政 府機 関 関 係 の コ ン ピ ュ

ー タの 導入 に関 しては
、コンピュー タの利 用度 向上 を も 含 めて 、 コー デ ナ チ オ ン

コ ミ ッテ ィ(1967年 設 定)が 介 入 す る こ とに して い る。 しか し これ も各

省 の予 算 の 範 囲では 実 際は 積極 的 に 介 入は 出来 ない模 様 で あ り、 導入 機 械 の効

率 の監 査、 特 別予 算 の 追加 の承 認、 遊 休 コン ピ ュー タ の積極 利 用 に 関す る勧 告

等 に とどま るも の と 見 られ、 国 営 企業 につ いて は ノー タ ッチ で あ りそれ ほ ど強

い コン トロール を して い る とは 云 えな い。 政 府 当 事者 は 勿論 この まま では 不 充

分 であ るの で も っ と総合 的 見 地か らの コン トロール を 考 え て い る よ うで あ るが 、

この よ うな こ とが 実 現す れ ば コ ン ピュー タの 利 用 の高 度 化 も促 進 され るか も 知

れ ない。 いつ れ に して も政 府 全体 と して判 然 と した もの を 把握 して お らず、 デ

ー タ 自体む しろIBM、UNIVAC等 の進 出企業 が 握っ て お り、 コン ビ 三一 タ 関

係 技術 者 の教 育 も充 分 な 体制 は な くコ ン ピュー タ会 社 が主 導権 を 握 って い る よ

う な有様 で あ る。
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2.東 欧 国 調査 の 特 色

従 来、 当 財 団の 調 査 団は 以 前に 訪問 先を 選定 し.訪 問 希 望 先 と調 査項 目内容

を打合 せ 日時 等 の決 定 を行 うの を 常 と したが 、今 回 は 訪 問予 定 国 内の事 情 を判

然 と掴ん で い な か った ので 、 事 前 に この様 な連 絡 を と るこ とが 出来 な か った。

このた め在 日の各 国大 使 館 を 煩 わ して 当方 の 調 査 の 趣 旨に沿 ってそ れ ぞ れ の国

におけ る ア レ ンジ を して も らった の で あ る。 各国 の大 使 館 の 絶大 な御 厚 意 に よ

りわれ わ れ の受 入れ は 心 よく認め て も ら うこ とが 出来 たが、 出発 前 とい う よ り

各国 に到着 す る事 前に は 殆 ど訪 問 先 機 関 の事 情 を知 る こ とは 出来ず 、 少か らず

不 安 のあ つた こ とは事 実 で ある。 しか しなが らいつれ の国 にお い て も飛行 場 ま

でそれぞ れ 責任者 の 出迎え を受 け た。 そ の後 の計 画 につ い て は いつ れ も 綿密 な

ス ケ ジ ュール が 組 まれ て お り、 毎 日責 任者 の案 内 に よ って ス ケ ジ ュール を こな

してゆけ ば よい状 態で あ って、 こ の 点われ われ 自 身が 心 を くば る労 は 全 くなか

った。 それ のみ な らず 必ず 手 厚 い 公 式の レセ プ シ ョン或 は遊 覧 の案 内 を受 けて

心 か らな る もて な しに は 深 く感 謝 す る と ころで ある。 た だ われ われ が 遺 憾 に堪

え なか った こ とは 、 事 前 の 知 識が 欠除 して いた た め、訪 問先 の 各機 関の 正 確 な

内 容 または 各機 関相互 の 関連性 、 全体 の 中 にお け る地位 等 につ い て 理解 す るの

に骨が折 れ、 そ の説 明を受 け る こ とに 可成 多 くの時 を 費や さ ざ るを得 な か った

こ とで あ る。

次 に各 国 とも情報処 理 に 関す る海 外 の実 情に つい て の 関心 は 極 め て高 く、 先

進国 の一 と して のわが 国 の実 態 につ い ては これ を学 び とろ うとす る意 欲が 大 き

い(ま たわ が 国 を訪れ て 調 査 しわ が 国 の事 情を 知 ってい る人 々も少か らず あ つ

た)。 従 って ただ 先方 の実 情の 説 明 を受け るだけ で な く、 わ れ わ れが 日本 につ

いて 語 らさ れ る ことが 多 く相 互 の意 見交 換 も多か った 。 も と よ り国 情 を 異に し

て い るので 必 しも相 互に 充 分 な 理 解 は得 られ な か つたか も知 れ な いが ・ 情 報処

理 とい う点 に お いて は共 通 的 な問 題 点 も多 く可成 双方 に得 る とこ ろが あ った と

思え る。行 政 組織 、経 営主 体 、 教 育制 度 等 に 差 の ある こ とをつ い忘 れ 勝 ちで 相
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互 に 自分 の 立場 で 語 る とき は同 じ用 語 で も意 味す る とこ ろが 異 る こ とは 充 分 に

留意 しな くては な らな い と思われ た。 典型 的 な一 例 と して は、 東 欧諸 国が 極 め

て 重視 してい るNISの 意味 す る ものは 政治 行 政 執行 のた め に 全国 的 な 必 要 情

報 を如何 に効 率 的 に集 収 し分 析 す るか とい う点 に あって、 わが 国 で用 い られ て

い るNISの 意 味 と相 違 す る。

更 に注意 す べ き こ とは 当然 の ことで あ るが 共 産主 義 国 家 とい う一 本 の 概 念 で

は律 し切れ ない こ とで あ る。 各 国 は それ ぞ れ 人 種、産 業 構 成、 歴史 な どを 異 に

してい る ので 、 少か らず 各 国 の 独特 の性 格 を も って い る こ とは 否み得 な い。 今

回 の調 査 に 当 って もユ ー ゴス ラ ビアは他 の4国 とは 極 め て 大き な 差 異 を 見せ て

いた し、 ル ー マ ニア、 ハ ンガ リー、 ポー ラン ドについ ては 情報 処 理 政 策 に類 似 点

点が 多 く感ぜ られ たが 、 そ の実 体 につ い て は な お 少か らぬ 相異 点 が見 られ る。

従 って各 国 の調 査結 果 を簡 単 に 総括す る こ とは 反 って 誤 を 犯す こ とに な りかね

ない し、 ま た 各国 の実 情 を比 較 して軽 々に論 を なす こ と もま た 充 分 に 摸 しま な

くて もな らな い と ころ で ある。

5.情 報 処理 の基 本計 画

《

情報 処 理 の基本 計 画 、コンピュー タの計 画的 導入 につ いて は ユー ゴス ラ ビア を

除 く各 国 はそ れ ぞ れ 中 心 機 関 とな るもの が あ つて、 そ れ ぞ れ の衝 に 当 って い る。

しか しなが ら全体 的 拡 が りを もつ機 関 と しては ポー ラン ドの各 省庁 を超 え る科

学技 術 委 員会 とそ の 実行 機 関で ある情報 科 学 技 術庁、 ル ー マ ニ ア の科 学技 術 国

家評議会 とそ の下 部 機構 で あ る 中央 情報 処 理局 が 特に 目覚 ま し く、 また 全 般 的

な政 策 立案 に大 き な 力を もつて い る と思わ れ た 。 しか しこれ 等 の機 関 もそ の 設

立 の時期 は 余 り古 い こ とでは な くむ しろ まだ 充分 な 体 制 は 整備 してい な くて 、

今後 の活 動 に期 待す る と ころが 多い よ うで あ る。 いず れ に して も具 体 的 な 国 家

的 プ ロ ジ ェク トの 決定 、 コ ン ピ ュー タ導入 に おけ る各 種 分 野 の優 先度 の 決 定 等

を統 一 的 に行 う体 制 の整 備 が 強 力 に進め られ て い る。 た だ しこ の よ うな体 制 以
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前には 、 各部 門 の要 望に よ って そ れ ぞ れ コ ン ピュー タが 導 入 され てい た 模 様 で

あ って 、 コン ピ ュー タの 設置 台数 等 に つい て 必 しも判 然 と把 握.して いな い の で

は な いか と思 われ る点 もあ る し、 ま た 経 済 力の 余 り強 くな い国 と して は コン ピ

ュー タの有 効 率 を あげ る こ とが 大 事 で あ る に も拘 らず 、 従 前 はや や も す る と無

駄 な用 途 また は 誤 ま った 使 用 方 法が あった ので は ない か と思 わ れ る点 もあ って 、

大 い に こ の点 を 総合 的 に 改 め な くて は な らな い とい って い た こ とな どか ら も体

制 整 備 の必要 性 を 察 知す る こ とが 出来 た。 しか しな が ら今 後 の方 向 と して は 強

力に 統一 的 計 画 が 推 進 され るで あろ う。 ハン ガ リー で はむ しろ行 政機 関 と して

の産 業 省が ハ ー ドウ ェア を中 心 に して ソフ トウ ェア に及ぶ 計 画 の管 理 を行 って

い る よ うで あ り、 前二者 の よ うな 強 力な機 関は ない よ うに 見 ち れ る。 チ ェコ ス

ロス ロバ キア では コ ン ピュー タ 生産 は 連 邦工 業 者、技 術 開 発は 連 邦技 術投 資 省

が 担 当 して い るが 、 統一 的 に コ ン ピ ュー タ 導 入計 画 又は 開発 プ ロジ ェク ト計 画

を作成 してい る よ うには 思われ な い。 コン ピ ュー タ導 入 に 当 って 国産 機 の 優 先

を 指 導 してい る ぐ らいの 極 く軽 度 の コ ン トロール に止 ま って い るの で はな い か

と思わ れ る。 ユ ー ゴ ス ラ ビアは 殆 ど総 合 的 国 家計 画 らしい ものは な く自由経 済

国 家 と同様 で あ る と見 られ る。

4.コ ン ピ ュ ー タ の 利 用 分 野

'

東 欧諸国 の コ ン ピ ュー タ設 置 台 数 は ユ ー ゴス ラ ビア250台 、 ポ ー ラン ド

250台 、 チ ェコ ス ロバ キ ア240台 、 ハ ン ガ リー150台 、 ル ー マ ニア50

台程 度 といわ れ、 まだ そ れ程 大 き な もの では な い。 しか しな が らこれ 等 の 台数

は 必 しも正 確 でな く、 い つれ もも っ と 多い か も 知れ ない しあ るい は 少い数 で あ

ると もい わ れ る。 計 画経 済 国 家 で あ る しコ ン ピュー タ設置 台数 も多 くない の で

正 確 な台数 が 把握 さ れ てい るか と思わ れ た が案 外 な感 が しな いで もな い。 コン

ピュー タの 導 入が 国 家 的計 画 と して 意 識 され て きた のは ま だ 日が 浅い か らで も

あろ う。 コ ン ピ ェ一 夕の 生産 は ポ ー ラン ド、 チ ェコス ロバ キ ア、 ハ ン ガ リー 等
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で行 わ れ て い るが、 い つ れ も まだ 少量 で あ り、 ポー ラン ド以 外 の 国 は 大 半 若 し

くは大 部 分 は 輸 入に 依 存 して い る。 今後 の コ ン ピ ュー タ増設 計 画 は い つ れ の国

におい て も極 め て 積極 的 で あ り、1975年 には 倍 増 する もの と見込 ま れ て い

るが、 生産 の 増大 は 及 び もつ か ぬ た め コン ピ ュー タの 輸 入は 殊 に 大 型 の も ので

増 大す る こ とが 予 想さ れ る。 こ の場合 コ メ コ ン諸 国 の間 に コ ン ピュー タの 生産

の分 業計 画 も あ るが 、 そ の 増産 の 達 成 率か ら見て もコメ コ ン以 外 の自 由経 済 国

家 か らの 輸入 の増大 に 期 待す る ところが 多 い で あ ろ うし、 ハ ー ドウ ェア 又 は ペ

リフ ェ ラル 生産 につ いて も既 に英 国 のICLや 仏 のCIIの 技 術 導 入が 行Lわれ

てい る ように 技術 導入 の問 題 が 前 面 に 出 て くる で あろ う。 た だ 問 題に な る の は

い つれ の国 も国 際収 支 面 の制 約が大 きい の で、 技 術援助 、 経 済 協 力の必 要性 が

多 く、 単 な る経済 ベー ス 貿 易ペ ー スで は 乗 りに くい問 題が あ る。 ユー ゴス ラ ビ

アは何 国 を とわ ず 技 術 経済 の援助 が あ れば 受 け る と してい るが 、 他 の国 に お い

て も無 条 件 で は い まで も この よ うな 要望 は極 めて 強い も のが あ る。

東 欧国 の コ ン ピ ュー タはま だ そ う大 型 の も のが な く中型 小型 が 中心 で 政府 機

関、 研 究機 関、 大 学 等 の 他 は 工 業 部 門 にお け る 設置 が 大 部 分 で ある。 コ ン ピ

ュー タの 活 用分 野は 各 国 にお い てそ れ ぞ れ 異に してい るが 、(ユ ー ゴス ラ ビア

の 発電 所 の オー トマテ ィックコン トロール システ ム、ル ー マ ニア の 石 油科 学 の プ ロ

セス コン トロール、 ハ ン ガ リー の 化学 工業 におけ る生産 の 最 適 化計 画 、 ポ ー ラ

ン ドの計 量 経済 学 的 分 析な ど)い つ れ も現 段 階 で は研 究用 科 学 分 析用 を主 体 に

す るか、 或は 事 務処理 又は 統計処 理 等 の分 野に とどま って いて 、 ま ださ して 総

合 的 な 分 野 に及 ん で はい な い と見 られ る。 しか しなが ら今 後 意 欲的 に 取 組ん で

い く点 と して いつ れ もの 国が 等 し く強 調 して い る点 は、 生 産部 門 にお け るNC

叉 はCAD、 更 に主 要 生産 工 場に お け る プ ロセスコ ン トロー ル に重 点 を お く と

共 に 企業 情報 シ ステ ム(BIS)と 特 に国 家情 報 システ ム(NIS)に 最 重 点

をお くとし てい る。 特にNISに つ いて は 国家 経 済計 画 を中 心 に 生産、 金 融 、

輸 送 等 々の部 門 を通 じて 総 合的 な シス テ ムの 樹立 を 目ざ してい る。NISに つ

い て は極 めて 熱 心 に議 論 され た が まだ現 在 の 段 階 では 根 幹 的議 論 の 段 階 で 、具
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体 的 な プ ロジ ェク トには な か なか 及 ん で はい ない 感 は免 れ な か った 。

ソ フ トウ ェア の 開 発 は 殆 どが 各 種 の研 究機 関が 主体 とな って行 っ て い る。 も

と よ り国柄 で も あ るか ら企 業 的 な ソフ トウ ェア ハ ウスはな い が 、 ハ ン ガ リーの

INFELORの よ うに ソフ トウ ェア 開 発 の専 門機 関が み られ た 。 ーまた いわ ゆ る

計算 セ ン ター 的な ものは 、 まだ さ して 数 は多 くない が 今 後拡 大 す る計 画が あ る。

現 在 主 と して 研究 機 関 の コ ン ピ ュー タ セ ンター が部 分的 に他 の機 関 の要 望 に 応

じて い るのが実 体 で あ る。 も と よ り単 独の 企業 経営 体 を と って い ない の で必 要

に応 じて コ ン ピ ュー タの余裕 時間 は そ れぞ れ が 利用 しあ って い る。

命

5.技 術 者 教 育

急 速 な 情 報処 理 の 進 展 とコ ン ピ ュー タ設 置 の 増大 に 伴 って、 情 報 処 理 関係 技

術者 の不 足 が 問題 とな るこ とは 東 欧 諸 国 にお い て も同様 で あ り、 特 に コ ン ピ ュ

ー タ の歴 史が まだ 浅い だけ に専 門家 の 養成 は これ か らが 重要 で あ る。 ポー ラン

ド、 ル ー マ ニア の最 高会 議 にお いて も技 術者 の 養 成 人材 の充 足 は 最 も大 きな 施

策 の一 と し て 取上 げ られて い る。 東 欧4か 国 の 技 術者 養成 の主 力は 学 校 教 育 に

あ り、 国 々 におい て 差 は あ るが い つ れ も大 学 又は 高 等学 校 た 情報 処 理 に関す る

コー スを 設 置 し又は 増 設 を図 って い る。 大 学、 研究 所 の コ ン ピ ュー タの使 用 の

主 力は まだ 研 究 用のた め であ るが 次 第 に情 報 処 理教 育用 に活 用 す る方 向 に あ る

と 見 られ る。 い つれ の 国に お いて も大 学 に 基 礎 的 な プ ログ ラ ミン グ コー ス を設

け る と共 に 理論 的 研 究 を行 ってい るが 、 特 に 目立 っ のは ポ ー ラ ン ドで 多 くの大

学 の み な らず 高 等 実業 学 校で一 般 の コ ンピ ュー タ教 育か ら専 門家 教 育を実 施 し

てい る こ と、 ハ ン ガ リーで 専 門の 教 育 機 関 と して 独 自 の教 育 セ ン タ ーを 設置 し

学 校 教 育 の 補 足をす る と共 に 独 自に 専 門 家を 養成 してい る こ と、 ル ー マニ アが

大 学 計 算 セ ン ター と協 力 しな が ら経 済 研 究 ア カデ ミーに 専 門家 研究 グル ー プ と

講座を もつ ことなど特 色あ るも の と して 指 摘 出来 る。 注 目に値 す るの は各 大 学 又

は研 究 所 におけ る コン ピ ュー タセ ン ター はい つれ も学 生 等 の コン ピ ュー タ実 習
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につ いて 一 定 時 間 或 は一 定 時期 計画 的 に 開放 さ れ る こ とで あ って、 特に ハ ン ガ

リーの如 く休 暇 の 時 期 に学 生 を 一 時 雇傭 し、 実 務訓 練 を 兼 ねて行 わ してい る よ

うな ケー ス も見 られ る ことで あ る。 また大学 研 究機 関、開 発 機 関 又は 生産 業 等

の 企業 にお け る専 門家は 相 互 に融 通 しあい、 教 育の 面に お いて これ 等 の人 材 を

活 用 して い る。 数 は ま だそ う多 くは な いだけ に 優秀 な専 門家(先 進 国 ア メ リカ

等の 知 識 も 充分 も ち、 研 究者 と して も高 度 な 知 識を もつ)を グル ー プ と して フ

ル に活用 す る方 法 を とって い るこ とは、 教 育者 が 少 い場 合 当 然の こ ととはい え

るが、 そ の 力 を結 集す る方 法 と して われ われ も考 え させ られ る ところが 多か っ

た 。 い つれ に して も高 度 の専 門家 の 少い こと、 教 育課 程 につ い て 適 当 な ものが

確立 して いな い こ とな どは 問題 とされ てお り、 わが 国 の こ の 分野 に 対 す る教 育

につ いて 極 め て 強い 関心 を示 し、 特 に新設 され た 情 報処 理 研 修 セン ター の 内容

につ いて は い つ れ の国 にお い て も大 き な話題 とな った。 また 人 材 の不 足 を補 い

技 術者 を 養成 す るた め 先進 諸国 か らの 技術者 の派遣、 専 門知 識 取 得 の た め研 究

員学 生 の受 入 れ な ど につ い て は 熱心 な 要望が あ った。 ユ ー ゴス ラ ビア に おい て

も国 際 技 術協 力局が そ の中 心 とな って お り強 い協 力関係 を 求・め られ た の も 印 象

的 で あ った 。 また 教 育に関す る もの だけ で は な く研 究 のた め の重 要 な 手 懸 りと

し情報処 理 に 関す る諸 般 の事 情 につ い て細 大 とな く出来 るだ け 情 報 を得 た い と

欲 して い るが 、 わ れわ れ の注 目を ひいた の は ポ ー ラ ン ド、 ハ ン ガ リー 等 を 始め

と して、 東 欧諸 国 が それ ぞれ の 研 究 内容(シ ス テ ムの 開 発 プ ログ ラ ム内容 等)

につ い て 英語 又は フ ラン ス語 に よる報告 書 を並行 的 に 作成 し、 国 際 的 に ギ ブ ア

ン ドテ ー ク に 資す る こ とに 努めて い る と見 られ る こ とで あ った 。

6.コ メ コン諸 国間 の 国 際分 業 等

コ メ コン諸 国 の 間 で コ ン ピュー タを協 力 して 開発 し、 国 際 的 デ ー タ ネ ッ トワ

ー ク を設 立 して コ メ コン諸 国 を通 ず る全体 的 総 合計 画 をよ り効 ・果的 に 実 施 す る

こ とが ソ連 を 中心 と して計 画 され て い る。 前者 につい て は ワル シ ャ ワ条 約国 の
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共 同事業 と して 取 上 げ られ後 者 は1970年1月 に 開催 され た ソ連 、 東 独、 ポ

ー ラン ド、 ブル ガ リア、 ハ ン ガ リー 、 ル ー マ ニ ア、 チ ェコス ロバ キ ア・ モ ン ゴ

ルが 出席 した 国 際 科学 技 術 情報会 議 で 取 上げ られ て い る。

コ メコ ン諸国 にお け る コ ン ピ ュー タの 協 同 開発 は 現 実 に相 当の 進 展 を見 せ て

い る。 協 同 開発 は 各国 がそ れぞ れ の担 当を 決 め て 開発 主 力を集 注 す る国 際 分 業

に もつ なが つて い るが 、大 型 の コ ン ピ ュー タは ソ連が 中 心 とな リポー ラン ドは

中 型チ ェコ ス ロバ キアは 中 小型 ハ ン ガ リーは ミニ コ ンピ ュー タの 開 発 生産 を分

担 し,ペ リフ ェ ラル に つい て も夫 々担 当を 決 め て実 施 に移 さ れ てい る よ うで あ

る。 ま た、 ソフ トウェア の 開発 につ い て も各 国 分 担 或は 協 力 を して い る。 東欧

各 国 の国 の規 模 か らみ て も一 国が あ らゆ る種類 の コ ン ピュ ー タの 開発 生 産 を行

うこ とは 財 政 的 に も市 場 的 に も また 技 術的 に も 困難が 多 いの で協 力共 同開 発 は

経 済 的 に も政 策的 に も有 利 で あ る。 従 って、 欧 米 諸 国 との技 術的 関連 性 の維 持、

各 国 のもつ 開 発 意 欲 の制 限 な ど問 題は あ る として も実 現 化 の方 向 には あ る。 現

に ハー ドウ ェア の生産 ソ フ トウ ェア の 開 発(こ れ には ユ ー ゴス ラ ビア も具 体 的

には 参 加 して い る)に 関 して は ソ連 を 中心 と し各 国 の 専門 家 は毎 月の よ うに モ

ス ク ワに 集 合 し、 相 互連 絡 と研究 を 重 ねて い る模 様が 察 知 され た。

コ メ コ ン諸 国 を 通 じて800に 及ぶ 地方 情報 処 理 セ ンター の ネ ッ トワ ー クを

作 り、 イ ン ター ナ シ ョナル に住 民、産 業、 輸 送 等の 詳 細 デ ー タ を収集 す る構 想

は1980年 を 目標 とされ て い るが、 現 実 に はま だ一 つ の 発想 の段 階 を 出て い

な い ように 思わ れ る。 な るほ ど東 欧 諸国 は い つれ もそれ ぞ れ の 国 におけ る経 済

計 画策 定 に 資す るた めNISを 最 も重 要 な課 題 と して と り上 げ ては い るが、 一

国 の 内に お いて も この問 題は 容 易 に解 決 を 見 る もの では な い し、各 国 間 にそ れ

ぞ れ 異 る事 情 も 内在 す る。 この問 題 に つ いて は 必 しも各 国 の間 には まだ具 体 的

な連 繋は な い もの の よ うに 見 えた 。 ま た 技 術 的 に見 て も一 国 内で も容 易 に解 決

しな い 標 準化 、 コー ドの 統 一、 ネ ッ トワー クのあ り方 等が 国 の枠 を越 え て 、 急

速 に よ り広 い 範 囲で解 決 す る こ とは困 難 で あ って 、 東 欧諸 国 も この 計 画 の実 現

には 極 め て大 きな 問題 を 含ん で い る と考 え て い る よ うで あ った 。
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む す び

前にも述べた よ うに 準備 の不 足及び時間的に極めて短期であ った ことか ら必 し

も今 回は充分な成 果をあげた とは思えないが、 関係各国 の諸機 関、その責任者や

担当者 の方 々には 絶大 な協 力を得 られたため条 件の悪か った ことに比 して或程度

の成果を得 た もの と思 う。 この意味では折角 この機に得た知識 と相互理解 を端緒

として今後各国 との連繋 を強めてゆけば、本報 告を更に実 の ある ものに してゆけ

ることを信 じている。

$

、
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オ ー ス ト リア

1.概 要 お よび所 感

、

、

●

オ ー ス ト リア(Austria)と い う の は 、 こ の 国 の 英 語 名 で 、 国 語 と し て の

ド イ ツ 語 で は エ ス タ ー ラ イ ヒ(Osterreich)と い う 。

面 積:84,000Km2(北 海 道 よbや や 大)

人 口:7,400千 人(1969年)

GNP:12,500百 万 ドル(1969年)

政 体:連 邦 共 和 制

首 府:ウ ィ ー ン(Wien,Vienna)

言 語:ド イ ツ 語

オ ー ス ト リア の 北 部 は チ ェ コ ス ロ バ キ ア 、 東 部 は ハ ン ガ リ ー 、 南 部 は イ タ リ

ア と ユ ー ゴ ス ラ ビ ア 、 そ し て 西 部 は ド イ ツ お よ び ス イ ス に 接 し て い る 。 国 土 の

40%は ア ル プ ス 山 系 の 山 岳 地 帯 で 、 渓 谷 を 流 れ る 小 流 は 合 し て ド ナ ウ

(Donau,Danube)と な っ て 、 肥 沃 な 平 野 を そ の 流 域 に 形 成 し て い る 。

住 民 は そ の ほ と ん ど が ド イ ツ 系 で 、 宗 教 は ロ ー マ ン ・ カ ト リ ック 、 政 治 は 、

国 民 議 会 と 連 邦 議 会 か ら な る 二 院i制 を と り、 行 政 区 劃 は ウ ィ ー ン(Wien)、 ニ

ー ダ ー エ ス タ ー ラ ィ ヒ(Nieder6sterreich)
、 オ ー ペ ル エ ス タ ー ラ イ ヒ

(Ober6sterreich)、 ザ ル ッ ブ ル グ(Salzburg)、 チ ロ ル(Tirol)、

フ オ ル ア ル ベ ル ク(Vorarlberg)、 ブ ル ゲ ン ラ ン ド(Burgenland)
、

シ ュ タ イ エ ル マ ル ク(Steiermark)、 ケ ル ン テ ン(K5rnten)の 九 つ の

州 に 分 か れ て い る 。

森 林 は 全 土 の35%を 占 め て い る と い わ れ 、 木 材 は 重 要 な 輸 出 品 と な っ て い

る 。 鉱 物 資 源 に も 恵 ま れ 、 鉄 鉱 、 マ グ ネ サ イ トの 外 、 黒 鉛 の 産 出 は 世 界 的 に 有

名 。 工 業 に 関 し て は 、 鉄 鋼 、 車 輌 、 機 械 、 織 物 、 バ ル ブ 、 水 力 発 電 な ど が 進 ん
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で い る。 農 産 物 は 麦類 、 ば れ い し ょ、 てん 菜 な どが主 生産 で 、 食料 不 足分 は 輸

入 に仰 い でい る。

第1次 大戦 前 には 隣 国 の ハ ン ガ リー と連 合 して、 ハ プ ス ブル ク家 を い ただ く

帝国 を 形 成 してい た が 、大 戦後、 ア ジア 民 族 の 末 えい とい わ れ るハ ン ガ リー と

分 離 して、 ゲル マ ン民族 だけ の共 和国 とな った。 と ころが1938年 に は、 ヒ

ッ トラーに よ リ ドイ ツに併 合 され 、 第2次 大 戦 中、 ドイ ツが 降伏 して か らは、

米英 仏 ソの四 国 分 割管 理 を受け てい たが 、1955年 、 ドイ ツ併合 後17年 ぶ

りに再 び主 権 と独立 を 回復 し、 全世 界 に 向 って 、 永世 中立 宣 言 を行 な っ た。

現 在 の政 権 は社 会 政 党が 担 当 しているけれ ども・政 体 と して は完 全 に西 欧 圏 に

属 してい る。 しか し、 既 述 の如 く、 チ ェ ッコス ロバ キ ア、 ハ ン ガ リー、 ユ ー ゴ

ス ラ ビア な ど東 欧 圏の 諸 国 に 隣接す る特殊 な立 地条 件 を生 か し、 西 欧 圏 と東 欧

圏 との 橋渡 し的 、 取次 ぎ的 機 能 を積 極 的 に意 図 して い る も よ うで あ る。 西 欧 圏

諸国 も、 東 欧 圏諸 国 に ア プ ロー チす るに は、 競 って 、 先づ オー ス トリア の ウ ィ

ー ン に進 出拠 点 を 確保 し、 部 品や 要 員サ ー ビス のス トソク ・ポ イ ン トと して利

用 して い る よ うで あ る。

IBM社 は オー ス トリアの ウ ィー ンにIBMハ ウス(IBM-HAUS)を 設 置

し、1,094人 の 従業 員 を配置 し万 全 を期 して い るが 、 そ れ をオ ー ス トリアの セ

ール ス、 メ ンテ ナ ンス 及び 教 育 を担 当す るIBMエ ス ター ライ ヒ(IBM

6STERREICH)と 東 欧7ケ 国 を担 当 す るIBMROECE(IBMRegional

OfficeEuropeCentral&East)と に分 割 して 運営 してい る。

rBMROECEに は約600人 が 配 員 され て いて 、 担 当7ケ 国 とは 東 ドイ ツ、

チェ ッコス ロバ キ ア、 ハ ン ガ リー、 ポ ー ラン ド、 ユ ー ゴス ラ ビア、 ル ー マ ニ ア

お よび ブル ガ リア の こ とで あ る。

ウィーーーーン には 上述 のIBM社 の外 、 ハ ニ ウ ェル(HoneywellInformation

SystemInc.)社 、 ヒ ュー レ ッ ト パ ッカー ド(HewlettPackard)

社 、 サ ァブ(Saab)な ど も、 そ れぞ れ 販 売本部 を この ウ ィー ンに 設置 し・ 永

世 中 立の 国 、 オ ー ス トリア、 世 界の共 通 言語 、 音 楽 にゆ か りの あ る古 都 、 ウ ィ
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一 ン を 東 欧 圏 進 出 の 拠 点 と し て 利 用 し て い る と い う こ と が で き る
。 わ が 国 の コ

ン ピ ュ ー タ ・ メ ー カ ー 、 富 士 通 社 も 早 くか ら 、 こ の 点 に 着 眼 し、 ウ ィー ン に セ

ー ル ス 活 動 の 拠 点 を 求 め
、 ブ ル ガ リ ア に 大 量 販 売 の 成 約 を さ れ た と 聞 い て い る 。

1.
.1コ ン ピ ュ ー タ 設 置 状 況

オ ー ス ト リ ア に お け る コ ン ピ ュ ー タ 設 置 台 数 は1971年6月30日 現 在 、

645台 で あ る 。 業 種 別 、 メ ー カ ー 別 、 機 器 別 コ ン ピ ュ ー タ 設 置 台 数 の 詳 細

は 表1を 御 参 照 願 う こ と と し て 、 こ こ で は 設 置 台 数 に つ い て の 概 括 を 記 述 し

て み る 。

オ ー ス ト リ ア の コ ン ピ ュ ー タ 市 場 は ア メ リ カ 企 業 製 品 が 圧 倒 的 に 強 く、 設

置 コ ン ピ ュ ー タ の90%は ア メ リ カ 製 ま た は 世 界 各 国 に あ る ア メ リ カ 企 業 お

よ び ア メ リ カ 系 企 業 の 製 品 で 占 め ら れ て お り 、 非 ア メ リ カ 系 の コ ン ピ ュ ー タ

は 西 独 の ジ ー メ ン ス ・ ツ ウ ゼ(Siemens-Zuse)お よ びICL

(InternationalComputers,Ltd.)の 両 コ ン ピ ュ ー タの み で あ る 。

645台 の コ ン ピ ュ ー タ 設 置 台 数 の 内,IBMコ ン ピ ュ ー タ が389台

(61%)、 ハ ニ ウ ェ ル ・ブ ル(Honeywell-Bull)製 品 が108台

(17%)、 ユ ニ バ ソ ク(Univac)製 品 が82台(13%)、 そ し てNCR

(NationalCashRegisterCo.)製 品 が5台 、 バ ロ ー ス

(Burroughs)お'よ び コ ン ト ロ ー ル ・デ ー タ(ControlDataCorp・)

の 両 コ ン ビ=一 一タ が 各3台 と な っ て い て 、 全 体 で ア メ リ カ 及 び ア メ リ カ 系 製

品 が 合 計590台 、 比 率 に つ い て91%を 占 め て い る 。 非 ア メ リ カ 製 コ ン ピ

ュ ー タ は ジ ー メ ン ス ・ ツ ウ ゼ 社 製 品 が52台(8%)
、ICLコ ン ピ ュ ー タ

が3台 、 合 計55台 、 比 率 に し て 、9%弱 と い う こ と に な つ て い る 。

コ ン ピ ェ 一 夕 設 置 台 数 を 州 別 に み る と
、

台 数 比 率

ウ ィ ー ン 州35054 .3

オ ベ ル エ ス タ ー ラ イ ヒ 州8212 ,7

シ ュ タ イ エ ル マ ル ク 州558 .5

ニ ー ダ ー エ ス タ ー ラ イ ヒ 州517
.9
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ザ ル ツブ ル グ州

チ ロル 州

ケル ンテ ン州

フ ォル アル ベル グ州

ブル ゲ ン ラン ド州

計

32

30

23

21

1

0ロ5

7

6

3

1

4

3

3

0

645100.0

設置 済 み コ ン ピ ュー タの 内、 比 較 的大 型 の もの を拾 っ てみ る と、IBM

360-50が7台 、IBM370-155が4台 、CDC-3300が1台 、

UNIVAC490お よび494が 各1台 、UNIVAC-1106が2台 とな って

い るo

オ ー ス トリア にお け る コン ピュー タ関係 機 器 の成 長 率 は 米商 務 省の 推定 に

よる と、1975年 に は1969年 の2倍 に達す る と予 想 し、 コン ピ ュー タ

本 体4,378千 ドル、 周辺機 器5,571千 ドル 、合 計9,947千 ドル に のぼ

る と予 測 してい る(表2参 照)。

オ ー ス トリア におけ るコ ン ピ ュー タ市場 が 引 続 き拡 大す る と予 想 され る理

由は 労 働 力不 足 とい う制 約条 件 を克 服 して、 今 後、 成 長 を 持続 す るに は、 ビ

ジ ネス の 流動 化 と生産 コ ス トの 引下 げ が必 要で あ り、 そ の た め に、 生産 ・流

通 の近 代 化、合理 化が 必 須 で あ る と考 え られ て い るか らで あ る。

銀 行、 保険 会 社 、 製 造工 業、 運 輸業 な どに対 しては、 中 小 型 コ ン ピュー タ

の 需 要が 、 市 役 所、 中小 企業 、 病院 な どでは 小 型 コ ン ピュー タの需 要 が 、 そ

して 工 業会 社 、 保険会 社 、 鉄 道、 病 院 お よび 大 学 で は テ レプ ロ セシ ン グ

(Teleprocessing)の 利 用が 拡 大 しつ つあ るの で、 オ ン ライ ンの ター

ミナル の需 要 が、 そ れぞ れ 拡 充 され る と予 想 され て い る。 現 在 の ところ、 タ

イ ム ・シ ェア リング ・サー ビスは 行 われ て い ない よ うで あ るが 、 将来、 そ の

方 面 の 需要 も十分 見 込 め る との こ とで あった 。

1.2コ ン ビ=L-一曹タ利 用 の現 状 と将 来 の方 向

業 種 別 の コ ン ピ ュー タ利 用 の現 状 につ い て は、 後 述(3.オ ー ス ト リア に
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おけ る業 種 別 コ ン ピュー タ利 用 状 況参 照)す るの で、 こ こでは 概括 的 に、 そ

の 内容 お よび 質 につい て、 所 感 を 述べ るに止 め る。

わ れ わ れ の 訪問 した相 手 先 が 大学 、 研 究 所 でな く、 コ ン ピ ュー タ のベ ンダ

ー ・計 算 セ ン ター
、 公的 機 関 に 限 られ て い たの で、 多 少の 危 険は ある の で あ

るが 、 導 入機 器 の現状 と討 議 内 容か ら推 測 す るに、 余 り進 ん だ 適用 業 務 は 少

な く、 事 務 処 理 に おけ る手 計算 労 働 の コン ピュー タに よる代替 とい う伝 統

的 な適 用業 務が 多 い よ うで、 コ ン ピュー タ ・ベ ンダ ー主 導 型 の コ ン ピュー タ

・イ ンパ ク トに 対 して
、 ユ ー ザ ーはそ の適 応過 程 に止 ま ってい る とい え よ う。

各国 民 経 済 に は各 々独 自 の 目標 と課題 とが あ るは ず で あ る。 オ ー ス ト リア

経 済 の課 題 が 何 ん で あ るか は調 査対 象外 で あ り、 また.そ う簡 単 にわ か る も

の で は ない が 、 オ ース トリア経 済 自 体 の ニー ズ に よる適 用業 務 の 創 出 には、

ま だ、 ち ょっ と時 間が かか りそ うである。とは い え、 東西 貿 易 の橋 渡 しと して

の拠 点、 簡単 に 自動 車や 列車 で行 け る距離 的 位置 を生 か した コ ン ピ ュー タ ・

セ ール ス に対 す る シ ョー ・ル ー ム的 な 役割 は 十分 に 果 た してい る よ うに考 え

られ る。 そ して 、 欲 をい え ば、 大 企業 の大 部 分が 国 営 企 業 で あ る事実 を 生 か

して 、国営 企 業 におけ る意 思 決定 の社 会 性 と生産性 を止 揚 す る ような適 用 業

務 を案 出す れ ば、 一 層、 東欧 圏進 出の拠 点 と しての意 味 が 単 に物 理的 距 離 以

上 の 強味 を もつ こ とに な ろ う。

オ ー ス トリア には 電 子工 業 に関す る 熟練 労 働者 が 不 足 して い る といわ れ、

今後 共 、 コ ン ピ ュー タの 導入は 輸 入に よって まか な わ れ る こ とに な ろ う。 そ

して輸 入機 器 は圧 倒的 に米国 製 また は 米国 系 企業 か らの 輸 入 品が 主 力 とな ろ

う(現 在91%)。 しか し、 この こ とは 当 然には ア メ リカか らの 輸 入 増 には

な らない ので あ って 、 そ の 比率 は 将来 も16%ぐ らい の シ ェ アに 止 ま る もの

とみ られ て い る。 理 由は 簡 単で、 米 国 にお け る コン ピュー タ ・メー カー の多

くが 多国 籍 企 業 であ るの で、 例 え ば西 独製IBMの コ ン ピュー タは西 独 の 輸

出品 とは な って も、 ア メ リカの 輸 出増 には な らない か らで あ る(表1お よび

表3参 照)。
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オ ー ス トリア にお いて は 、今 後 と も コン ピ ュー タの 製作 は多 分行 わ れ な い

で あ ろ う。 コ ニ/ピュ一 夕利用 の高 度 化 には 、 ハー ドウェアが 国産 で あるか、

輸 入 品 で あ るか は本 質 的 な こ とでは な い。 コ ン ピュー タは 汎 用性 と万 能 性 と

を 備 え た道 具 で あるか らな お さ らそ うで あ る。 そ しそ、 コ ン ピュー タ利 用 の

仕方は窮極的にはそ の道具 的性格 において国際的 に伺 質的 にな るのか も知れ

ない が、 そ れ ま でに 至 る過 程 に おい て は、 当然 各 国 の もつ 異な った課 題に

対 す る利 用方 法 の異 質性 とい う形 を とって 、 適 用業 務面 にそ れ が 表 現 され る

は ず で あ る。 そ の 意味 で、 コ ン ピ ュー タ利 用 の決 め手 は コ ン ピ ュー タ利 用 に

対す る態 度 で あ り、 オ ース トリア の立 地 条 件 を 生か した、 機会 重 視 の コ ン ピ

ュー タ利 用 の実 施例 の 出現 が 期 待 され る。 併 し、 私 ど もの との討 論 過 程で は

コ ン ピ ュー タ利用 の能 率 化の方 に話 題 の重 点が あ って、 利用 の有 効 性 につ い

て は 殆ん ど触 れ られ なか った 。 そ の点 か ら推 して 、 オー ス トリア 独 自の 利用

方 針 が 出現す るに は、 まだ 時が 必 要 で あ る との 印象 を受 けた 。

2.1オ ー ス ト リ ア 商 業 会 議 所 デ ー タ 処 理 セ ン タ ー

(Datenverarb6itungsanlageder

Bundeswirtschaftskammer)

所 在 地Mariahilferstr.20.,1070Wien,Austria)

調 査 年 月 日1971年11月22日(月)

面 接 者Mr.HelgeJ.Sch6ner

Mr.FranzHeuschmidt

オ ー ス ト リ ア 商 業 会 議 所(Bundeswirtschaftskammer)は わ が 国

の 日 本 商 工 会 議 所 に 相 当 し 、 既 述 の9つ の 州 に 各1ケ 所 所 在 す る 州 商 業 会 議

所(Landeskammer)の 上 部 機 関 で あ っ て 、 商 業 、 工 業 、 観 光 、 交 通 、

銀 行 な ど の 各 業 務 に わ た っ て 、 会 員 の た め に 、 地 域 的 な 情 報 と 商 品 お よ び サ
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●

一 ビ ス に 関す る 情 報 の 提 供 を 主 目 的 と し て い る 。 た だ し こ の 商 業

会 議 所 は 開業 の ライセ ンス を与え る権 能 を有 しまた各 企業 は強制 的 に会 員に

な らざ るを得 な い シス テ ム とな って い る こ と、 商 業 に 関す る 限 り、 国 を 代 表

し うる権 能を 有 す る こ とな どの点 で 、 わが 国 の 商 工会 議 所 よ り強 力な 機 関 で

あ る よ うな 印象 を受 け た。

商 業会 議 所 に関 す る法 律が あ って、 商 業 省の 監督 を 受 け なが ら.そ の範 囲

内で 業 務 を遂 行 してい る。 従業 員数 は本 社 機 構 に1,400人 、 全 国 で は

3,000人 で あ り、 会 員数260,000人 で ある。

(1)コ ン ピ ュー タ ・シス テ ム

IBM360-30(256K)

IBM360-30(256K)

IBM2540

1BM2821

1BM2415

IBM2314

1BM2701

1BM1052

1BM2740

そ の 他 に 、

カー ド読 取 穿孔 装置

入 出 力制 御 装置

磁 気 テ ー プ装置(制 御装 置 付)

2セ ッ トー 組

集 団磁 気 デ ィスク装 置

デ ー タ ・ア ダ プ ター

印刷 ・鍵 盤装置

タイプ ライ ター 通信 装 置

台1

台1

2組

1式

1式

1台

1台

IBM1288光 学 式 ペ ー ジ 読 取 装 置(中 央 統 計 所 に 設 置)

オ リ ベ ソ テ ィ 社 のViedeotermina1お よ びSiemensの コ ミ

ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ タ ー ミ ナ ル な ど が 利 用 さ れ て い る 。

② コ ン ピ ュ ー タ の 適 用 業 務

①260,000人 の 会 員 の 商 業 登 録1

②160,000人 の徒 弟制 度 におけ る見 習の 従 業 員(や が て 親方 に な

る予 備 軍)の 従業 員 登録

③ 輸 出関 係情 報 の 提供 ……… 目下 、 全 世 界に70ケ 所 の 出先機 関 を
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有 してお り、 先 づ オ ー ス トリア国 内の 情報 を海 外 に 提供 す る こ とを

第1段 階 と して 実 施、 将来 は 世 界 の市 場 の こ とをオ ー ス トリア の会

員 に知 らせ る こ とを第2段 階 と して実 施す る 旨の発 言 が あ った 。

④ オー ス トリア に おけ る輸 出また は輸 入商 社 の リス ト作 成業 務で 、

これ に国 内150人 、 国 外300人 の協 力 を得 てい る1由(5,000

社 分 を 既 に磁 気 テ ー プに 収録 済 み、 ア ンケ ー ト方 式 に よるデ ー タ 収

集 と中 央 統 計 所 の協 力で年 一 回 記 録 を更 新)

⑤25,000種 の商 品 カタ ログ(ア ル フ ァベ ッ ト順)の 作 成 業 務 で

英 訳、 和 訳、 スペ イ ン語 に も訳 出 されている。 もっとも リス ト内容 は 商

品 名 と会 社 名 だけ で あ る との こ とで あ るが 、 この コー ド化に は 関 税

当 事者5～6人 の応 援 を得 て、 統一 した商 品 コー ドを作 成 し、 そ れ

は 標 準国 際 貿 易分類(StandardInternationalTrade

Classification,SITC)の コー ドKも 、 ブ ラ ッセル 関 税率

表(BrusselsTariffsNomenclature,BTN)の コー ド

に も 転換可 能 にな って い る 由で あ る。

伺 、 この 輸 出関係 の 磁 気 テ ー プにつ い て は、OECDや 国連 に 対

して も貸 与 す る こ とに して い る。 輸 出入 の情 報 処 理 に 関 して は、 将

来 は 欧 州、 ニ ュー ヨー ク、 東京 な どの 出先機 関 とオ ン ライ ン 化を考

慮 してい るが 、 費用 が 相 当 かか るの で、 良 い シ ステ ムを 探 索 中で、

特 に 英国 の シ ステ ム を興 味 を以 って 研 究 中 との こ とで あ つた。

⑥ 従業 員2,000名(全 従業 員3,000名 の内)の 給 与 計 算 を実 施

中で 、 そ の プ ログ ラムは公 開す るが、 一 般か らは もと よ り会 員か ら

の受 託計 算 を行 う ことも私 企 業 の圧 迫 とな るか ら実 施 しない 方 針 で

あ る とか。

(3)組 織 上 の地 位 お よび 配 員

オ ー ス トリア 商業 会 議 所 内 に、12の 部 門が あ り、 そ の 内 の第1部

に コ ン ピ ュー タ ・セ ンター は所 属 してい る。 コ ン ピ ュー タ稼動 時 間は 、
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⑨

24時 間 制 で25人 の係 員 を擁iし、 プ ログ ラマ11名 、 パ ンチ ャー6

名、残 は オペ レ ー タそ の他 とな って い る 由で あ る。

2.2UNIVACデ ー タ ・セ ン ター

(UNIVACDataCenter)

所 在 地Mariahilferstr.20,1070WienAustria

調 査年 月 日1971年11月22日(月)

面 接 者Mr.Kirshner

当 セ ンタ ーの 訪 問 につ いて は 事 前 の連 絡が 不 十分 で あ った た め 、 当調 査 団

の有す る広 汎 な 目的 に対 して、 適 切 な回 答 を得 る こ とは で きな か ったけれ ど

も、 われ わ れ の 来意 に対 して、 急 拠 キル シ ュナー 氏 が応 接 して くれ て、 機 械

室 の 見学 お よび 若 干 の討議 を行 うこ とが で き た。

オ ー ス ト リア に お け る コン ピ ュー タ利 用 につ い て、 事 務処理 的 な もの と

科 学 ・技 術 計算 的 な・もの とに分け て、 そ の割 合 は ど うな って い る か との 問い

に対 して 、 鉄 鋼 関係 ではLP計 算な どを実 施 して い る よ うで ある が、 総 じて、

OR計 算 、 技 術計 算 は 一 般 的 では な く、 事 務計 算 的 な ものが 殆ん どで、 そ の

内 の割 合 い は、 給 与 計 算 そ の他 の 計 算 事 務が 半分、 生産 管 理、 財 務管 理 お よ

び 統計 処 理 等 で の利 用 が 半分 をそれ ぞれ 占め て い る との こ とで あ った。

当 セ ン ターに おけ る計算 受 託 の方 法 につ い て の質 問 に対 して は、 委 託 者が

プ ロ グ ラム を持 ち込 ん で 計算 委 託 をす る例は 極 く稀 れ で、 当セ ン ター に あ る

プ ログ ラム を利用 して計算 す る例 が 多い との こ とで あ った。

当 セ ン ターvak・ け るプ ログ ラマ数 につい て は、50～60人 とい う回 答 で

あ り、 稼 動 能 間は1日12時 間 程 度 との こ とで あ った。

少 ない 面 接 時間 か らの 印象で 結論 づけ る こ とは 危 険 で あ るが 、 受け た感 じ

として は 、 当 セ ン タ ー に お け る 当 面 の 目標 は ユニ パ ック ・コ ン ピュー タの

セール ス ・サ ポー トに重 点が あ る よ うで あ って 、 情報産 業 と して の デ ー タ ・

セン ター の成 長 には まだ マ ーケ ッ トが 不 成 熟 の ように 思え た。 つ ま り、 プ ロ

ジ ェク ト ・プ ラン ニ ン グにおけ る コン ピュー タ利用 の拡 大 とそ のた め の専 門

一21一



的 スキ ル に対す る 評価 能 力の 向 上、 コン ピ ュー タ関 係 に おけ る 人事 管 理 者 の

煩 雑 性意 識 の一 般 化、 コン ピュー タ利 用 にお け るコス ト意 識 の 向上 な どが ユ

ー ザ ー問 に浸 透 す る こ とが マ ー ケ ッ ト成 立 の前 提 で あ り、 オ ー ス トリア市 場

にお いて は、 まだ 、 そ こま で には 至 ってい な い の では ないか と考 え られ た。

当 セ ン ター にお け る設備 状 況は 次 の よ うで ある。

UNIVAC94001台

UNIVAC9300皿 型1台

UNIVAC1004皿 型.1台

磁 気 デ ィス ク ・フ ァイ ル3台

UNIVAC8414デ ィス ク ・フ ァイル2台

磁気 テ ー プ装 置(9ト ラ ック)5台

〃 、(7ト ラ ンク)1台

磁気テ ープ装置

ユ ニ ス コ ー プ(Screen)

そ の 他 通 常 の 入 出 力 機 器

筒 、 あ る 保 険 会 社 に 設 置 し て あ るUNIVAC1106とTele-eommunicotion

を 実 施 中 と の こ と で あ っ た 。

2.3オ ー ス ト リ アIBM

(IBM5sterreieh;InternationaleBuromaschinen

GesellschaftMBH)

所 在 地

調査年月 日

面 接 者

台4

)中トステく台1

干若

ObereDonaustrasse95,1020Wien,IBM

HAUS,Austria

lg71年11月23日(火)

Mr.LeopoldF.HANAU'(Generaldirector)

Dr.HerbertSchuster(Verkaufsrepr琶sentant)

Dr.FriedrichBock(Verkaufsrepr註sentant)

Dr.OttoAdelhoffer(CustomerRelations)
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込

IBMハ ウス(HAUS)は ドナ ウ運 河 の岸 辺 に建 て られ た12階 建 の 白 亜

の 建物 で、 内 に1,094人 の 従業 員を 収 容 してい るが 、 既 述 の如 く、 この 建

物の 内 にオ ー ス トリア全 土 を対 象 としたIBM6sterreichと 東欧 圏を対

象 と したIBMROECEと い う、;つ の、 任務 の異 な っ た 組織 が 同居 して い

る。 前者 は 従業 員 に して、 約500名 で あ り、後者 は 約600名 で、 そ れ ぞ

れ 別 個 の 任務 に従 事 して い る。 今 回調 査 団 と してIBMHAUSを 訪問 した の

はIBMOsterreichの 方で、 そ の 総 師は ゲネ ラル デ ィレク トー ル

(Generaldirektor)の レオ ポ ル ドF。 ハ ナ ウ(LeopoldF.Hanau)

氏 で あ る。 本 調 査 団に 対す る報 告 テー マの 選 択お よび 報 告者 の 指 名並 び に報

告 の ス ケ ジ ュール はす べ て 同氏 の 指揮 の下 で行 われ て い った。

オ ース トリアに おけ る コ ン ピ ュー タ市 場 の シェ アを金 額換 算 して 算 出 して

み る と、 多分 興 味 あ る デ ー タが 示 され る と思 われ るけ れ ど も、 短 期 日の 調 査

で は、 そ れ が 出 来 なか った ので、 単 純 に設 置 台数 に 対す るIBMシ ェ ア を算

出 してみ る と、 既 述 の如 く61%と な る、 この単純 算 出の シ ェア そ の もの の

数 字 にはあまり驚 くことはないけれ ども、 人 口7,400千 人 の 小国 で 、 とに か く

IBM370-155が4台 、 同145が3台 、360-50が7台 、360-40

が50台 、360-30が56台 とい う数 字 は 、 われ わ れが 今 回調 査 した 、人

口15,000人 か ら30,000千 人 の東 欧 国 の諸国 に比べ て、 圧 倒 的 に 優 っ

て お り、 さ らに コ ン ピュー タ教 育に つ い て も年 間延 べ10 ,000人 の 訓 練 を

行 って お り、TVス ク リー ンを用 意 した 教 室 も既に 利 用 されて い る。 ま さ に

IBMハ ウスはIBMWorldTradeの 底 力 をま ざ ま ざ と感 じさせ られ た

とい うのが 偽 らざ る実 感 で あ る。

IBMOsterreichの われわれ に対す る 報告は 、 われ わ れ の 希 望 も あっ

て、 先 づ オ ー ス トリア 政府 の コ ン ピュー タ に対 する 見解 お よび 政府 調 達 ・調

整機 構 につ い て の 説 明 に始 ま り、 適 用 業 務 の現状 お よび今 後 の 予 想 につ いて 、

差支 な き範 囲 内 での 質問 に対 す る回 答が 与 え られ る こ とに な った。 前者 の問

題 につ いて は シュス ター博 士が 担当 さ れ、 後者 につ い て ボ ック博 士が そ の掌
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に あた る形 で報 告 お よび 質 疑 応 答が行 われ た。

2.3.1政 府 の コ ン ピ ュー タ調 達 ・調 整 機 構

オー ス ト リア に おい て は 、 大 企業 の65%は 国営 化 され て お り、 業 種

と して は、 石 油、 鉄 鋼、 石 炭、 電気 、 非鉄 金 属(ア ル ミニ ウム、 鉛 な ど)

と、2つ の 大銀 行 並 び に 一部 の 製紙 工場 、 織 物 工 場お よび 機械 工 場 な ど

で あ る。 この よ うに 国営 工 場が 多 いの は 現 政権が 社会 党政 権 で ある とい

う こ とに よる よ りは、 多分 に 占領下 にお け る四国 管 理 の 名残 りと も言 う

べ き で あ って 、 これ らの 国営 工 場 の 運営 は で き るだけ 自 由に させ 、 政府

は 口を 出す べ きで は ない とい う方 針 で 運営 され て い る よ うであ る。 した

が って、 コ ン ピ ュー タの 導入 につ い て も、 政 府 の特 別の 指 導は な く、 各

国 営 企業 の 自 由な意 思 決定 に も とつい て 行 わ れ て い る模様 で あ る。

こ のこ とは 中 央政府 の 州 政府(9州 か らな って い る)に 対す る 関係 に

お いて も妥当 し、 各 州 は中 央 政 府 と関係 な く、 自 由に 自 治 を行 っ て よろ

しい こ とにな って い る。 ま た 中央 政府 にお い て も、 所 管大 臣 に対 して、

ア メ リカの大 統領 制 とは 異 な り、 命 令権 を もた い 政 治機 構 とな って お り、

各 省は 予算 が あ る限 り、 コン ピュー タの 導 入 は各 省で 自 由に行 え る建 て

前に な って い る。 こ の こ とは、 シ ュス ター博 士 のお 話 しか らだ け で はな

く、 オ ース トリア商 業会 議所 で の話 並び に後 述 のコ ー デ ィナ チ オ ン ス ・

コ ミ ッテ ィで の討議 を通 じて も、 一 貫 して 自 由 とか 自 治 とかが 強調 され

てい た こ とか ら、 政 治 ・行 政 におけ る 根 本 的 指 導 理 念であ る よ うに受け

取 られ た わ け で あ る。 も っ と も、 これ は運営 の 建 て 前の 話 で あ って、 現

実 には コン ピュー タ 能 力 の過不 足、 国 家的 見地 か らの要 員教 育 の 緊要性

や 学 校 教 育 にお け る コ ン ピ ュー タ教 育 の必 要性 な どの 諸 問 題が 絡み あ っ

て、 よ り充実 した コ ン ピ ュー タ利 用 を 企図 せ ざる を 得 な くな った 。 そ こ

で1967年 に コー デ ィナ チ オ ンス コ ミ ッテ ィ(Koodinationskomitee)

が 調 整機 関 として 設 立 され 、 そ の 専 門的 な立 場か ら コン ピ ュー タ導 入 の

可 否、能 力、 余 力調 整 な どの審 査業 務 を担 当 す る部 署が 大 統領 府

」
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(Bundeskanzleramt)内 に 設け られ たので ある。 そ して 、 この

BKAの 許 可 が な い と、 コ ン ピュー タ の 導入、 増設 、 更新 が で きな い よ

うに な っ てい るけ れ ども、 さ きほ ど も触 れ た よ うに、 行 政府 の 首 長 には

所管 大 臣 に対す る命 令権 が ない の で、 ど うして も意 見が 合わない ときには 、

ど うす る か の 質 問 に対 しては 、大 臣折 衝 とい う政 治 的 妥協が 行 われ て い

る よ うで ある。 この 点 につ い て は コーデ ィナチ オ ンス コ ミ ッテ イ の有 力

メ ンバ ー と会 談 した 節 に も質 問 を行 った と ころ、 本 当は 法 律改 正 を して

も う少 し強 力 に調 整 を行 い た い との希 望 意 見が 述 べ られ た ことか ら、 そ

の間 の事 情 を御 了承 願 い た い。

2.3.2政 府 機 関 にお け る適 用業 務

政府 機 関に おけ る適 用業 務 の概要 につ い て、 ボ ソク博 士が 説 明に あた

って くれ たの で あ るが、 この報告 にお い て は、 導 入 コ ン ピュー タ との 関

連 にお い て、 政府 機 関に おけ る適用 業 務 の 内容 に つ い ては3.に おい て 後

述す るの で、 重 複 を避け て、 同 博 士か ら得 られ た 情報 の 内で、 注 目すべ

き点 を略記 す る。

(1)中 央 統計 所

国家 と して大 切 な 統計 業 務の 内に は、 国 勢調 査 が ある。 国 勢 調 査 に

おけ 作 業 事 務 の軽減 と時 間短 縮へ の要 請 がPCSを 生み 出 した 重 要な

モ ー メン トとな って い て、 そ のPCSが1890年 、 ア メ リカに 拾け

る第11回 国 勢調 査 に利 用 され た の が 最 初 で あ る と聞か さ れて い た の

で あ るが、 ボ ック博 士 の説 明に よる と、 オ ー ス トリア にお いて は シ エ

フ ラー とい う発 明家が いて 、 当時 の オ ース トリア ・ハ ン ガ リー帝 国 に

お け る国 勢調 査 に、 ア メ リカに 先ん じて 機械 集 計 が行 わ れ た との事 実

を 知 らされ た 。

1971年 の オー ス トリアにお け る国 勢調 査 に つ いて はOCR,OMR

お よび 手書 き(国 勢調 査担 当 の役 人 に よる記 述)と が イ ン プ ッ ト方 法

と して 併用 され た。 国 勢調 査 は10年 毎 に1回 実 施 され るだけ で あ る
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が 、 そ の 外 に標 本 調査 に よる ミク ロ ・セ ンサ ス とい うものが 行 わ れ て

k'り 、 そ の場合 の イン プ ッ ト方 法 と して はOCRが 利 用 され て い る と

の こ とで あ った 。

統 計業 務 につ いて は、 輸 出入 統計 か ら職業 統 計 に 至 る まで 巾広 く実

施 さ れ て い るけ れ ど も、 予 測 に 関 して は 財 務 省ま た は 私 的 な機 関 と し

て の経済 研 究所(InstitutefUrWirschaftsforschung)

な どの方 で や って い て、 統計 所 の役割 は あ くま で も現 在 の状 態 に関 心

が あ る 旨の 回 答で あ つた 。

② 各 州 政府 にお け る適 用 業 務

州政 府 に おけ る コ ン ピュー タの 適用 業 務 につ い て 、 比較 的進 ん で い

る ものは2つ あ って 、そ の1つ は 病 院 の管 理 業 務 の コ ンピ ュー タ化 で

あ り、 殆 ん どの 州 にお い て実 施 済 み で あ り、 そ の2は 各 州 におけ る公

務 員の給 与 計算 で あ る。 そ して、 目下 計 画 中 の もの に社 会 保 険 に 関す

る デー タ ・バ ン クを保 険会 社 や 労 働 組合 の協 力 の下 で 作 成 し ょ うと し

て い る との こ とで あっ た。

テ レ コ ミュニ ケー シ ョンにつ い て は1966年 か ら研 究が 開 始さ れ 、

68年 に は利 用可 能 とな り、 現 に10～15の 地方 財 政 には テ レ コ ミ

ュニ ケー シ ョンが実 施 さ れて い る。もっとも、これ を大 々的 に実 施 す る

には コ ー ドの 標 準化 が 必 要 で あ るが 、 ま だ各 省の コー ドも統一 され る

と ころ まで には 行 ってい な い 由で あ る。 国 勢調 査 の場合 も現 に住ん で

い る家 を 中心 と して調 査 す るた め、 コ ー ドの統 一 化の ニ ー ズは 必ず し

も高 くは な く、 未 だ 統一 され た コー ドは ない との こ とで ある。

2.3.31BM6sterreichの 組織 お よび 配 員

(1)従 業 員 数(IBMHAUS)1,094名

〃(IBMオ ーストリア)494名

〃(IBMROECE)600名
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(2)組 織

ジ ェ ネ ラ ル:マ ネ ジ メ ン ト

DP

マ ー ケ

テ ィン グ

DP

カ ス トマ ー ズ

エ ン ジ エ ア

OP

タ イ プ

ラ イ タ ー 他

IRD

カー ド他 の

附 属 品部 門

会 計
《

研 究 所 1人 事

⊆]㊧

亀

DP

マ ー ケ テ ィ ン グ

政府関係 金融関係 工業関係一
シ ュタイエルマル タ州

お よび ケル ンテン州

売上 の60%占 め る。

上部オー ス トリアお よ

びザル ツブルグ州

チ ロル州 お よび フオー

ル アルベル ク州

注IBMROECEは 既述 の如 く東 欧国7ケ 国(東 ドイ ツ、 チ ェコ ス ロバ キ
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ア 、 ハ ン ガ リー 、 ポ ー ラ ン ド、 ユ ー ゴ ス ラ ビ ア 、 ル ー マ ニ ア 、 ブ ル ガ リ

ア 、 を 担 当 し て い るIBMの 組 織 で あ る 。

(3)IBMデ ー タ ・セ ン タ ー の 機 器 構 成

IBM360-40

1BM360-40

1BM360-50

1BMsystem3-10

1BMsystem3-6

1BM1130

1BM1401

2.4大 統 領 府(Bundeskanzleramt)

所 在 地Ballhausplatz

調 査 年 月 日

面 接 者Dr.

ム
ロ

3

ylnOeSUMBI}
台

台

1

1
⊥

台1

台1

台1

台1

2,1010Wien,Austria

1971年11月23日(火)

Jiresch(Sektionschef)他 十 数 名

1814年 ナ ポ レオ ン戦 争 におけ る ウ ィー ン会 議 が 開 催 され た荘厳 な会 議

室 に案 内さ れ、 各 省か ら選択 され た 十数 名 の代 表 者 か らな る ミーテ ィン グ と

な った 。

1967年 、 オ ー ス トリア 連邦 政 府 は コ ン ビ=・一一タを 積極 的 に利 用 す る意

思決 定 を行 な い、 コ ン ピ ュー タの 能 力が 無 駄 な く、 平 等 に利 用 で き る よ うに

配慮 した。 そ して、 同年 に コーデ ィナ チ オ ンス コ ミ ッテ ィを設 立 し、 連 邦政

府 の み な らず 州 政府 を含 めて 、 コ ン ピ ュー タの導 入(購 入 と賃 借)、 増設 の

許可 を 同委 員会 に 求 め る よ うに した。 もっ と も国 営 企業 につ いて は 前 述 の如

く、 そ の 導入 は 自 由で あ るので 、 それ を管 理 す るに は新 しい 法律が 必 要 で あ

ろ うとの こ とで あ った が 。

現 在 コー デ ィナ チオ ンス コ ミ ッテ ィは11の サ ブ コ ミ ッテ ィを有 し、 本 委

員会 は年 に1～2回 、 サ ブ コ ミ ッテ ィは 月 に1～2回 の会 合 を も ってい る。

1971年6月22日 に サ ブ コ ミ ッテ ィの役割 につ い て協 議 が行 わ れ た の
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で、 そ の要 点 を記 載 す る と、

① 数 ケ所 の 重要 地点 に コ ン ピュー タを集 中す るこ とを検 討 す る。

② た だ し、 他 の国 で行 われ た よ うに必ず し も、 それ は 中 央 に コ ン ピ ュー タ

を集 め る こ とを意 味 しない 。

③ 今 後 、 数 ケ年 に わた るコ ン ピュー タ利 用 の 予測 を行 うこ と。

④ コン ピ ュー タ要 員の 養成 を統一 的 に行 うこ と。

⑤ 国 民一 人 一 人 に 統一 され た コー ドを作 成す る こ と。 このこ とにつ い て は

法 律 を改 正 して、 個人 の 秘密 の漏 曳 にな らな い よ うに きび し く し、 技 術 的

研 究 サ ー クル と法 律 的 な 研究 サ ー クル とを 用意 す る よ うに す る。

⑥ コ ン ピ ュー タ利用 上 の コー ド統一

⑦ コ ン ピ ュー タ ・ア ウ トプ ッ ト配 布方 法 の 統 一化

⑧ 中 央 の連 邦政 府 と州 政府 とを結ぶ サー ク ル の設 定

⑨ ハ ー ドウ ェア ・ソフ トウ ェアの 標準 化

⑩ ハ ー ドウ ェア ・ソフ トウ ェア供 給業 者 との契 約 内容 を も う少 し厳格 にす

る こ と

⑪ 国 の全 体 に 関す る コ ン ピ ュー タに よ る情 報 シス テ ムの確 立 、 但 し、 この

こ とにつ い て は 長 期的 な観 点 か ら行 うこ とが よい。

現在 、 こ の こ とに専 念 して 管 理 して 人員 は3人 しかいないので 、 この方 面 に

熟達 した 専 門家 を 多数配 置 す る必要 が あ ろ うとの こ とで あ った 。

次 いで 質疑 応 答 に入 り、 コー デ ィナチ オ ンス コミ ッテ ィの 構 成 は ど うな っ

てい るか、 各 省 の役 人だけ か らな ってい る のか 、外 部 の専 門家 も入れ て い る

のか との 問 い に対 して は、 現 在 は大 統領府 、 中 央統 計 所 、 政 治 家 な どか ら構

成 され てい るが 、 これか らは 外 部 の人 も参加 す る こ とに な ろ う。 特に産 業 界

か らの専 門家が 加 わ る こ とに な ろ う。

委 員会 の方 か ら各 省に対 して 提案(勧 告)が なさ れ る こ とが あ るか と の質

問 に対 して は、 コ ン ピュー タ能 力の余 裕 な どに関す る報告 を 出す け れ ど も、

コ ン ピュー タな ど導 入機 器 の 指定 は行 わ ない 。 指定 を行 な わ ない のは 指 定会
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社 だけ が 成 長 す る こ とにな る危険 が あ るか らであ るが 、 さ り とて 指定 を行 わ

な い と、 導 入機 器が バ ラバ ラに な る とい うマ イ ナス 面 もあ って、そ の 辺 に苦

慮 してい る 状 況が うか がわ れ た 。

5.オ ー ス トリア にお け る業種 別 コン ピュ ー タ利 用状 況

ウ ィ ー ン ・ジ ェ ト ロ 勤 務 の 三 枝 氏 調 査(1971年8月)に よ る 「欧 州 電 子

計 算 機 市 場 調 査 中 間 報 告 」 に 基 礎 を お き な が ら 、 政 府 機 関 、 工 業 、 商 事 、 公 共

サ ー ビ ス 、 銀 行 、 教 育 ・研 究 機 関 、 保 険 、 建 設 ・エ ン ジ ニ ア リ ン グ 、 病 院 お よ

び 情 報 産 業 の10項 目 に 分 け て 、 そ の 概 要 を 記 述 し て み る 。

3.1政 府 機 関

1969年 末 に お い て 、 政 府 お よ び 政 府 関 係 機 関 の 保 有 す る コ ン ピ ュ ー タ

設 置 台 数 は55台 で 、 オ ー ス ト リ ア 全 体(1969年 に は440台)の12.5

%を 占 め 、 今 後 の 成 長 率 は 年 率13%と 見 込 ま れ て い るQ

大 蔵 省 は オ ー ス ト リ ア 行 政 機 関 中 、 最 も 多 く の コ ン ピ ュ ー タ を 使 用 し て い

る 、と い わ れ 、GE415,IBM360-40,GE425な ど を 給 与 計 算 お よ び 給

与 支 払 に 使 用 し て お り 、 さ ら にBullGE425(256K)を 導 入 して 、1974

年 か ら タ イ ム ・シ ェ ア リ ン グ ・サ ー ビ ス を 開 始 し 、1975年 に は デ ー タ ・

パ ン ク の 創 設 を 意 図 し て い る 由 で あ る 。 そ し て 、 ま た 既 述 のIBM360-40

(64Kバ イ ト)に は 、 オ ン ラ イ ン ・デ ー タ ・コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 機 器2セ

ッ トが 導 入 済 み で 使 用 中 と の こ と で あ る 。

民 間 航 空 局(BundesamtflirZivilluftfahrt:)はCDC1700

(20kwordscorememoryお よ び48k外 部 記 憶 装 置)を テ レ

・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン(Telecommunicationsapplication)に

利 用 し て い る 。

オ ー ス ト リア 連 邦 保 険 協 会(Versicherungsanstaltder

6sterreichischenBundesl義nder)は 現 在UNIVACSSI型
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を2セ ッ ト導 入 し て い る が 、 目 下 、 オ ー ス ト リア 中 最 大 の シ ス テ ム の 導 入 を

計 画 中 と の こ と で 、 デ ー タ の テ レ プ ロ セ シ ン グ ・シ ス テ ム は1975年 の 完

成 を 意 図 し て い る 由 で あ る 。

国 際 原 子 力 機 構(InternationalAtomicEnergyAgency)

は ウ ィ ー ン に あ る 国 際 機 関 本 部 機 構 の1つ で あ る が 、 こ こ で は 、1965年

にIBM1401(磁 気 テ ー プ 装 置5台 、 カ ル コ ン プ ・デ ィ ジ タ ル ・プ ロ ッ タ

ー1台 を 含 む)を 導 入 し
、 線 型 計 画 法 、 統 計 、 給 与 計 算 、 人 事 管 理 に 利 用 し

て い る 。1968年 に は 、 さ ら にIBM360-30(オ ン ラ イ ン ・デ ー タ ・コ

レ ク シ ョ ン ・シ ス テ ム2セ ッ ト、 磁 気 テ ー プ 装 置IBM2503一 皿 型5台
、 、

磁 気 デ ィ ス ク ・フ ァ イ ルIBM23112台 、 カ ル コ ン プ ・デ ィ ジ タ ル ・プ

ロ ッ タ ー1台 を 含 む)を 設 置 し 、 日 常 管 理 業 務 に 活 用 す る 外
、 原 子 力 計 算 に

も 利 用 し て い る 由 で あ る 。

　ロ
オ ー ス ト リ ア 石 油 管 理 局(OsterreichischeMineralolverwaltung)

は 石 油 の 探 査 、 採 取 、 精 製 を 監 督 す る 官 庁 で あ る が 、IBM1401,IBM

305RAMAC,IBM360-50,IBM360-25を 各1台 利 用 し て い る
。

以 上 の 外 、 コ ン ピ ュ ー タ を 利 用 し て い る 行 政 機 関 に は 、 地 方 税 務 局

コ　
(Wien,NordOsterreich,Burgenlandな ど のFinanzlande

sdirection)、 内 務 省(BundesministeriumftirInneres)
、

警 察 庁 、 交 通 省(BundesministeriumfifrVerkehr)、 郵 政 省

(G・neraldirekti・nd・ ・P・ ・tundT・1・g・aph・ ・v。 ・w。lt。 。g)

等 が あ る 。

3.2製 造 工 業

製 造 工 業 は こ の オ ー ス ト リ ア で も 最 大 の コ ン ピ ュ ー タ ・ユ ー ザ ー で
、

1969年 末 にk・Laて174台 の コ ン ビ ュ ー一 夕 が 設 置 さ れ て お り
、 同 年 末 全

オ ー ス ト リ ア 設 置 台 数440台 の40%を 占 め て い る 。

オ ー ス ト リ ア の 製 造 工 業 は 小 数 の 大 企 業 と 多 数 の 中 小 企 業 か ら な っ て お り
、

500名 以 上 の 従 業 員 を 有 す る も の は2%に 過 ぎ ず 、60%以 上 の 企 業 が
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51名 以 下 で あ る。 オ ー ス トリア の ビジネス の仕 組み も運営 も まだ、 旧時 代

的 な とこ ろが あ り、 そ して、 ここ に労 働 力不 足 とい う制 約条 件 の解 決 策 とし

て の コ ン ピ ュー タ利 用 とい う道 以外 に,コ ンピュー タ利 用 の 今 後 に おけ る成 長

性 が 秘 め られ て い る ことに もな る。

オ ース トリア 政府 は産 業 近 代 化 の ため に、 設 備 投 資 の 促進 や産 業 の グル ー

プ化 ・統合 化 に一 連 の 優 遇 措置 を与 え て い る。 これ に 対 応 して、 企 業 側 で も、

鉄 鋼 、 電機 、 化学 、 光 学 な どの産 業 部 門では プ ロセ ス ・コ ン トロー ル用 の コ

ン ピ ュー タの導 入が 計 画 され て お る よ うで あ るが、 産 業 界 全体 としては まだ

コ ン ピュー タの 日常計 算 的 業 務 に止 ま ってい る よ うに 思 われ る。

製鋼k・ よび機 械 装置 の大 手 メー カー、VereinteOsterreichische

EisenundStahlwerkeA.G.は5台 の コ ン ピ ュー タを利 用 してい

る。1964年 にZuse23(16k)を 導入、 事 務 計算 と技 術 計 算 とに利 用 して

い る。IBM360-30(64kバ イ ト、 デー タ通 信 ユ ニ ッ ト9台 、映 像表 示

装 置1台 を含 む)を1968年 に 導 入、1970年 にさ らにIBM360-30

(64kバ イ ト、IBM1070の オ ン ライ ン ・デ ー タ ・コ ミュニ ケー シ ョン

・ユ ニ ッ ト22台 を 含 む)が 増 強 され て い る。 この 外、IBM360-40

(64k)が 事 務 計算 と技 術 計算 とに利 用さ れ て い る し、 プ ロセ ス ・コン ト

ロー ル用 に ジー メ ンス303が 導 入 され て い る。 まだ 計 画段 階 では あ るが 、

マル テ ィプ ロセ シ ン グ(multi-processing)や タイ ム シ ェア リン グ技

法 に よる コ ン ピュー タ利用 も 考 慮 され つつ あ る よ うで あ る。

b'sterreichischeAlpineMontanGesellschaftは オ ー

ス トリア最 大 の企 業 で、 鉄 鋼 お よび 機械 装置 メー カーで あ るが 、 同社 は プ ロ

セ ス ・コ ン トロー ル お よび 生産 管 理 に 関す る コ ン ピ ュー タ化 を 意 図 して い る

とい うこ とで あ る。

ElinUnionA・G.は 電 気 機 器 の大手 メー カーで、Zuse23を1961

年 に 導 入、 一 般管 理 業 務 お よび 技 術 計算 に利用 して い る。1966年 には

IBM360-50を 導入 し、 生産 計 画、 購 買管 理、 部 品 展 開、 業 務会 計、 給与
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計 算 な ど に 利 用 し て い る 。1968年 に は 、 さ ら に ジ ー メ ン ス4004-35

(64k)で コ ン ピ ュ ー タ 化 を 推 進 し て い る 。

SemperitGummiwerkA.Gね オ ー ス ト リ ア の 代 表 的 タ イ ヤ 、 ゴ ム 、

プ ラ ス テ ィ ッ ク 製 品 の メ ー カ ー で3台 のIBMコ ン ピ ュ ー タ を 使 用 し て お り、

同 社 の マ ネ ジ ン グ ・デ ィレク ター は わ が 国 の コ ン ピ ュ ー タ 利 用 を 調 査 に わ ざ わ

ざ 来 日1され た こ と が あ る 。 導 入 の 沿 革 は 、IBM1401(12k)を1962

年 に 導 入 、 現 在 は サ テ ラ イ ト ・コ ン ピ ュ ー タ と し て 利 用 、1967年 にIBM

360-40(64kバ イ ト)を 導 入 、 さ ら に も う1台 、IBM360-40

(64kバ イ ト、IBM2260遠 隔 表 示 装 置8台 と 接 続)を 導 入 し て 、 コ ン

ピ ュ ー タ 能 力 を 増 強 し て い る 。

そ し て 目 下 、 タ イ ム シ ェ ア リ ン グ や 生 産 計 画 面 で の コ ン ピ ュ ー タ 利 用 を 計

画 中 と の こ と で あ る 。

コ　

OsterreichischeStickstoffewerke(オ ー ス ト リ ア 窒 素 会

社)は1964年 にZuse22を 導 入 し て い る 。

HerbaApothekerA・G・ は 薬 品 の 大 手 メ ー カ ー で 、1969年 に

IBM360-20(8Kバ イ ト)を 導 入 し、 最 適 在 庫 計 画 、 在 庫 管 理 な ど に 利

用 し て い る 。

PhilipsAustriaGesellschaftmitbeschrankter

Haftung(フ ィ リ プ ス オ ー ス ト リ ア 有 限 会 社)は1966年 にIBM

360-30を 導 入 し、 在 庫 管 理 、 給 与 計 算 、 経 理 、 購 買 業 務 へ の 適 用 が 行 な

わ れ て お り、 今 後 は プ ロ セ ス ・コ ン ト ロ ー ル 面 、 タ イ ム シ ェ ア リ ン グ 的 利 用

を 計 画 中 と の こ と で あ る 。

コタ
UnileverOsterreich有 限 会 社 は1967年 にIBM360-20

を 、1969年 にIBM360-25を 、 そ れ ぞ れ 導 入 し 、 経 理 業 務 、 給 与 計 算 、

修 理 保 全 業 務 、 販 売 分 析 な ど に 活 用 し て い る 。

3.3商 事 部 門

商 事 部 門 に は 、1969年 末 に お い て64台 の コ ン ピ ュ ーー タ が 設 置 さ れ て
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お り、 オ ー ス トリア 全 体 の14.8%に 該 当す る。 どこ の国 におい て もそ うで

あ るが 、 オ ー ス トリア にお い て も同様 に、 この 部 門 は労 働集 約的 傾 向が 強 い

ので あ るが、 既 述 の如 く、 オ ー ス ト リア にお け る労 働不 足 とい う企業 環 境 の

きび しさ と、 商 品お よび サ ー ビスの 多様 化 傾 向か ら合 理 化 をせ ま られ て い る

とい うこ とが で き よ う。

GrossversandhansQuelleは ドイソ系 の通 信 販 売会 社 で、 ま た主

要 な デ パー トメ ン ト ・ス トア ・チ ェー ンで あ る。Siemens4004-35

(64k)、2台 を 導 入 して 事 務処 理 に 生か して い る。　　
GrosseinkaufsgenossenschaftOsterreicherKonsm-

vereineGmbH(オ ー ス ト リ ア 消 費 組 合)は デ パ ー ト部 門 か ら 卸 、 小 売 部

門 に 至 る ま で 巾 広 く セ ー ル ス を 行 な っ て い る 組 織 で あ る 。 目 下IBM360-

20を 利 用 し て い る が 、1975年 ま で に 、 現 在 の シ ス テ ム を タ イ ム シ ェ ア

リ ン グ 的 利 用 に 切 替 え る 計 画 が あ る と の こ と で あ る 。

KonsumgenossenschaftWienは も う 一 つ の 大 き な 消 費 組 合 で 、

IBM1440を 事 務 処 理 に 利 用 し て い る 。

Bp.BenzinundPetroleumは1967年 にIBM360-20(16k

バ イ1)を 利 用 し て い る 。

ShellAustriaA・G。 も1969年 にIBM360-25(24kバ イ

ト、 磁 気 テ ー プ 装 置4台 を 含 む)を 導 入 、 利 用 し て い る 。

こ の 外 、AundOHandelsZentrum(食 料 品 卸 売 業)、Ford

Hintregger(自 動 車 デ ィ ラ ー)な ど も コ ン ピ ュ ー タ を 利 用 し て い る が 、

最 も 興 味 の あ る の は ウ ィ ー ン の 出 版 会 社 で あ るMOLDENが1975年 に

実 現 す べ く、 コ ン ピ ュ ー タ に よ る タ イ プ セ ソ テ ン グ ・シ ス テ ム(Typese-

ttingSystem)の 導 入 を 研 究 中 で あ る と い う こ と で あ る 。

3.4公 共 サ ー ビ ス

1969年 末 に お い て 公 共 サ ー ビ ス 部 門 に は41台 の コ ン ピ ュ ー タ が 導 入

さ れ てk・ り 、 全 オ ー ス ト リ ア 設 置 台 数 に 対 す る 比 率 は9.3%に 相 当 す る 。
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SteirischeWasserundElektrizit5tA.G.(政 府 の 水 道

電 力 会 社)は1968年 に ジ ー メ ン ス4004-35(64k、 オ ン ラ イ ン・

デ ー タ ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ユ ニ ッ ト1台 を 含 む)を 導 入 し て い る 。

OsterreichscheDraukraftwerkA.G.も 公 共 電 力 会 社 で 、

1968年 に ジ ー メ ン ス304(16k,CRTDigitalDisplay

Unit附)を プ ロ セ ス ・ コ ン ト ロ ー ル 用 に 導 入 、 さ ら に 、 遠 隔 端 末 装 置 附 の

ジ ー メ ン ス304(2台 目)を 発 注 中 で あ る と の こ と で あ る 。

OstreichischeElektrizit五tsWerke(公 共 電 力 会 社)も

1967年 にIBM1130(8kwords)を 導 入 、69年 に もIBM360-

25を 導 入 し て い る 。

り　

OsterreichischeDonaukraftwerkeA.G.は1960年 に

Zuse11(26k)を 導 入 、 会 計 、 ビ リ ン グ、 イ ン ボ イ シ ン グ な ど に 利 用 し て

き た が 、 さ ら に 、IBM360--25(24kバ イ ト)を 導 入 、 水 力 計 算 や 配 送

電 の 最 適 化 計 算 に 活 用 し て い る 。

StandardTelephoneandTelegraphA.G.は1967年 に

IBM1440(16k)を 導 入 、69年 にIBM360-30(64k)を 導 入 し て

い る 。 適 用 業 務 は 会 計 業 務 、 生 産 管 理 、 業 務 の 進 行 管 理 、 統 計 業 務 な ど に 利

用 し て い る 。

以 上 の 外 、 コ ン ピ ュ ー タ ・ユ ー ザ ー と し て は 、NEWAGNIOGAS(電 力

・ガ ス 供 給 会 社)
、WienerStadtwerke(ウ ィ ー ン 電 力 局)、

GeneraldirektionderOsterreichenBundesbahnen(鉄

道 監 督 局)な ど が あ る 。 特 に 鉄 道 管 理 局 で は1975年 迄 にOCR(COptical

CharacterRecognition)を 導 入 し 、 イ ン プ ッ トの 合 理 化 を 意 図 し

て い る と の こ と で あ る 。

3.5銀 行

1969年 末 に お い て 銀 行 業 に は27台 の コ ン ピ ュ ー タ が 導 入 さ れ て お り

全 国 比 は6.6%を 占 め て い る 。
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銀 行 の な か で 、 最 も 代 表 的 ユ ー ザ ー はCreditanstalt-

Bankerverin.6sterreichischL6nderbankA・G・k・ よ び

6sterreichischescreditinstitutA・G・ の 三 大joint-stock二

bankで あ る 。

Erste6sterreichischeSparkasse(SavingBank)は

1963年 に ブ ル 社(Bull)のGamma3(20k)を 、 次 い で68年 に2

台 目 のGamma3を 導 入 し 、 さ ら に69年 にIBM360-50(64k,MICR

/OCRUnit1台 、 オ ン ラ イ ン ・ デ ー タ ・コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・タ ー ミ

ナ ル4台 、CRT表 示 装 置9台 を 含 む)を 設 置 し て い る 。 そ し て 将 来 計 画

と し て は 、Direct-accessCentralRecordsProcessing

お よ び 実 時 間 処 理 を 行 な う 予 定 と の こ と で あ る 。

KortnerSparkasseはUNIVAC9300(16k)を1968年 に

設 置 し て い る 。

SalzburgerSparkasseは ブ ル 社 の ガ ン マ1(4k)を1965年

に 導 入 、 さ ら に68年 にGE415(16k)を 導 入 し て 、 予 金 処 理 、 利 息 計 算

な ど に 充 用 し て い る ∩

6sterreicheKontrollbankも1968年 にGE115(16k)を

導 入 、 当 座 預 金 、 勘 定 照 合 な ど に 利 用 し て い る 。

以 上 の 外 、 コ ン ピ ュ ー タ ・ユ ー ザ ー と し て は 、Bausparkasseder

6sterreichischenSparkassen(住 宅 金 融 貯 蓄 銀 行)、

ZentralsparkassederGemeindeWien(ウ ィ ー ン 中 央 貯 蓄 銀

行)な ど が あ る(

3.6教 育 ・研 究 機 関

こ の 部 門 に は 、1969年 末 に お い て 、21台 の コ ン ピ ュ ー タ が 設 置 さ れ

て お り、 全 国 比 は5%と な っ て い る 。

コ ン ピ ュ ー タ の サ プ ラ イ ヤ ー は ユ ー ザ ー の 教 育 計 画 に 協 力 す る こ と を 通 じ

て 、 コ ン ピ ュ ー タ 教 育 に お け る 主 要 な 支 柱 と な っ て い る 。 こ こ で も 、IBM
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は 前 述 の 如 く 、 最 大 の 教 育 施 設 を 用 意 し て 、 オ ー ス ト リ ア の み な ら ず 、 東 欧

圏 に 対 す る プ ロ グ ラ マ お よ び 技 術 者 の 教 育 訓 練 を ウ ィ ー ン そ の 他 で 実 施 し て

い るo

デ ー タ 処 理 に 関 す る 基 礎 教 育 を 商 業 職 業 高 校 に お い て は 、1970年 か ら

開 始 し、 文 部 省 自 体 もEDPComputerCenterを 開 設 し て 、 教 育 者

の 養 成 、 学 生 の 実 地 訓 練 を 行 な っ て い る 。 高 等 教 育 は 半 官 半 民 のBundes

Wirschafskammerの 運 営 す るEDPschoolofInstitute

forthePromotionofEconomicActivityに お い て 実 施 さ

れ て い る 。

ま た 、LehrbueroderKaufm江nnischenMittelschulen

(商 業 高 校 に お け る 訓 練 施 設)で は 現 在 の シ ス テ ム を タ イ ム シ ェ ア リ ン グ 方

式 に 改 め 、 さ ら に 商 科 大 学 そ の 他 と 協 同 し て 、1975年 年ま で に デ ー タ ・パ

ン ク を 作 る 計 画 が 実 行 さ れ て い る 。

InsbruckUniversityは1963年 にZuse23を 導 入 、 技 術 計

算 や 学 生 の 記 録 に 利 用 し 、1960年 にNCRセ ン チ ュ リ ー100(4k)

を さ ら に 導 入 し て い る 。

GrazUniversityに は 、UNIVAC490がEDPセ ン タ ー に 導 入

さ れ て お り、 こ れ を1973年 ま で に,ウ ィ ー ン 、 プ ラ ハ 、 ハ ン ブ ル グ 、 チ

ュ リ ッ ヒ 、 デ ュ セ ル ドル フ 、Wupporta1 、 フ ラ ン ク フ ル ト、'ス ト ゥ ツ ガ ル

トの8ケ 所 と デ ー タ の 直 接 交 信 が 可 能 な よ う に 計 画 が 進 め ら れ て お り、

1975年 に は さ ら に 、 こ れ を 拡 張 す る 計 画 が あ る 。

TechnologischeUniversit5tに は 、IBM7040(32kwords)

が1964年 に 設 置 さ れ 、 科 学 ・技 術 計 算 、 教 育 、 学 生 記 録 用 な ど に 利 用 し

て い るo

HochschulefUrBodenkultur(農 科 大 学)に はIBM650が 導

入 さ れ て お り 、 衛 星 コ ン ピ ュ ー タ と し て 利 用 さ れ て い る 由 で あ る 。

以 上 の 外 、 ウ ィ ー ン 大 学 で は 、 同 所 の 統 計 研 究 所 に コ ン ピ ュ ー タ が 設 置 さ
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れ て い て 、 数 値 解 析 、 統 計 解 析 に 利 用 さ れ て い る 。

3.7保 険

政 府 機 関 で 実 施 さ れ て い る 健 康 保 険 、 社 会 保 険 関 係 で 導 入 さ れ て い る コ ン

ピ ュ ー タ は24台 、 民 間 保 険 業 界 が 導 入 し て い る コ ン ビ=一 夕 は22台 で 、

こ れ を 合 算 す る と 、46台 と な っ て 、 全 オ ー ス ト リ ア の コ ン ピ ュ ー タ 設 置 台

数 に 占 め る 割 合 は15%と な る 。

保 険 の 普 及 率 は 広 範 囲 な 社 会 保 険 制 度 に 支 え られ て き わ め て 高 い 。 被 雇 用

者 は す べ て 傷 害 保 険 に 加 入 し て お り、 保 険 料 は 雇 用 主 に よ っ て 支 払 わ れ る 。

ま た 国 民 の う ち5,500千 人 は 健 康 保 険 に 加 入 し て お り、 大 多 数 の 被 用 者 は

養 老 、 不 具 廃 疾 、 遺 族 、 失 業 保 険 に 加 入 し て い る 。

UrlaubskassederArbeiterinderBauwirtschafts

(建 設 労 働 者 社 会 保 険 機 構)で は 、 現 在 の コ ン ビ=・・一口一夕 をIBM360-60

のspecialversionに 拡 大 、 リ プ レ ー ス を 計 画 中 で あ る 。

PensionsversicherungsanstaltderAngestellten

(サ ラ リ ー マ ン 社 会 保 険 機 構)はIBM360-30を1966年 に 導 入 し 、 年

金 計 算 に 利 用 し て い る 。

PensionsversicherungsanstaltderArbeiter(労 働 者

社 会 保 険 機 構)はUNIVACSS皿 を 利 用 し て い る 。

ErsteAllgemeineUnfal1Versicherung(災 害 保 険)は

UNIVACSSコ ン ピ ュ ー タ を 導 入 し て い る 。

以 上 の 外 、AssicurazioniGenerali(GeneralInsurance),

・Wiener.Allianz,WienerischeSladischeVersicherung,

Interunfal1な ど も コ ン ピ ュ ー タ を 導 入 利 用 し て い る 。

3.8建 設 ・エ ン ジ ニ ア リ ン グ

1969年 末 に お い て 、 こ の 部 門 に8台 の コ ン ピ ュ ー タ ・シ ス テ ム が 導 入

さ れ て い る 。

IngenMayrederKraus(在 り ン ツ)は1969年 に ジ ー メ ン ス
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304を 導 入 利 用 し て い る 。 ま た ウ ィ ー ン に あ る 、A.PorrA。G.は 建 設

と エ ン ジ ニ ア リ ン グ と を 業 と し て い る 企 業 で 、1974年 ま で に 大 型 コ ン ピ

ュ ー タ を 導 入 す る 計 画 を 有 し て い る 。

3.9病 院

病 院 お よ び 診 療 所 で は,事 務 管 理 、 患 者 診 断 記 録 、 自 動 診 断 等 の 使 用 に 始

ま り 、 今 後5年 間 に 確 実 に 成 長 す る 分 野 と 一 般 に 考 え ら れ て い る 。

SteiermarkGebietskrankenhausik'よ びOberδsterreichisch

esGebietskrankenhausは そ れ ぞ れUNIVACSS皿 を1963年

に 導 入 使 用 し て い る 。 ま たTirorGebietskrankenhausは1964

年 にUNIVAC1004を 導 入 し て い る 。

ウ ィ ー ン 大 学 病 院 は コ ン ピ ュ ー タ の 適 用 に つ い て の 大 構 想 を 有 し て お り、

自 動 診 断 、 患 者 健 康 状 態 記 録 、 研 究 解 析 、 病 歴 記 録 、 テ レ プ ロ セ シ ン グ 等 の

実 施 を 計 画 中 と の こ と で あ る 。

3.10情 報 産 業

オ ー ス ト リ ア に は 現 在8つ の デ ー タ ・サ ー ビ ス ・セ ン タ ー が あ り、8台 の

コ ン ピ ュ ー タ が1969年 末 に お い て 利 用 さ れ 、 全 国 比 に 対 し
、1.8%を 占

め て い る 。 そ の 外 、 研 究 所 、 教 育 機 関 そ の 他 の エ ン ド ・ユ ー ザ ー が 行 な っ て

い る デ ー タ ・サ ー ビ ス 機 関 か6ケ 所 ば か り 存 在 し て い る 。

代 表 的 な サ ー ビ ス ・セ ン タ ー は 、IBM,UNIVAC,Bu11-GE,

Siemens,ACService有 限 会 社 、SPARDAGで あ る 。 そ の 外
、 情 報

産 業 で は な い が 、 ウ ィ ー ン 、 グ ラ ー ツ 、 イ ン ス ブ ル グ な ど の 各 大 学 に も
、

EDPセ ン タ ー が あ る 。

IBMk－ よ びUNIVACの サ ー ビ ス ・ セ ン タ ・一－trcつ い て は 既 述 し た の で 、

こ こ で はACServiceGmbHが1965年 にGE415(32k)を 設 置 し

て 計 算 サ ー ビ ス を 開 始 して い る こ と 、 お よ びBullGEが ウ ィ ー ン で 遠 隔 バ

ッ チ 処 理(RemoteBatchProcessing)の 計 算 サ ー ビ ス を 開 始 す

る 計 画 が あ る こ と を 付 記 し て お く に と ど め る 。
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ー

＼ 1967 1968 1969 1970 1971 1972 1973 1974 1975

o

コ ン ピ ュ ー タ 3,395 3,570 2,280 2,523 2,817 3,145 3,511 3,921 4,378

ペ リ フ ェ ラル 4,235 4,280 2,613 2,925 3,311 3,752 4,274 4,873 5,571

計 7,630 7,850 4,893 5,448 6,128 6,902 7,785

T-

8,794 9,949

●A● ◆

表2コ ン ピ ュー タk・よび 周辺 機 器 の 輸 入状 況 お よび 予 測

(単 位:千 ドル)

1970～75は 米 国 商 務 省 選定 に よ る



表3コ ン ピ ュ ー タ等 国 別 輸 入 額

区分

国 名

1967 1968 1969

金 額 比 率 金 額 比 率 金 額 比 率

1000$ % 1000$ % 1000$ %

米 国

フ ラ ・ス

ド イ ソ

英 国

イ タ リー

そ の 他

2,304

1,900

1,361

754

712

600

30.2

24.9

17.8

9.9

9.3

7.9

1,702

2,701

1,798

510

460

679

21.7

34.4

22.9

6.5

5.9

8.6

917

818

2,021

551

308

278

18.7

16.7

41.3

11.3

6.3

5.7

計 7,631 100.0 7,850 100.0 4,893 100.0

■

出 所:DerAussenhandelOsterreich1969SeriesLA

(石 原)
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ユ ー ゴス ラ ビア

1.概 要 お よび所 感

◆

1.1国 情

ユー ゴス ラ ビアは そ の名 の示 す とお り、 「南 の ス ラブ 」で あ り、 今 回 の 訪

問国 で も特 にス ラブ 臭 の強 い国 で あ る。 古来 東 西を 結ぶ バル カ ン のベル ト地

帯 と して 重 要 な 役割 を 果 してお り、 現 在で もそ の傾 向が 強い。 す なわ ち 、 第

二次 大 戦後 チ トー 首相 に 率い られ て 連邦 人民 共 和国 と して ソ連 圏 に 入 った も

の の、 民 族主 義 的 傾 向 を スタ ー リンに非難 され 、 コ ミン フ ォル ムか ら除 名 さ

れ た 。 そ の後 、 経 済 復 興 のた め に西 向 きの 姿 勢を と り、IMFに も加 入 して

自 由圏 の メン バ ー の 資格 も持 って い る。 共 産 圏各 国 との関 係 は好 転 した り悪

化 した りで 定 着せ ず 、 東西 両側 に全 くフ リーで あ る とい う立 場 に あ る。

国 内 では 、2,000万 の 人 口が 多 くの民 族 にわ かれ,そ の主 な も のが 夫 々

独 立 した州 政府(現 在 は6州)を 樹 立 して い るが、 民 族間 の対 立、 特 に40

%を 占め る セル ビア 人と、23%を 占め る ク ロア チア 人 との対 立 が 激 し く、

連 邦 政 府 も 統制 に苦 慮 してお り、 政 情は不 安で ある 。 一方 経 済 的 に はチ トー

首相 の 指 導に よる工 業 化が急 速 に進み、 工 業 生産 高 は 戦 前 の 約10倍 に 成 長

した。 中で も戦 前 は 皆無 で あ った 重工 業部 門が 目ざま し く発展 し、 電 力、 輸

送・石 油精 製な どが 開 発 され た 。 貿 易面 で は、 原 材 品 を 輸 出 し、 資 本財 、 消

費材を 輸 入す る とい う発展 途 上国 型 の不 均 衡が 見 られ 、 輸 入超 過 に悩 ん で い

る。 相 手 国 は 隣i国 のイ タ リーが 最大 で 、 ソ連、西 独、 米 国 な ど東西 両側 の諸

国が 次 い で い る。GNP(社 会 的 生産)は1969年 に2兆7千 億円 で

1970年 の実 質 伸 び 率 は5.5%で あ った。

1.2コ ン ピ ュー タ事 情

こ の国 の特 徴、 す なわ ち東西 両側 に 門 戸を解 放 して い る こ と と、 連 邦制 の
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ため 州 政府 と連 邦 政府 との 連繋 が うま く行 か ない こ と とは、 同 国 の コ ン ピ ュ

ー タ 導入 に あた って も大 き く影 響を 与 えて い る。 こ の点 は、 最 初 の訪 問 先 で

ある 「国 際技 術 協 力局 」 にお け る説 明を きい て 納得 が行 った。 す なわ ち、 こ

の局は 連 邦 政府 の調 査 連 絡 機 関 と して 、 技 術 の進 歩、 生 産 力 の拡 充、 経 済協

力な どを 行 な い、 政 府 に直 接 責任 を 持 って い るが 、 各 州 に対 す る統制 権 は な

く、 コ ン ピ ュー タ導 入 お よび 適 用 につ いて も各 州 は全 くフ リー で あ る。 また・

現在 コ ン ピュー タは、 ほ とん ど輸 入 して い るが 、輸 入 先 も東西 両側 にわ かれ

て お り、 技 術 提携 や共 同 開 発 な ども ソ連、 米国 のいず れ とも行 な って い る。

この よ うな 事 情が 現 実 に存 在 して い る とは いえ 、 ユ ー ゴス ラ ビア は 戦 後 の

重 化学工 業 化 に 伴 な って 急 速 に コ ン ピ ュー タ市場 として の重要 性 を 増 して 来

て い る。 米国 商 務 省 の調 査(1969年)に よ る と、EDP装 置 の 輸入 実 績

と見通 し は表1の とお りとな って い る。

表1コ ン ピ ュー タ の輸入 状 況

年 輸 入 高(1,000ド ル)・ 内 米国 製 品(1,000ド ル)

1967 1,726 964

68 4,299 2,823

69 15,590 9,682

70 20,300 12,600

71 26,400 16,500

72 31,700 19,600

73 38,000 23,600

74 45,600 28,300

保 有機 数 は、1965年 に19台 で あ ったが が、1969年 に は116台 に

急 増 して お り、 上 表 の よ うに 導 入が 進め ば、1974年 に は600台 に達す

る もの と予 想 され る。 た だ、 現在 の実 機 数 把握 は、 す で に 述べ た よ うな国 情

か ら極 めて 困難 で、 今次 の訪 問 で も、 あ る所 では300台 といい、 別 の 所で

は200台 位 とい って お り、250台 位 と見 るのが 無 難 な よ うで あ る。
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コン ピュー タの利 用 分 野 は、 ビジ ネス用 に85～90%、 科学 用(特 に 医

療用)に10～15%と な ってk・ り、 関係 者 の見解 は 一 致 してい る。 最 新 の

機種 と して は、 ソ連 のMINSK-32お よびIBM360-50が すで に設 置 さ

れ て い るo

一方 コ ン ピ ュー タを 活用 して い る部 門 と して は
、 連 邦 統計 局(Federal

InstituteforStatistics)が 代 表 的な も ので あ る。 こ こで は外

国 貿 易 統計 を は じめ 、政府 の 重要 な 統計 を 作成 して い る。 保 有 機 種 はIBM

360-50とUNIVAC-1004で あ る。 また 、各 州 の分 権 化 が 進ん で い る

た め か、 サ ー ビス ビュー ロー 的 な セ ン ター は、 いず れ も民 間 企業 が 開設 して

お り、 労 働生 産 性 研 究所(InstitutefortheAdvancement

ofLabourProductivity)は そ の代表 的 な も の とな って い る。 こ こ

には 、HONEYWELL-1250シ ステ ムが 導 入 され てお り、85の ユ ー ザ ー

に対 して サ ー ビス を行 な って い る。

こ のほ か 国 内で コ ン ピュー タを活 用 して い る部 門 と して は、 政府 の機 関、

銀行 ・ 運輸部 門、 教 育部 門、 製 造工 業 、 造船 業.石 油工 業 な どが あげ られ る。

これ らに つい て は3 .2ユ ー ゴス ラビア にお け る コ ン ピュー タ活 用部 門 の状 況

に簡単 に紹 介 した。 中で もプ ロセス コン トロー ル の面 で は、 電 力、 化学、 造

船 な どで、 す で に高 度 の活 用 が行 なわ れ て お り、 特 に ドナ ウ河 の 流れ を 利用

した 最大 の発電 所 で あ るDjerdapHepstに おける プ ロセ ス コ ン トロー ル

は 同国 の自慢 の種 とな つて い る。

また、 調 査 先 の1つ で あ る 「 ミハ ユ ロブ ピン(MihajloPupin;

InstituteforAutomationandTelecommunications)」

で は ハ ー ドウ ェア の研 究 開 発を 進 め てお り、 従 来輸 入機 械 に 頼 って い た

EDPの 分 野 に も自 国 の努 力で くい込 も うとす る意 欲が 見 られ た。 同所 で は、

ハ ー ドウェア の研 究 開 発 のた め、 ソ連 米 国 両国 と夫 々 別 個 に協 力体制 を とっ

て 推進 して お り、 こ の国 の 両面 性を 如実 に示 して いた 。

要 す る に、 ユ ー ゴス ラ ビアは コ ン ピ ュー タの分 野 で は 正 に これ か らの市 場
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であ り、 門戸を 開か れ た 東西 両 陣営 の コン ピ ュー タメ ー カ ーに とって 激 しい

競 争 の場 とな る に違い ない。 米国 商 務 省 の調 査 で は、 ユ ー ゴ ス ラ ビア の相 手

国 別 輸 入 シ ェアは 表2の よ うに な って お り、 今 後 のマ ー テ ッテ ィン グに 注 目

した いo

表2コ ン ピ ュー タ の輸 入国 別 シ ェア

輸入相手国 米 国 西 ドイ ツ 英 国 フ ラ ン ス そ の 他 計

年

1967

1968

1969

%

55.9

65.8

62.2

%

37

16.1

10.1

%

0.5

5.7

9.9

%

33.3

8.6

3.9

%

6.6

1.8

13.9

%

100.0

100.0

100.0

わが 国 で は、 富 士通がFACOMの 売 込み のた め 努 力 して い るが、 未 だ十 分

な 成果 を あげ て い ない よ うで あ り、 む しろ プ ロセス コ ン ピ ュー タ と して の

HOCな ど の方が 興 味 を 持 たれ て い る よ うで あ る。 現在の機種を メーカー別 に

見 る と、IBM(35%)UNIVAC(27%)BULL(13%JNCR

(6%)ICL(6%)の 順で シェ アを 確 保 して い る よ うで あ る。

1.3所 感

す で に述べ た よう に、 ユ ー ゴス ラビアは そ の国 情 の特 色 と して、 対 外 的 に

は東 西 いず れ に も互 し、 対 内 的 には6つ の 自治 州 を 抱え て 強い 統 制 力 に欠け

る(と い うよ りも 民 族 の対 立 に手 を 焼い て い る)状 態で あ る。 今 回 訪問 した

政 府 の 「国 際 技 術協 力局 」を み て も、 技 術 開 発 の 指導 的 立 場で な く、 調 整 的

立場 に あ る よう な心 象 を与 え た こ とは 共産 圏 の国 家 と して は む しろ意 外 で あ

った 。 この点 は 、 以後 の訪 問国 、 特 にル ー マ ニ ア、 ハ ン ガ リー な らび に ポー

ラン ドが国 家 的 な ス ケー ル で 組織 的 に 整 然 として い た の に比 較 す る と、 は る

か に 自 由諸 国 に近 く、 よい 意 味 で の コマ ー シ ャル ベ ー ス に徹 して い る とい う

印象で あ った 。

コ ン ピ ュー タ の導入 につ い て も 全 く同 じ環境 で あ り、 こ の国 では 特 定 の方

針 が あ る よ うには 感 じ られ な か った。 しか し、 「ミハユ ロブ ピ ン」 の よ うに
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ハ ー ドウ ェア のみ で な く ソフ トウェア の研 究 開 発を行 な って い る所 も あ り、

今 後 コ ン ピ ュー タ分 野で も次 第 に進 ん で行 くこ とは十 分 察知 され、 各 訪 問 先

で 自国 の こ とを しき りに、 「DevelopingCountry」 と表現 して い た こ

と と思 いあ わせ 、 将 来を 期 待 出来 る国 で あ る と考え られ る 。

また、 別 の訪 問 先 であ る 「ベ オ グ ラー ド大 学 」で は、 しき りにEDPに 関

す る教 育訓 練 につ いて わ が 国 に協 力 と援助を 求 めて い た し、 人 口の少 ない た

め か、 人材 の不 足 を 問題 に してい たが 、 この傾 向は 他 の訪 問 先で も同 じで あ

り、教 育訓 練 と先 進 国 の援助 とが 急 務で ある こ とを 聞 か され 、 協 力を要 請さ

れ た。

こ の よ うに、 特殊 な国 情 と、 豊 か で ない 国 家経 済 の も とで 、 正 に 「これ か

らの国 」 と して 伸び るた め の 努 力を し ょ うとす るユ ー ゴス ラ ビア国 民、 特に

コ ン ピュー タ関係 者 の熱意 には、 心 か ら敬 服 す る ととも に、 わ が国 の情 報 処

理分 野 に 従 事す る者 として コン ピュー タが 多け れ ば よい ので は な く、 い か に

して有 効利 用 す るか とい う経 済 性 の問 題を 再 認識す る、 よい 機会 を与 え られ

たo

2.詳 論

2.1国 際 技 術 協 力 局(FederalAdministrationfor

InternationalTechnicalCooperatiσn)

所 在 地SlobanaPenezi6a35,Beograd,Jugoslavia

調 査 年 月 日1971年11月25日(木)

面 接 者Mr,MilosRaja6i6(Directorofthe

DivisionforWesternCountries)

Mr。SlavkoStlovi6

こ の 「国 際 技 術 協 力 局 」 は 、 技 術 の 進 歩 、 生 産 力 の 拡 充 、 経 済 協 力 な ど の

面 に つ い て 諸 外 国k・ よ び6州 の 自 治 体 に 対 す る 調 整 ・連 絡 を 行 な う 機 関 で あ
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っ て、 政府 に 対 し直 接 責 任 を持 って い る。 しか し、6州 に も夫 々独 立 した協

力機 構が あ、って 、 全 くフ リー に活 動 し、 こ の局 の制 約は 受 け な い。 す な わ ち、

同 じよ うな業 郵 相ベ ース と漣 邦 ベ ースで 行 なわ れ て い る ・ とにな る・

活 動 の基本 的 な ものは 、 ① 技 術者 を 海 外 に 送 り込 み、 研 修 させ る。 ② 海 外

の エ キス パー トが 来た 時 、 また は 海 外 の援助 を 必 要 とす る 時 は、 快 くこれ ら

を 受 入れ る。 ③ 基 本的 な問 題 につ き外国 と協 力す る。④ 教 育、 広報、 情 報 な

ど、 すべ て の分 野 につ いて 業 務 の窓 口を ひ ろげ る。 ⑤ 産 業 間 の調 整を全 国 的

規 模 で行 な う、 な どで あ る。 わが 国 に も、1971年 に 皮革 の技 術者 を1名

派 遣 して い る し、 在 日大 使 館 に もこ の局 の 出 身者 が い る とい うこ とで あ る。

ま た、1971年8月 に、 日本 との間 には じめ て 技術 協 力 に 関す る全 面 的

な覚書 を 締 結 してい る。 ユ ー ゴス ラ ビア の代 表 は この局 で あ り、 日本 の代 表

は、Mr.ShigeoHorie(堀 江 薫 雄氏)で あ って、 肩書 は、President

oftheJapanAssociationforTradewithSosialists

CountriesofEuropeと な って い る。 そ の 内容 の主 た るも のは、①

ユ ー ゴス ラ ビア の技 術 者が 日本 に 行 き、 教 育 を受 け る、 これ に よ って 日本 の

国 情を よ く知 る こ とが 出来 る。 ② 機械 を 日本 か ら輸 入す る こと もあ る。③ 人

と人 とのつ なが りが 大 切で あ る。 ④ 今後 は コマ ー シ ャル ベ ー スで は な く、 政

府 間 で協 力 して 行 く。 な どで、 さ らに1972年1月 末 迄 には 、 覚書 の 内容

につ き具 体 的 な も のを作 成 す る こ とに な って い る。 こ の両国 間 の協 力 とい う

こ とにつ いて は、 幹部 以 下 非 常 な 熱意 を 示 し、 「ユ ー ゴス ラ ビア と しては 、

これ だけ 誠意 をつ くして 懸命 にな って い る ので あ るか ら、 相 互 の協 力 と友 情

に よ り、 両国 間 の関係 が も っ と向上 し、 成 果 が 挙が る こ とを 期 待す る。 」 と

い い、 さ らにお 互 い の地 理 的 な 距離 や国 語 の問 題 な どで大 変 困 難 では あ ろ う

が 、 相 互 にSupportし て行 くこ とが 必要 で あ り、 他 の 諸国 に比 して 日本 と

の 関係 は 、 も つ と向上 しなけ れ ば な らな い 余地 が あ る と して協 力を 求 めて 来

たo

このほ か、 先方 か らは、 日本 の奨 学金 制 度、IIT(情 報処 理 研 修 セ ン タ
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一)な どに つい て 実 情を 知 りた い とい う質 問が 出され
、 また具 体 的 な協 力 関

係 の進 め方 に つ い て も意 見を 求 め られたど そ して、1970年 の同局 の 活動

につ いて の英 文 パ ン フ レ ッ トを 提供 して くれ たが 、 そ の 冒頭 の主 要 部を 抄 訳

して3.1国 際 技 術協 力局1970年 度 版年 報 に 掲記 した。

ユ ー ゴス ラ ビア の調 査 に 際 しては、 訪問 先 のア レ ン ジ メ ン ト、 ホテル の 送

迎 な ど一 切を この 「国 際 技 術協 力局 」が行 な って くれ、 むつ か しい条 件 の 中

におけ るユ ー ゴス ラ ビア のEDPの 実 態 を 見 る ことが 出来 た 。 そ の厚 意 に対

し、 特 に一 緒 に動 い て くれ たMr.S.Stlovi6に 感 謝 の意 を 表 した い。

2.2ミ ハ ユ ロブ ピン(MihajloPupin;lnstituteforAutomation

andTelecommunications)

所 在 地Beograd11001,Jugoslavia

調査 年 月 日1971年11月25日(木)

面 接 者Mr.BramirLoli6B.S.,M.Sc

(AssistantDirector)

こ こは、 ハ ー ドウ ェア の開 発が 中心 で あ るが 、そ の適 用 に 関連 して ソ フ ト

ウェアの開発も行なって お り、 サ ー ビス ビュー ロー的 な機 能 と、 研 究 開発 の機

能を 有 してい る。性 格 は 、 も ちろん 国営 で あろ うが 官 民 のいず れ に も分類 出

来 ない よ うで、 どち らか とい うと、 私 企業 的 な 色彩が 強 い。

主 要 な適用 分 野は 、 ① 科 学 的研 究(ScientificResearch)② 技 術

的 適 用、(TechnicalApplication)③ 発電 所そ の他 の大 き い プ ロ

ジ ェク ト(軍 用 を 含 む)に 対す る ビジネス シ ステ ム の設 計 な どで あ るが 、 こ

の 中では2番 目の ウ ェイ トが 最 も大 き く、 化 学工 業 の分 野 で 特 に顕 著で あ る。

こ こには700人 の従業 員が お り、 約200人 は プ ロ'グラ ミン グに従 事 して

い る。 財政 面 では 政府 の補助 は 極め て 少 な く、 約90%は コ マー シャル ペ ー

ス に よる収 入に 依存 してい る。

「ミハ ユ ロブ ピ ン」は 閑静 な 郊外 に位置 してお り、 建 物 の 雰囲気 は工 場 の

よ うで な く、 む しろ研 究 所 の よ うな感 じを与 え、 建物 の各 室 毎に主 任 技 師以
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下 がい て、 各 種 の ハ ー ドウ ェア の研 究 開発 に取 組む 姿が 見 られ た。 す なわ ち、

現 在CER-202k・ よびCER-203と い う 小型 コ ン ピ ュー タを 所 内で 組 内

てて い る。1972年1月 には、 現 有1台 の コ ン ピ ュー タを さ らに3台 ふ や

して 活用 すべ くエ ア コ ンデ ィシ ョン な どの準 備 も行 なわ れ て い た。 将来 自国

で コ ン ピ ュー タを 生 産す る時 が あれ ば、 こ こで の地道 な 研究 活 動は き っ と威

力を 発 揮 し ょ う。 また、 所 内で は 、 医療 機 器 の開 発が 進 め られ て お り、 ロボ

ッ トの製 造 も行 なわ れ て い る。 ロボ ッ トの研 究で は 米国 との技 術協 力が行 な

わ れて い る とい うこ とで あ る。

技 術協 力 とい う点で は 、 文 字 どお り東西 両 側 とコ ン タ ク トして進 め て い る。

先ず ソ連で あ るが 、 ソ連 はす で に第3世 代 のMINSK-32を み ず か ら製 造

してい るほ か、 コ メ コ ン(COMECON)諸 国 と協 力 して 新 らしい コン ピ ュー

タ システ ムRJADの 開 発 を行 なっ て 指導 的 立場 にあ る。 『また、 ソ連 には、

シス テ ム100と 呼 ば れ るも のが あ り、HRS-100と い うコ ン ビ ュー一夕を

使用 して、 主 と して 科 学 的分 野 にお いて 世 界一 流 の活 躍 を して い るが 、 これ

ら一 連 の 開発 は、 まず モ ス ク ワで、 次 い で ノボ シ ビル ス ク で、 さ らには レニ

ング ラー ドで 相 次 い で行 なわ れ、 地 歩を延 ば して い る。

ユー ゴス ラ ビアは、RJADの 開発 メ ンバ ー で は ない が 、3年 にわ た って

ソ連 のエ キ ス パ ー トを 招 い た り、30人 のエ ン ジニ アを モ スク ワに 派遣 した

り して 密 接 に協 力 し、 指 導 を仰 い で い る。 近 く ソ連 と協 力 して 、HRS-100

を100～150万 ドル を 投 じて作 り上 げ る計 画 も あ る とい うこ とで あ り、 非

常な 熱意 の あ る こ とが うかが わ れ た 。 ・また、1971年12月 モ ス ク ワで開

かれ た、 コー ガ ン教 授主 宰 の国 際会 議 に も こ の 「ミハ ユ ロブ モ ン」 か ら参 加

して、10年 計 画 の討 議 を行 な って い る。

一 方 、 米 国 との協 力 も進 め られ てお り、 ロボ ッ トの研究 、 人 口計算 、 国 民

の保 健(PublicHealth)な どの 面 にお け る 研究 開 発を 共 同で行 な って

い る。 このた め に 種 々の民 間 ベ ー ス の契 約(CommercialContract)

を 結ん で い るが 、 特 に 端末 機 関 係で は 密 接 に コ ン タク トして い る。
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こ の よ うに 、 「ミハ ユ ロブ ピ ン」は、 前 向 き の姿勢 を 見せ て い るが、 多 く

の国 家 的大 型 プ ロ ジ ェク トの 開発 に も取 組ん で い る。 す なわ ち、 北部 を 流れ

る ドナ ウ河 を 中心 とす る運 河計 画、 軍事 を 含 む ビジ ネス システ ム の確 立、 通

信 や交 通 に関す る技 術 面 の適 用そ の他 をす で に手が けて い る。 特 に、

DjerdapHepst発 電所 のプ ロジ ェク トは 有 名で ある。 この発 電 所 は、 ド

ナ ウ河を 利 用 した最大 の水 力発電 所で あ り、 ル ー マ ニア と共 同で 建設 し、 共

同管 理 して い る もので あ るが 、178MWの 発 電機6基 を 有 し、 そ の管 理 に

は 旧式で は あ るが 多 くの コ ン ピュー タが使 用 されて い る。 そ して電 気 系 統の

水 圧 機 な どは、 すべ て 「ミハ ユロブ ピン」で 開 発 した もので、 水 門 を開 く装置

や 工 業 テ レ ビな ども こ こで 製作 して い る。 現在 では10秒 毎 に1、500の デ

ー タが イ ンプ ッ トさ れて お り、 手 作 業 では66人 を要 す る発 電所 管 理 を 主 任

以 下7名 、 実 質6名 で 行 な って い る。

ただ、 こ の よ うな大 きい プ ロ ジ ェク トを 推 進す るには 、 優 秀な ス タ ッ フが

必 要 で、 プ ラニ ン グか らシス テ ム設 計 、 プ ログ ラム まで 、一 連 の エ キ ス パー

トが 必 要 で あ る。 こ の点、 発 展 途上 国 の通例 と して 人材 の不 足 と技 術 者 教 育

の 必 要 性を 強調 してい た が 、 これ は今 次の 訪 問 先すべ て でい われ た の と同 じ

こ とで あ った 。

2.3ベ オ グ ラー ド大 学 電子 工 学部(FacultyofElectronic,

BeogradUniversity)

所 在 地Top6iderskiVenac8,Beograd,Jugoslavia

調 査 年 月 日1971年11月26日(金)

面 接 者Prof・VojinPopovi6(Chairmanof

EIectricalEngineeringDept.)

Prof・RajkoTomovi6

ベ オ グ ラー ド大 学 の電子 工 学部 は 、 コ ン ピ ュー タ教 育 に関 す る専 門 の課 程

を持 ってい る。 そ して 教 育に つい て は 意 欲 を 持 って 取 組ん で い るが 、 実 際 に

は未 だ 緒 に つ いたば か りで あ り、 今 後 に期 待を かけ なけ れ ば な らない 。 この
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大 学 のほ か、 ユ ー ゴス ラビア にあ る8～9の 大 学 には 電 子工 学 技 術

(EleetronicTechnology)に 関す る学部 が あ るが 、 この大 学 の電

子 工 学 部 が 最 も古 い。 学部 は さ らに、3学 科(Section)12教 室

(Branch)に わ か れ て い る。

ベオ グ ラー ド大 学 で は、IBM-1130を 使 用 してい るが、 大 学 で は こ こ

のほ か、Titogradの 電 気技 術 大 学 、Zagrebの 大学 、 な らび にSplit

の大学 で夫 々に コ ン ピ ュー タを 設置 して い る。 前 の2者 はIBM-1130で 、

後 の1老 はZUSE-23で あ る。

この大 学 の コ ン ピ ュー タの適 用分 野は 、科 学 研 究用・学 生 研究 用 な らび に デ

ー タ プ ロセ シ ング用 で あ り、 他 の大 学 と同様 で あ る。 将 来 はIBM360シ リ

ー ズを 導 入 して、 タイ ムシ ェア リングも 出来 る ように した い とい う希 望 を も っ

てい るが 、 現 在 の段 階 で は、 各 州 ま た は連 邦政 府 のプ ロジ ェ ク トに参 加 して

学 外 活 動 を す る まで には 至 って い な い 。

コ ン ピ ュー タ の教 育 につ い て は71年 よ り特別 ク ラスを 編 成 しvACMの

カ リキ ュ ラム に よつ て イ ン フ ォー メー シ ョンプ ロセ ッシ ン グ の教 育を 開始 し

た 。 な お、 各 大 学 に も特別 の ク ラス(SpecialBranch)を 置 き、 夫 々

専 門的 な 教 育を 行 な って い る。 た だ、 一 般 的 には ユ ー ゴス ラ ビア の コ ン ピュ

ー タ市 場が フ リーで あ り、 欧米 各国 の機 械 が 入 って い るた めに夫 々のメー カー

の教 育 訓 練 に頼 って い る のが実 情 で あ るが、 シ ェア の関 係 か らIBM社 が 作

っ た カ リキ ュ ラムを 国 内事 情 に あわせ て使 用 して い る ケースが最も多い とい う

ことで ある。また、高等 学校 に お いて は 今 の とこ ろ教 程 には 入 って い ないが 、

必 要性 を 痛 感 して い る ので、 少 しず つ と り入れ て行 く予定 で あ る。

教 育 上 の協 力 とい う点で は、 外 国 の カ リキ ュ ラム、 特 にACM、IBM社

の もの を 活用 して い る こ とを す で に述べ た が、 今 後 のEDPの 発 展 を予 測 す

る時 、 コン ピ ュー タ要 員 の養 成 や、 ハ ー ドウェア に 精通 した ス ペ シ ャ リス ト

の確 保 が 急 務 とな って くる。 特 に この数 年 間 に大 都 市 に お いて 関心 が高 ま り、

また 、 コ ン ピュー タを 設計 に 用 い る ように な って い るので 、 こ の面 の需 要 も、
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ぼ う大 な もの とな って くる。

これ らの必 要性 か ら、各 国 との協 力体 制 を進 め、 教 育計 画 の作 成 実 施を 行

な って い るが 、 日本 とも 教 育 に 関す る情 報 交換 を行 な い た い とい うこ とで 、

これを 機会 に、 両国 をつ な ぐかけ 橋 と してJIPDECと コ ン タク トした い 旨

要 望が あ った 。

このほ か、 日本 の コン ピュ ー タ の利 用分 野、 大 都 市 の コ ン ピュー タ に 関す

る熱 意 、コンピュータ 教 育 の方 法 な どについ て 先方 か ら質 問が 提 出され た りし

た。 一 般 に、 先 方が 大 学 とい う立場 で あ ったた め か、 ユ ー ゴス ラ ビア全 般 に

関す る話 題は あま りと り上 げ られ ず、 コ ン ピュー タの 活用 分 野 は ビ ジネス 用

が90%位 で あ る とい うこ とが 理 解 出来 た程度 で 、 む しろ 先方 の質 問 に 当方

が 答え る とい った ケ ースが 多 か った。

2・4エ レク トロニ ク ス ・イ ンダ ス トリー(Ei;ElectronicsIndustry)

所 在 地

調査年 月 日

面 接 者

15,MajkeJevrosime,Beograd,Jugoslavia

1971年11月26日(金)

Dipl.Ing.Matakovi6Lvonimir(Director

ofCooperationDivision)

ほ か2名

この企業 は、 電気 機 器 メー カー と して国 内 で最 も大 き く、 か つ 東 欧 圏 で も

著名 で あ る。 そ の製 品 マー ク は 「Ei」 で、 国 内 の商 店 には 「Ei」 製品が多

く展 示 され て い る。 従 業 員は22,000人 にお よび、主 要 製 品は、 ① 電 気機

器(ラ ジオ、テ レビな ど)お よび部 品、 ②産 業 用 機械、 ③ 通信 用 機 械 、 ④ 搬 送

用 機械 、⑤ 無 線通 信機 械 ⑥ 軍用 機楓 ⑦ 鉄 道 用信号 、 ⑧ 会 計 機、 ⑨ 電 卓

⑩ 医 療機 器、 ⑪ コ ン ピュ ー タな どで あ る。 だ が、何 とい って も主 力は ラ ジ

オ ・テ レビで ・ 家 庭電 気 製品 が 生産 シ ェアで40%と な って い る。 一方 電 子

機 器 の シ ェア は 約25%で あ るが 、 コ ン ピュー タ関 係は そ の うち15～20

%を 占め るに 過 ぎない 。 コン ピ ュー タの生産 は 、HoneywellItalyと

提携 しNONEYWELLH-100の 部 品を購 入 して 組 立 て てい る程度 で あ
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る口 さ き に 訪 問 した 「 ミハ ユロ ブ ピ ン」で もCERシ リー ズ の製 作 を してい

たが、 ほ か に もス ロバ ニ ア に あ る イス ク ラ(Iskra)と い う企 業 で も 一時 コ

ン ピ ュー タ の製 造 を行 な っ てい た が、 現在 は 中止 して い る とい う こ とで あ る。

ソフ トウ ェアにつ いて はHonaywe11が サポー トす る こ とにな って い る の

で、Eiと して}t=L－ ザ ー よ り特 別 に注 文が あ った場 合 のみ 適 正 な 価格 で そ

の開 発を 受 託 す る程 度 で、3～4年 の経 験 を 有 す る14人 の ソフ トウ ェア 開

発 従事 者 が い るに過 ぎない。 今 まで に 「Ei」 がサポー トした ソフ トウ ェア は、

主 と してBillCheck用 のも ので あ る。 な お、 教 育 訓 練 につい て も要 望が

あれば 引 き受 け る とい う ことで あ った。 面 接 した 渉外部 長 の人 も、 日本 の メ

ー カー、 北 辰 電 機 や 富 士 通 の名 前を 口に して お り、 わが 国 の コ ン ピュー タに

も関心が あ る様 子 で あ った 。

5.参 考事 項

311国 際技 術 協 力局1970年 度 版年 報

(1971年11月25日 、 「国 際 技 術協 力局 」 にお い て寄 贈 され た も の

で、B5版68ペ ー ジの 英文 の パ ン フ レ ッ トで あ る。)

このレポー トの内容は 、①緒言 、②活動分野 、③ 基本 的問 題 、④ 国 際連 合 との

技 術協 力、 ⑤OECD諸 国 との技 術協 力、⑥ 社 会主 義諸 国 との技 術協 九 ⑦

西 側 諸国 との技 術 協 力.⑧ 発展 途上 国 と の技 術協 力、 ⑨ 外国 人研 修者 の教育 、

⑩ 経 理、 ⑪ 組 織 な どか ら成 立 って い る。

以 下 、① 緒言 、② 活 動分 野、 ③ 基本 的問 題 につ いて 抄 訳 し、 参考 に供 した

いo

第一 章 緒 言

国 際 技 術協 力は 、 諸国 間 の技 術 の進 歩、 生産 力の増 大 ・ 経済 協 力お よび 政

治 関係 の進 展 に、 ます ます 重 大 な役割 を 演 じつ つ あ るが 、 こ の分 野 にお け る

業 務 を 行 な うた め に設 立され た 当国 際 技 術協 力局 は、 昨1970年 、85ケ

国k・ よび16の 国 際 組織 と協 力 しfe。
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これ らの技 術協 力 の 結果、1970年 中 に69の 協 約、28の 議 定書k・ よび

永続 的 な性 格 の協 定 が 締 結 され た。 ま た、3,500に のぼ る具 体 的 な協 定 そ

の他 の協 定 に も とず いて 、 相 互協 力や 活 動 の交 換が 行 なわ れ た。

第 二 章 活動分 野

当 協 力局 の活 動は 、 連 邦執 行協 議 会 の認可 した実 行 計 画 に も とず いて 実 施

され た が、 そ のほ か 連 邦議会 、 連 邦 執行協議 会 、 そ の 他 の 機 関 か ら与 え ら

れ た特 命 事項 を も実 施 した。 これ ら諸 活動 の大 要は 次 の とお り'であ る。

(1)デ ンマー ク、 コ ンゴ(キ ン シ ャサ)、 ペ ル ー、 ス エ ーデ ン と各 々国 際

技 術協 力協 定 に調 印、 そ の他7ケ 国 と同様 の協 定 につ いて 交 渉 中。

(2)国 連 のプ ロ ジ ェク ト3件 、 「ユ ー ゴス ラ ビア産 業 編成 ・開 発 セン タ ー」

「バル カ ン半 島 の地 震 調査 」な らび に、 「Vardar,Axios河 流域 開

発 」 の実 施計 画 に調 印。 ほ か20案 件 を検 討 中。

(3)各 種分 野vak・ け る共 同科 学研 究 に関 し、 ユー ゴス ラ ビア と米国 の科 学

研 究 機 関 との間 で、協 約40件 締 結。(総 額4,479万 デ ィナ ール)ま

た、 現行 プ ロジ ェク トの継 続 協 約31件(1、596万 デ ィナ ール)を 締

結 。

(4)諸 外 国 との技術協 力を考 慮 して い る55の 委 員会 、 分 科会 な どの業 務

に参 加。

(5)研 修 の た め、 技 術者1、690人 を社 会 主 義 諸 国 お よび 西 欧 先 進国 に派

遣。 また、 これ らの国 か らユ ー ゴス ラ ビア に派遣 され た 技 術 者781人

の ため に 研修 コ ースを 開設o

(6)=一 ゴス ラ ビア にお け る生産 上 の諸問 題 解 決 のた め、 技 術者328人

を 外 国 よ り招 聴。 まrc、 当国 か らは、 社会 主 義 国 へ 技 術者1人 派遣 。

(7)ユ ー ゴス ラ ビア の43企 業 と、 社 会 主 義国 の同 種 企業 との間 に、 直接

協 力協 定成 立。

(8)双 務協 約 に よ9、 現 在総 員1,118人 の技 術者 を 開 発 途上 国 に 派遣。

(9)熟 練技 術者12人 を 、 コン サル タ ン トと して、 開 発途 上 国 に 派遣 。
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⑩1970年 末現 在、 開 発途 上 国71ケ 国 よ り、1.185人 が 奨学 金 を

得 て 、 ユ ー ゴス ラ ビア に留学 中o

⑪ 最 近 の技 術 賞 、283点 を 取得 。

⑫ 科 学 研 究用 施 設 を、 総額3億6,800万 デ ィナ ール 輸入 。

Q3)米 国 の図書11部 を翻 訳、 刊行 。 さ らに28部 の翻 訳・ 出版 につ い て

も協 約を 調 印。

⑭ 技 術 関係 の映 画 フイル ム127本 を 国 内 企業 に提 供o

岡 各 種分 野 に 関す る研 修コ ー スk・ よび セ ミナ ー5種 目を 開設 。 技 術者

399人 が 参 加。

㈹ 講 座4種 目を 開講 。 技術 者180人 受 講。

第三 章 基 本 的 問 題

前項 に 述べ た よ うな 国 際技 術協 力 局 の活 動 上 の問 題 点 を 簡単 に列 挙 す る と、

① 技術協 力体制 に法 制 上 の不 備が あ り、 現 在 改 正法案 を 議会 に 提 出 中で あ る。

② 国へ の集 権 ξ、 州 へ の分権 との適 正 な バ ランス を 見 出す こ と。 ③ 技 術協 力

は 経済 協 力の一 環 で あ るが 、 その 効 果 的 な 位置 付 け を 見出す こ と。 ④PR活

動 強化 の方 策を 探 求す る こ と。(フ ィル ムそ の他 のPRメ デ ィア の 活用 方 法)

な どで あ る。

3.2ユ ー ゴス ラ ビア にお け る コン ピュー タ活 用 部 門 の状 況

(1969年 、 米国 商 務省 の行 な った調 査を も とに・ ジ ェ トロの ウ ィー ン

トレー ドセ ン ター にお いて 、1971年8月 ま とめた 資料 に よ る)

(1)サ ー ビス ビュ ー ロー

現在 、 ユ ー ゴス ラ ビア では12前 後 の企業がEDPサ ー ビスを 行 な って

い る。 これ らは バ ソチ処 理 であ り、 タ イ ムシ ェア リングは、 漸 くそ の緒 に

つ い た ば か りで あ る。 以 下 簡 単 に主 なサ … ビス ビ ュー ローに つ いて 紹 介す

るo

① 労 働生産 性研 究 所(lnstitutefortheAdvancementof

LabourProductivity)
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所 在 地:Zagreb顧 客 数:85

コ ン ピ ュ ー タ:HONEYWELI.-1250

②MehanografiskiCentre(MC)

所 在 地:Ljubljana顧 客 数:12以 上

コ ン ピ ュ ー タ=IBM360-202台

③Organizator

所 在 地:Zagre'b顧 客 数:12

コ ン ピ ュ ー タ:IBM360-30

以 上 の ほ か 、 企 業 で 自 社 のEDP施 設 の 余 裕 時 間 を 利 用 し て 、 コ マ ー シ ャ

ル サ ー ビ ス を 行 な っ て い る 主 な も の は 次 の と お りで あ る 。

④Energoprojekt

所 在 地:Beograd顧 客 数:40

コ ン ピ ュ ー タ:NCR-ELLIOT-803

⑤lnstituteforEconomicSpecialization

所 在 地:Beograd

コ ン ビ=一 夕:UNIVAC-9300

⑥lnstitutefortheAdvancementofAgricultural

Economy

所 在 地:Celje

コ ン ピ ュ ー タ:IBM360-20

⑦EkonomskiCentr6

所 在 地:Maribor

コ ン ピ ュ ー タ:BULL-GE-GAMMA-10

⑧IBMRegionalServiceBureau

所 在 地:Beograd,Zagreb,Ljubljana

(2)政 府 機 関

ユ ー ゴ ス ラ ビ ア の 連 邦 政 府 お よ び 州 政 府 は
、EDP装 置 の 代 表 的 な 市 場
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で あ る。導 入ず み の も のは、 以下 の とお りで あ る。

国 防 関 係:ICL-4-50,UNIVAC-1004

社 会 福 祉 関係:UNIVAC-9300

統 計 関 係:IBM360-50,IBM-705,UNIVAC-1004,

IBM360-40ほ か

農 業 関 係:IBM360-30

不 動 産 関 係:HONEYWLL-200/125

経済 開 発 関係:IBM360-30

(3)銀 行L

銀行 は、 一 般 に西 欧側 の銀 行 と同 じシ ステ ムを 持 って お り、 経 済 の 発 展

に よ って業 務が 大 幅 に増 加 し、EDPの 必 要性tr高 めて市場の第一 位にあ る。

多 くの銀行 では 、 独 自 の コ ン ピ ュー タ セン ター を設 立 して い る。 中心 機 種

はIBM360-30,NCR315～500.CER22～27な どで あ り、 オ ン ラ

イ ン リアル タ イ ム化 の動 き もあ る。

(4)運 輸部 門

ユ ー ゴス ラ ビアでは最 近 航 空 旅 客 の増 加が 著 る し く、 航空 施 設 の新 需 要

が 生 じて い るが 、 これ に伴 な って 、今 後数 年 間 航 空運 輸部 門 のEDP需 要

が 急 増す る と予 想さ れ る。 現 在 ユー ゴ ス ラビア 国営 航 空は 、

HONEYWELL-200/125を 持 ち、 将 来 自動 予 約 シ ステ ムを 導 入 す る

予 定 で あ る。

(5)教 育部 門

国 内 の各大 学 で コ ン ピ ュー タを 保 有 し、 研究 開 発お よび 学 内 外 の教 育 に

使 用 して い る。 大 学 の うち、IBM-1130を 設 置 してい る のは、

Beograd,Titograd,Zagreb各 地 の大学(電 子工 学 部 門)で 、

Splitの 大 学で は、ZUSE-23を 持 って い る。 まTeBeogradの 数 学

専 門 の大 学 研 究所 で はIBM360-44を 保 有 してい る。
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(6)製 造 工 業

主 要 製 造会 社 の うち には、 自社 にデ ー タ プ ロセ シ ング セ ン ターを有 す る

も のが あ る。 た とえ ば、 自動 車 、 鉄 鋼、 繊 維 の各 工 場で は、IBM360-

30やBULL-GE-115を 持 ち、 電気 機 器 工 場 で はIBM360-40を

設置 し、 主 と して プ ロセ ス コ ン トロール用 に使 って い る。

(7)造 船業

造 船業 界 は、 比 較 的早 くか らEDP装 置 を 導 入 して い る。 主 要 造 船会 社

の 中に は、UNIVAC-9300お よびUNIVAC-60を 保 有 し、 設 計 計

算 、 工 程 管 理 な どに使 用 して い る。 ーまfe、 別 の造 船 所 で はIBM360-40

を 導 入 して デ ー タ処 理を 行 な って い る。

(8)石 油工 業

国 内最 大 の石 油 工 場 で あ るIndustrijoNofta(INA)は 、 ユ ー ゴ

ス ラ ビア最 大 の コ ン ピ ュー タセ ン ター を有 し、ICL4-50シ ステ ムを 採

用 して 、 受 注、 財 務、 在 鼠 発 送な どの管 理 やOR計 算 を行 な ってい る。

(古 賀)

■

一59一



●

楡

・



ル ー マ ニ ア

1.概 要 お よび 所 感

●

c

`

1.1国 情

ル ー マ ニ アは、 北 を カル パ チア 山 脈 で さえ ぎ り、 南西は ドナ ウ河をへだて て

ユ ー ゴス ラ ビア と接 し、 さ らに東は 黒海 に面 して い る、 気 候 の変 化 に 富み 、

天 然 資源 に 恵 まれ た国で あ る。 面 積 も 人 口 もユ ー ゴス ラ ビア のそれ とほ ぼ 同

じで あ るが 、 人 口 の90%は ラテ ン 系 のル ー マニア 人で 、 バ ル カ ンにお け る

唯一 の ラテ ン系国 家で あ る。 首都 ブ カ レス トは150万 人 が 住み 、 ハ ン ガ リ

ー に次 い で 首都 集 中度が 高 い
。

歴 史 的 には 、 ロシア と トル コの間 に入 っ て幾 多 の 苦難 を 経験 して 来 た が、

第 二 次大 戦で は 枢 軸 側 に 立 ち、1944年 に ソ連軍 に よ って 解 放 され た。 そ

の後 コ メ コン、 ワル シ ャ ワ条 約 に も加 盟 して.完 全 な東 側 の メ ンバ ー とな っ

て い るo

戦後 工業 化を 進 め てい るが 、1971年 か らの 「5ケ 年 経 済 計 画 」 で も、

① 急 速 な工 業 化 を継 続 す る、 ② 投 資 の 重 点 順位 は、 エ ネル ギ ー、 化学 、 鉄 鋼、

機械 の 順 とす る、 と して い る。 一方 、 この国 は 古来 石 油 資源 に恵 ま れて お り、

特 に プ ロエ ステ 油 田 地帯 の石 油は、 ソ連を 除 き、 欧州 第1位 で ある。 ま た、

全国 の産 油 量 も世 界 の第11位 に ラ ンク され る。 しか しなが ら、 埋 蔵量 の漸

減 と、 重 化 学工 業 化 の推 進 と に よ り、 現 在 では 石油 の輸 出は 全 く行 なわ れず 、

逆 に輸 入 して い るo

石油 に次 い では 、 化 学、 薬 品、 車 輌、 木 材 などが 盛ん で あ るが 、 や は り農

業 の ウエイ トが 高 く、 人 口の約60%が 農 業 に従事 して い る。 貿易 面 で は、

共産 圏が 多 いが、(1965年 に65%)次 第 に西 欧 側 の比率 も高 く な って

い る。 ユー ゴ ス ラ ビア と同 じで、 輸 出入 のア ンバ ランス には 悩 ん で い る よう
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で あ る。 またGNPは1969年 に2兆8千 億 円で 、1970年 の実 質 伸び

率は6.6%で あった 。

1.2コ ン ピュー タ事情

一 般 に報 じ られて い る と ころで は、 ルー マニ ア の コ ン ピュー タ保 有 機数 は

50台(1970年12月 現 在)で あ るが 、 実 際 には も っ と多 い とい う人 も、

少 な い とい う人 もい て、 実 態 は 把 握 しに くい。 た だ、 コン ピュー タ の 導入 と

適 用 に は、 なみ なみ な らぬ意 欲 を持 ち、 しか も国家 的 な ス ケー ル で 進め る態

勢を とってい る ことが よ く看 取 さ れ た。

こ の国 のEDPは1967年 頃 か ら盛ん にな った とい う説 明を 受 け たが 、

そ れ に しては 各 訪 問 先 で 受け た 印象 か ら推 して 上 昇 ピ ッチが 極 め て 早 い よ う

に 思わ れ 、 む しろ 経済 力の不 足 し勝 ち な国 としては 、 実 に よ くや って い る と

い う感 じを受 け た 。

コンピュータはフランスCIIの 中型IRIS-50お よびCIIの ライセンスを得 てIRIS

を高 度 化 したFELIX-256が 自国 で フ ァブ リケ ー トされてk・ り、各 地 で使

用され てMる 。(FELIXと は 英 語 のhappyと 同義 語 で あ る)

コ ン ピュー タの適 用 につ いて は 、 政府 の大 型 プ ロジ ェク ト向を 第1順 位 と

し、 次い で産 業 用 に 向け る方 針 を と ってい るが 、 政府 の各 機 関で は 、 未だ 有

効 な 組織が 樹 立 され た ば か りで、 活 動 の緒 につ い た に過 ぎない も のが 多 く、

これ か ら本番 とい うのが 実 情 の よ うで あ った。 む しろ、 前述 の石 油 関係産 業

や 鉄 鋼、 電 力な どの重 主業 にお い て、 プ ロセス コン トロー ル か ら始 ま り、 在

庫 管理 、 原 材 料 管理 な ど のため に コ ンピ ュー タを 多 く使 用 して い る。 特 に、

フ ネ ドラ(Funedora)ク ライ オ ワ(Craiova)、 ガ ラチ(Garati)な

ど の工業 都市 の大工 場 を 中 心 に プ ロセ スコ ンピ ュー タが 利用 され て い る。

1971年11月,ル ー マ ニ アを 訪 問 した鉄 鋼 関係者 は 、 ガ ラチ の鉄 鋼会 社

に おけ る プ ロセ ス コン ピ ュー タを 見 学 して お り、 非 常 に整備 され た コ ン ピ ュ

ー タ室(機 種SIEMENS -303)を 見て感 心 した とい うこ とで あ る。

一 方、 発展 途 上国 の当 然 の姿 と して、 教 育訓 練 に 非常 に 力を 入れ て お り、
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学 校 の内 外に お い て さ ま ざ ま のプ ログ ラ ムを 開発 して、 実 施 に 移 しつ つ

あるが 、 こ のため の教 授 陣や スペ シ ャ リス トの不 足 につ い ては 、 他 の諸 国 と

同様 、 大 い に悩ん で い る よ うで あ る〔

国 内 におけ る コ ン ピュー ティン グサー ビス は、1971年12月 に、 従来

の機 能 を再 編 して 出発 した 「中央 情報 処理 局 」を 頂点 と して 各 地方 の サ ー ビ

ス ビュー ローや 、 大 学 の計算 セン ター な どを 統 合 して、 全般 の コ ン ピ ュータ

活 用 計 画を 作 成 して い る。 各 地方 の センタ ー も今後 大 幅に ふや す 計画 を 持 っ

て い るが、 こ こで も 人材 の不 足が大 き な問 題 とな って くる。

今 次 の調査 に あた り、 この国 で最 も 強 く感 じた こ とは 、 同国 が コ ン ピュ ー

タの導 入 に 関 し、 国 家 的 な規 模 で計 画 を樹 て、 推進 して い る とい うこ とで あ

った 。 す なわ ち、 最 初 に訪 問 した 「科 学技 術 国 家 評 議会 」は、 情報処 理 に関

す る政 策 の 決 定 機 関 と して は 国 の最高 機 関 で あ り、 わ れ わ れ の訪 問時 に 応 待

し.種 々のア レン ジ を して くれ た評議 会 第 一 副 議長1で あ るMr .Stefan

Birleaは1971年11月 視 察団 と して 来 日 した こ とが あ り、 この国 にお

け る 情報処 理 全体 の政 策決 定 に大 き な役 割 を 果 して い る。 また.評 議会 の方

針 に基 づ き、 情 報処 理 の研 究開 発 お よび 普及 に 関す る具 体的 な活 動を 担 当 す

る国 の機 関 と して 「中央 情 報 処 理局 」が1971年12月 に組 織 され た。

今 回 の調 査 で は 前記2機 関 のほ か大 学 の計算 セン タ ー、 「経済 研究 ア カ デ

ミー 」 に 属す る 「TheCentreofEconomicComputatiori

andEconomicCybernetics」 、 民 間 の サ ー ビス ビュー ロー的 存 在

で あ る 「建築 向研 究 開 発 セ ン ター 」 の各 所 を 順次 訪問 した。

この 統制 の とれ た ア レ ン ジ メ ン トと、 各 訪問 先 の 整備 され た 機構 、 応 待 者

のEDPに 対 す る 熱 意 な どは、 す で に 述べ た よ うに 非 常 に感 銘 を与 え て くれ

た 。 しか も、 僅 か なが ら自 国 内で コ ン ピュー タ の フ ァブ リケ ー トを始 め てい

る とい う点 も 併せ 考 え る と、 経 済 的 な不 便、 人材 の不 足、 政府 関係諸 機 関 の

歴 史 の浅 さ、 な ど の不利 な諸 問 題を 抱 え なが ら も、 将 来 に 向 って 勇敢 に 進 ん

で行 こ うとす る熱意 を うかが い 知 る こ とが 出来 た。
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1.3所 感

す で に 前項 に おい て、 ル ー マ ニア のEDPの 進 め方 を 概 説 した折、 感 想 に

類 す る こ とも述 べ て あ る ので、 特 に あ らた めて 申 し述べ る こ とは な い。

ただ、 同国 の 統制 の とれ た 諸体 制 が、 調 査 団 の 日程 と行 動 に まで お よび 、

到 着 して か ら出発す る まで、 完 全 な ス ケ ジ ュー ル を 組み 、 サ ー ビス に努 めて

くれ た。 これ は、 予期 しない 厚 意 で あ り、 両 国 の コ ミュニ ケー シ ョン 向 上 の

た め に非 常 に役 立った 。 こ こに、Mr.StefanBirlea以 下 に心か ら感謝

したいo

また、 調 査 期 間 中、 首 都 ブ カ レス トに駐 在す る 日本 商社 員 と面 談 した 際、

ル ー マニア が 輸 入超過 で あ り、 外 貨 に苦 労 レて い る た め、 バー ター 貿 易を 希

望 して い る こ とを 聞い た が、 わ が 国 が 今後 コ ン ピュー タ の面 で 同国 とコ ン タ

ク トし、協 力 して行 くた め には、 技術 供与 や 研修 生受 入 れ な どの経 済協 力 ペ

ー スで対 処 す る こ とが 必要 で あ る と思わ れ る。

2.詳 論

2.1科 学 技 術 国 家 評 議 会(NationalCouncilforScienee

andTechnology)

所 在 地

調査年月 日

面 接 者

RomeStreetNo.32-34,Bucharest,Rumania

1971年11月29日(月)

1971年11月30日(火)

Mr.StefanBirlea(FirstVicePresident)

Mr.DinuBuznea(VicePresident)ほ か 数 名

この 「科 学 技 術国 家 評 議会 」は 、 ル ー マ ニ ア におけ る 情報 処理 開 発 の元 締

で あ り、 同国 で のア レン ジメ ン トー 切を して くれ た 。 評 議会 の性格 は、 社 会

主義函 特有 の委 員会、協議会 と同 じで、非 常に高い 位置を 占めてお り、 管掌

事項について の政策決定を行 な う部署で ある。 以下、当評議会 第一副議長 の

◆

一64一



■

'

◎

●

Mr.StefanBirleaほ か の 説 明 を も と に 、 ル ー マ ニ ア に お け るEDPの

進 展 状 況 を ま と め て 見 た 。

ル ー マ ニ ア に お い て 本 格 的 にEDPが 進 め ら れ る よ う に な っ た の は 、

1967年 か ら で あ りs当 初 は 、 工 業 地 帯 の プ ロ セ ス コ ン ト ロ ー ル 用 に 使 わ

れ た 。 そ の 後 、 各 方 面 で 使 用 さ れ る よ う に な り 、 こ の 評 議 会 の よ うに 大 き い

国 家 組 織 が 誕 生 す る ま で に 至 っ た 。 現 在 で は 最 新 の コ ン ピ ュ ー タ と し て 、

FELIX-256が 生 産 さ れ て お り、 こ の ほ か 中 型 のIRIS-50お よ び 電 卓

が 自 国 内 で 生 産 さ れ て い る 。 ま た.地 方 に は10か 所 の コ ン ビ=一 夕 テ ィ ン グ サ

ー ビ ス を 行 な う セ ン タ ー が あ り
、 大 学 に も 多 く の コ ン ピ ュ ー タ が 設 置 さ れ

て い る 。 こ の た め 、 各 種 の 教 育 プ ロ グ ラ ム も 開 発 さ れ つ つ あ る 。

現 在 、 政 府 に は 特 殊 の 部 門 と し てIn3tituteofElectrotechnic

andComputingTec・hnicsが あ り 、 経 営 情 報 の 部 門 と し てCentral

ManagementInformationInstituteが あ る が 、1971年

12月1日 に 従 来 の 組 織 を 再 編 強 化 し て 中 央 情 報 処 理 局 が 発 足 す る こ とに な つ

た 。 こ の 新 ら し い 機 関 と 評 議 会 の つ な が り は 極 め て 強 力 で 、 評 議 会 の 副 議 長

の1人 で あ るMr.DinuBuzneaは 同 時 に 局 の 代 表 者 と な っ て い る
。

わ れ わ れ の ル ー マ ニ ア 訪 問 に あ た っ て は 、 ま ず 最 初 に こ の 評 議 会 で 前 述 し

た よ う な 情 報 処 理 の 事 情 に つ い て 概 要 説 明 が あ り .最 終 の ス ケ ジ ュ ー ル も 再

び こ こ で 締 め く く り を す る な ど 、 権 威 と 、 ア レ ン ジ メ ン ト の よ さ に 感 心 し た 。

こ の 評 議 会 を ピ ラ ミ ッ ド の 頂 点 とす る ル ー.一.マニ ア のEDP化 は
、 す で に 提 起

し た よ う な 諸 問 題 を 解 決 出 来 れ ば 、 洋 々 た る 前 途 が ひ らけ て い る と い え よ う 。

2.2CentreofEconomicComputationandEconomic

Cybernetics(ofAcademyofEconomic

Studies)

所 在 地15～17,Dorobanti,Bucharest,Rumania

調 査 年 月 日1971年11月29日(月)

面 接 者Dipl.Eng.ValeriuPescaru(Scientific

－65一



Director)ほ か数 名

このセ ン ターは.「 経 済研 究 ア カデ ミー 」 に 属す る、 コン ピュ ー タ専 門の

研 究開 発部 門で ある。 前項 の 「科学 技術 国 家 評 議会 」が 行 政 指 導機 関 と して

存 在 す る の に対 し、 ア カデ ミー は、 わ が国 の国 立大 学 の付 属 研究 所 の よ うな

性格 で、 単 独 の機 関 とい う よ りも、 政 府 か らも、 各大 学 か らも、 時 には 民間

か らも人が 集 ま って くる所 の よ うで あ る。

センタ ー の主 な る業 務 は、 教 育 訓 練、研 究 開 発 な らび に国 の政 策(情 報 処

理 関係)に 対 す る提 案 とか 政 府 の大 型 プ ロジ ェク トへ の参 加 で あ り、 固有 の

メ ンバー と外部 の協 力者 とに よ り構 成 され て い る。 構 成 員は 合 計 で 約400

人お り、 そ の うち研 究 者(Researcher)は85人 、 教 育 ス タ ッフは120

人、 スペ シ ャ リス トと呼ば れ る者 は150人 であ る。 これ らの構 成 員 はvそ

れ ぞれ の分 野 に おい て10年 以 上 の経験 を 積ん だ 人ば か りで あ る。

現 在、 日本 の 多 くのWorkingGroupと 情報 の交 換 を行 な い、 各種 の情

報 把握に 努 め てい る。 また.4半 期 毎 に レポー トを800部 作 成 して お り、

日本 に も各大 学 のサ イ バ ネテ ィ ック ス専 門部 門 に送 って い る。

2.2.1プ ロジ ェク トの 選定

この セ ン ター の業 務 活 動 の順序 として 、 先 ず プ ロ ジ ェク トの 選定が 行

なわ れ るが 、 この 選定 は 「経 済 研究 ア カデ ミー 」に あ る 「科学 委 員会 」

とい う高 い レベ ル の委 員会 が 行 な って い る。 この委 員会 には 、 ルー マ ニ

アの 最高 権 威で あ るMr.StefanBirlea,Mr・DinuBuznea

(い ず れ も 「科 学 技 術国 家 評議 会」)、ProfessorN.Iounescu

(ア カデ ミー の部 長 教授)な どが メ ンバ ー と して 顔を 連 ねて い る。 と り

あげ られ るテ ーマ は、 当 然国 家 的 な問 題(StateProblems)が 主

体 で あ り、 個 々の企業 の問 題 は 採 択さ れ な い。 国 全 体 に関係 の あ る シス

テ ム の問 題 とい う のは.GeneralInformationSystemと か、

NationalInformationSystemな どの問題 で ある。

実 際 の テ ー マ と して と り上げ られ て い る のは、 マ ク ロモ デル の研 究 、
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作業 分 析(TaskAnalysis)、 国 家 経済 計 画へ の 参加,最 適 化 モデ

ル の作成 、 今 後10年 間eCk・ け る化学 肥 料 の分 野へ の応 用研 究 な どで あ

る0

2.2.2活 動状 況

セ ン ターで は 、 すで に述 べ た よ うに科学 的研 究開 発 を最 大 の狙 い と し

て い るが 、 そ の重要 性 と効 果 の大 きさ に つい ては 十分 認識 され て お り、

こ の分 野 の業 務 が90%を 占め てい る。 しか し、 デ 一一タブ ロセ シン グ と

い うオ ペ レー シ ョナル な面 で も活 発に 動 いて いる。

セ ンタ ーに 設置 され て い る コン ピュー タは、3年 前 に 日本 か ら輸 入 し

たNEAC-1240とIBM360-40と で あ り,こ の セ ン タ ーの 中 に あ

る デ ー タプ ロセ シ ング部 門 にお か れて い る。NEAC-1240の 輸入に際

して は、 数 名 の エン ジニ アを、3ケ 月 にわ た り日本 に派 遣 して技 術 の修

得 に 努め た。

これ らのコ ン ピ ュー タを 駆 使 して行 なわ れ る活 動 の うち、 特記す べ き

も のは 、種 々の分 野 に おけ る最 適 化 の追 求 とシステ ムの 開 発 で あ り、 実

際 に適 用 して効 果 を あげ て い る。 た とえ ば 、① トラス トの研 究 ② プ ロ

セ ス コ ン ピュー タ の活 用 、③ 政 府 投 資お よび支 出計 画,④ 産 業 界(特 に

石 油 や 化学)に お いて 適 用 出来 る プ ラ ン作 成 な どで あ るひ そ のため の 手

法 として は 、 投 資決定 の理論 、LP,PERT,CPM,MPSな どを 多 く使

用 して い るが、 そ のほ かIBMのIRMS(Information

RetrievalManagementSystem)を ベ ー ス に して 開 発 し た 情

報 検 索 の シス テ ムを 使 用 して い る。 この システ ムに関す るプ ログ ラムは

最 初5つ で あ った が、22ま で 拡大 して お り、1972年 には 英文 の 説

明書 が 全部 に つい て作 成 され る 予定 で あ る。

一方 、MISと い うこ とでは 、 企業 の トータル シス テ ムを 目指 して、

い くつ か の産 業 につ い て シス テ ムを 開 発中 であ る。 こ の内 容 は、 ① プ ロ

セ スコ ン トロー ル、② 工 場 の在 庫 管理 、③ 原材 料 の配 分 計 画 の順 に進 め
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られ.最 終的 に工 場 の 統合 シス テ ム(IntegratedSystem)に 及

ぼ す もの で あ る。 そ の実 例 として は、 ボル ゼ ス ト(Borzesti)に お

け る石 油 化学 工 場 の統 合 シ ステ ムや、 フネ ドラ(Funedora)の 造船所

にお け る 材 料使 用計 画 な どが あ る。 造 船 所 に おけ る材 料使 用 計 画 に 関す

る プ ログ ラム の開 発に よ り、 造 船用 鋼 板の 使 用量 を 大 幅 に 節 約(2～

16%)す る こ とに成 功 したが 、 この手 法は,ガ ラスやほ か の金 属 工 場

な どで も容 易に適 用 出来 る もの で あ る。

次 に、 この セン ター の 中に は、 研 究担 当部 門 と して 、 別 に7つ の ラボ

ラ トリー(Laboratory=研 究 グル ー プ)が あ る。 これ らは 、 それ ぞ

れ 有 能な ス タ ッフを有 して お り、 プ ロ ジ ェク トの探 求.シ ス テ ムの 設 計

お よび実 施,な らび に 教 育 な どを 行 な って い るo

これ らは 次 の とお りで あ る。

①MarketingLab.(Lab・=Laboratory)

②

③

④

⑤

⑥

⑦

InformationSystemHighLevel.Lab・

ManagementLab・

DataProcessingLab・

OperationalResearchesI.ab.

MacroModelinginEconomicsLab.

InformaticsSystemsforManagementLab・

なお 、ほ か に もサ ー クル や ゼ ミナ ール の よ うな も のが ある よ うで 、 わ が

'国 の大 学 の 研究 室 の よ うに学 生 も参 加 して い る し、 学 生 を 教 育す るた め

の シ ステ ム も多 くあ る よ うで あ った。

2.2.3教 育

次 に、 教 育活 動 に つ いて い う と、 現 在42人 の教 授陣 が 教 育訓 練 を行

な っ てい るが 、 この教 授 た ち は、 セ ン ター 専 属で は な く同時 に ア カデ ミ

ー で の 教 育に も関係 して い る。 さ らに、 前項 で述 べ た コ ン ピ ュー タを学

内 だ けで な く一 般 の利 用 者 に も公 開 して 、 い ろい ろ の プ ロ ジ ェク トの研
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究 開 発 に 供 し て い る 。 こ の た め 、 現 在 で は 学 生 の 教 育 研 究 だ け に 開 放 さ

れ て い る コ ン ピ ュ ー タ タ イ ム は1日4時 間 程 度 で あ る 。

ま た 、 ス ペ シ ャ リ ス ト の 養 成 に つ い て は 、 他 の 訪 問 先 と 同 様 、 教 育 す

る ス タ ッ フ の 不 足 と 、 育 成 さ れ て 活 躍 す べ き 若 手 の 不 足 の 問 題 と 、 教 育

の 手 段 に つ い て の 問 題 を 抱 え て お り、 わ が 国 と 教 育 に 関 す る 情 報 交 換 を

行 な い た い と い う 希 望 が 述 べ ら れ た 。

以 上 が こ の セ ン タ ー の 活 動 状 況 で あ る が 、 面 接 し たDipl.Eng.

Valeriuほ か5人(Eng.C.Bilciv,Eng.F.Csaba,

Eng。D.Vladimir,Eng。CiobanvG.H.,Eng.S.Ivlian)

は,い ず れ も エ ン ジ ニ ア で あ り 、 短 時 間 で は あ っ た が 専 門 的 な 分 野 に つ

い て デ ィ ス カ ッ シ ョ ン す る こ と が 出 来 た 。 特 に 印 象 に 残 っ た の は 、 こ れ

も 他 の 訪 問 先 と 同 じ で あ る が 、NISに 対 す る 熱 意 と 関 心 で あ り、 質 問

も 多 く 出 さ れ た 。 ま た.当 方 の 質 問 に 対 し、 一 般 に い っ て 、 プ ロ ジ ェ ク

トを 開 発 す る グ ル ー プ の 大 き さ は 、5～10人 の 構 成 が 好 ま し く、 大 体

1つ の プ ロ ジ ェ ク トを 完 成 す る 期 間 は6か 月 、1～2年 と 種 々 あ る が 、

平 均3人/年 程 度 で あ り、 こ れ はIBM社 の ス ピ ー ド よ り早o筈 で あ る

と い う 説 明 が あ っ た0

2.3中 央 情 報 処 理 局(InstitutcentralPourLlinformatique

;InstituteofManagementInformationSystem

withAutomatedMethods)

所 在 地B.P.686,Bucharest,Rumania

調 査 年 月 日1971年11月29日(月)

面 接 者Mr・DinuBuznea(Director)

Dr.Eng。MariusGuran(Director

Technique)ほ か 数 名

こ こ は 、1970年7月 に ス タ ー ト し た が 、1971年12
.月1日 に 新 組

織 で 再 発 足 す る こ と に な っ た も の で 「科 学 技 術 国 家 評 議 会 」 と 極 め て 密 接 な
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.関 係 にあ る。 評議会 が 立法,行 政 を 担 当 して い る のに対 し、 そ の指 示に も と

ず い て 実 際 の活動 を行 な う独 立 官庁 で あ る。 現 在200人 の 研 究 員を 有 して

い るが 、 近い うち に800人 にま で ふ や す 予定 で あ る。 主 として コ ン ピ ュー タ

の導 入計 画 の作成 、 シ ステ ムデ ザ イ ン、 教 育 訓 練 な どの分 野 で 政府 の直 属機

関 として活 動 す る。

こ こでは 、 各 州 に あ る地 方 の セ ン ターを 総合 的 に管理 して い るが 、 現 在 全

国で10あ るも のを、1975年 には25、1980年 に は40に 増 加 す る

予定 で あ る。 これ らの ロー カル セ ン タ ーは、 ① ロー カル な 問 題 を 扱 う、② デ

ー タバ ン クを作 る、 ③ セン タ ー とオ ン ライ ンで 結ぶ 、な どの使 命を 持 って い

るo

全般 的 な業 務 の進 め方 と して は、 上記 の コー カル セン ターを 統合 管 理 しつ

つ、 ① 各産 業 別に シス テ ムデ ザ イ ン、 ソフ トウ ェア サー ビス な どを 行 な う、

② 経 済 と科学 に対 す る国 際間 の協 力 と援 助を行 な う、 ③ 教 育訓 練お よび 広 報

活動 を 行 な う、 とい うよ うな こ とを 主 眼 と して 活 動す る。 これ らの業 務を 円

滑 に遂行 す る には、 将来5年 間 に22,000人 の エキ ス パ ー トを 必要 とす る

と見込 まれ 、 そ の 育成 に は なみ なみ な らぬ 努 力が 要 請 され る・

現 在 保 有 して い る コン ピ ュー タは 、 フ ランスCIIのIRIS-50か ら開

発 し、 自国 内で 生 産 したFELIX-256で あるが 、 近 い うち に さ らに2台 が

設 置さ れ るこ とにな って い る。 ここ の機 械 は 外 部 に も解 放 して使 用 させ てい

る が、 当 然 なが ら、 こ の局 に優 先権 が あ る。

2.3.1活 動状 況

次 に、 この 「中央 情報 処 理 局.」がみ ず か ら実 施 し、 ま たは 指 導 して い

る大 きな プ ロジ ェク トは、 先ず 国 家 的 な問 題 であ り、次 い で 個 々の産 業

の問 題 で あ る。 す な わ ち、 最 初 のス テ ソプは、NationalBaseに

異 な る部 分 の相 関 性把 握(産 業 連関 分 析)で あ る。 そ れ か ら生産 だけ で

は な く、 サ ー ビス な どの分 野 に も入 って行 き、 さ らに国 家 的 な コー.ドの

統 一 と単細 ヒの問 題 に取 組む こ とに な る・ こ う して ・ 一 応MISの 体 系
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が 出来た ら、次 の10年 間 には これ を各 産 業,す な わ ち 鉄 鋼 、 化学 、 電

力、 電 子 工業 な ど の分 野 に 逐次 適 用 して行 くわ け で あ る。

産 業 界 にお いて は、 ど うい うふ うに具 体 的 に進 め られ て い るか とい う

と、 大都 市の 企業 におけ る コ ン ピュー タ'利用が あげ られ る。 す な わ ち、

前 に も述べ た よ うに、 フ ネ ドラ(Funedora)に おけ る金 属工 業 の工場

や 、 造 船 工場 な どにおい て は、 主 として プ ロセス コン トロー ルを 中心 と

して コ ン ピ ュー タが 利用 され、 非 常 に 進 んで い る。 これ らの工 場 にお い 一

て は、 ソ フ トウ ェア の開 発、 プ ロ グ ラ ムの統 一、 開 発 テ ー マ の検 討 とい

った ステ ップで、 逐次 高 次 元 の分 野 に進 ん で行 く。 この ため 、 先ず どん

な 製 品が 生産 され るか 、 組織 は ど うあ るべ きか 、 生産 情 報 シ ステ ム の確

立は どうす れ ば よい か、 な どを 検 討 して い る。

これ らは 、 大 工場 におけ るプ ロセ ス コ ン トロール に 関 す る も ので あ る

が、 一般 にMISを 開 発す る には.① プ ロダク シ ョン コ ン トロール 、 ②

原 材 料供 給 管 理、 ③在 庫管 理、 ④ 作 業 員 の労 務管 理 の順 序 で行 なわ れ て

行 く。 た だ.全 部 の ステ ップに つ きハ イ ピ ッチで 進 め る こ とは 困難 で あ

る ので、 ま ず 第1に 工 場 の プ ロダ ク シ ョン コン トロール を 完 成 し、 オ ン

ライ ン リア ル タイ ム方 式 まで こ ぎつけ て か ら、第2の 原 材 料 管 理へ 進み 、

次 い で 在 庫 管 理 に移 って行 く こ とに して い る。 現 在 の計 画 で は1972

年 に デ ー タ フ ァイ ルを 作 りあげ る予 定 で あ る。 そ して、 最 終 的 な段 階 で

は、 各 企業 が それ ぞれ 目分 の シス テ ムを確 立 し、 自分 の コ ン ピ ュー タを

保 有す る こ とろ まで 進 む こ とに な るが 、 そ れ には ス テ ソプ 毎 に個 々の企

業 の 小さ い 力 を結集 しつ つ、 問題 解 決 にあ た らなけ れ ば な ら ない。

2.3.2教 育体 系

と ころ で ルー マ ニ アに おけ る コ ン ピュー タ教 育に つい て で あ るが 、 こ

の国 の教 育 体制 は次 第 に 整 備 され つ つ あ る とい って よ く、 す で に述べ た

「経 済 研 究 アカデ ミー 」や 、次 項 のブ カ レス ト大 学 と同 じ よ うな 状 況 に

あ る。 教 育 の体 制 は、 概 略 以 下 の とお りで ある。
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まず 、 高 等学 校 にお いて は、 未 だ数 校 しか教 育 を実 施 して い ない 。 そ'.

れ も一 般課 程 におい て 年 間16～17時 間 程 度 の基 礎 理 論 を 教え・ さ ら

に進 学 課 程 で 同 じ位 の時 間 を割 当 て て い るに 過 ぎ ない。 た だ、 高 等学 校 ・

にお いて も、 特 別の ク'ラス として 年60時 間 の講 座 を 設け 、 デー タプ ロ`

セ シ ング に関 す る教 育 を 行 な って い る ところ も ある。 今 後 は 高 等学 校 の

授 業 時 間 数をふ や して 全国 に及ぼ す と ともに、 特 別 ク ラスで は年 間400

時 間 とい う大 きな 講 座 を 開設 す る よ うに な る。

一 方 、 大学 では 、 コ ン ピュー タの紹 介 に始 ま り、 そ の使 用 法 を教 育 す

る、一 般お よび 専門学 科 が あ るが 、 そ のほ か、 シ ステ ムア ナ リス トや プ

ログ ラマ な どの スペ シ ャ リス トを 教 育す る ク ラス もあ る。 ま た.学 校 内

だけ で は な く、 一 般 のた め の教 育用 と して、 エ コ ノ ミス トや 技 術 者を 中

心 に、4月 間 の 専門 コー ス が あ る。 現 在で は、 ブ カ レス ト市 に前 項 の ア

カ デ ミーや 次項 の ブ カ レス ト大 学 のほ か、 合計4つ の一 般 教 育機 関 が あ

るo

以 上を 通 じて考 え られ る今 後 の問 題 は、 ① ヒエ ラル キ ー(ピ ラ ミ ッ ド

型)な ンステ ムの 開 発、 ② ミニ コン ピュー タ の活用 、 ③ よ り大 き き プ ロ

グ ラムへ の進 出、 な どで あ って 、 大 い に研 究開 発 を 進 め る必 要 が あ る。

また 、 これ は 繰 返 し 説い た ところ であ るが、 ス ペ シ ャ リス トの 養成 が 急

務で あ り、 教 育訓 練計 画 の樹 立 と実 施 とい う問題 が 解 決 さ れ な け れば な

らな い。

全体 の印 象か ら考 え て み て、 この 局 は今 次 の調 査 目的 に よ くミー トし

た訪 問 先 で あ り、 面 接 した専 門家 た ちは 、 夕方 遅 くまで 討議 に参 加 して

くれ た。 特 に、 プ ロ ジ ェク トの選 択 順 位や 進 め方 ・ スペ シ ャ リス トを 迅

速 に 育成 す る必要 な ど につい て は 、 大 い に共 感を 覚え た。

2.4ブ カ レス ト大学 計算 セ ン タ ー(ComputingCentreofBucharest

University)

所 在 地125,StefanFurtunaSt.,Bucharest,Rumania
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調 査年 月 日1971年11月30日(火)

面 接 者Dr.IonVaduva(DeputyDirector)

ブ カ レス ト大 学 内 の コ ン ピ ュー タセ ン タ ーで あ って、1968年 以 降 活 発

に 動 いて い る。 そ の主 な 活 動は 、① 学 内へ の サ ー ビス、 ② 科学 的 調 査 研 究、

③ 教 育訓 練 であ る。 同大 学 のほ か、 大 学で コ ン ピュー タを 保有 して 、み ず か

ら教 育 活動 を 行 な って い る のは,さ き の 「経 済 研究 ア カデ ミー 」や 、各 工 科

大 学(UniversityofPolitechnics)な どで あ る。 また ヤ シ市 に

あ る大 学 で は 、1972年 にFELIX-256を 入れ る予 定 で、 全般 に教 育 面

におけ る コ ン ピ ュー タ使 用分 野は 広 ま りつ つあ る。

ブ カ レス ト大 学 につい て い えば 、 こ こで は25人 のス タ ッフを有 して い る。

そ の 内訳は 、 エ ン ジニア5人 、 エ コノ ミス ト2人.他 の大部 分 が数 学 者 とな

つて い る。 各 教 授 は自分 が 担 当 してい る分 野 に つ き コ ン ピュ ー タを 自 由 に使

い こな し、 数 学、OR、 シ ミ ュレー シ ョン、 建 築な ど の教 育を行 な って い る。

学 生は 毎 日50～60人 が 、 コ ン ピ ュー タに関 す る学 問を 学ん で い る。1971

年 には 、400人 の学 生を 、7月 か ら9月 にか けて、3週 間 単位 のセ ミナー

で 教 育 した。 大 学 では 充実 した 教 育を 行 な い.成 果 を あげ てい るが、 修 得 者

を どん どん 外 部 に 出 してい るので 、 古 い ス タ ソフは数 人 しか ない 。 この計 算

セ ン ターー一,Kk－け る活動 の割合 は 、 現 在 教 育40%、 研 究60%と い う程 度 で

あ る。 しか しな が ら、他 か らの要 求 が あ れば 、 大学 と して は 当 然の こ となが

ら90%を 教 育 に向け る こ とが 出来 る。

この大 学 の学 科 の中に は、Informaticと い う60人 の学 生 を有 す る1

年 制 の特 別 の学 科 もあ り、 こ こで は、1年 の 前半 で学 科を教 え、,あとの残 りで

スペ シ ャ リス トと して の教 育 を行 な って い る。 また、 大学 卒業 者 を 対 象 に教

育す る専 門研 修 コー スも開 発 して お り、 終 了者 にCEPECAと い う称 号 を与

え て い る。 さ らに 、 テ レ ビに よる教 育 を1972年 か ら実 施 す る予 定 で、 教

育体 系が 相 当 整 備 され てい る こ とを 示 して い る。

こ の セン ター には1968年 に導 入 され たIBM360-30が 設置され て い
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る。IBM社 は、 当 初デ モ ンス トレー シ ョンの 目的 で こ の コ ン ピュー タを搬

入 した が、 展 示後 ブ カ レス ト大 学で 使 用 す る こ とにな り、1年 間 は 無 償 で提

供 して くれ た とい う ことで あ った。 コ ン ピュTタ は3直 制 で フル に稼 動 して

お り、 主 として数 学や社 会 科 学 を専 攻 する 学 生 に使 用 され て い る。

次 に、 セ ン ター の主 な る 業 務 の1つ に.文 部 省 の教 育計 画作 成 業 務が あ る。

これ は 、 国 家 的 な 見地 か ら教 育行 政 の あ り方 を検 討 し.最 良 の方 法 を 選び 出

そ う とい うも ので、 学 生 の数 、 ク ラス数,必 要 な教 授 お よび 諸 施 設 な どの最

適 な 組合 せ を 作成 すべ く、 コ ン ピ ュー タが高 度 に使 用 され て い る。 ま た.こ

の計 画 作成 には 、 国 家 の収 入 お よび 支 出な ど の金 額を 予測 す る こ と も必 要 で 、

大 変 む つ か しい 作 業 とな って い る。

以 上が 、 ブ カ レス ト大 学 の コ ン ピ ュー タセ ン ター の概 要 で あるが 、 前述 の

「経 済 研 究 ア カデ ミー 」 に よ く似て い る。 そ して 、 ル ー マ ニア に おけ る

EDP教 育の主 力と して 非 常 に意 欲 的 な機 関で あ る こ とが よ く理解 され た。

また、 西 欧 諸 国 と コン ピュー タ教 育 につい て協 力す る こ とを 強 く望 ん で お り、

この ため に.文 書 に よる情 報 の交換 を 希 望 して い た。 こ の場 合 、 どん な 小 さ

い 情報 で も よい ので、 ソフ トウ ェア 開発 に関 す る 情報 を 知 らせ てほ しい とい

うこ とで あ った 。

2.5建 築 向 研究 開 発 セン ター(CentruldeOrganizaresi

CiberneticainConstructii;Ce亘treforOrganization

andCyberneticsinConstructions)

所 在 地Bucharest,Rumania

調 査年 月 日1971年11月30日(火)

面 接 者Mr・Eng・H・Manescu(GeneralDirector)ほ か数 名

この セ ン ター は、産 業 建 設 省に よって1971年8月 に独 立 した 組 織 とし

て 設 立 され た もの で、 私 企 業 的な サー ビス セン ターで あ る。 未 だ 活 動 は緒 に

つ い たば か りで あ るが、 設 立 目的は 、① 建 築業 に関す る イ ン フ ォー メー シ ・

ン シス テ ムの設計 、② コ ン ピ ュー タ化 した システ ムの 開 発 か ら オペ レー シ ・
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ンに至 るまで の一 貫 した 体制 整備 、③ 建築 業 に 関す る ス タ ッフを 教-有す る こ

と・ の3つ で ある 。 イ ン フ ォー メー シ ョン ・シス テ ムの ス タ ッフ として は 少

な くとも6ケ 月以 上 の専 門 コー スを 終了 した80人 の メン バ ーを 有 しこれ 以

外 に も 教 育 ス タ ッフ30名 、 オ ペ レーシ ョン担 当40名 が い る。 そ の 内容 は、

建 築 技 術者 、 コン ピュー タ関係 者 、 エ コノ ミス ト、 機 械 技 術 者 な どで、 そ の

うち60人 は大 学 卒で あ り、 さ らにそ の中で40人 は 電子 工 業 を マ スJe-一 し

てhるo

セ ン ター の設 立 目的 は、 す で に述べ た よ うに、 建 築 のデ ザイ ン に関す る業

務を行 な う こ とで あ るが 、 この セ ンター のほ か、 各州 に も 同 じよ うな性格 の

セ ン ターが あ り、 そ れぞ れ 独 立 して活 動 してい る。 た だ、 機 能的 には、 セ ン

ターが 本 的 な立 場 とな って い て、 各 州 の セ ン ター に対 し、調 整 的 な機 能を

果 して い る。

こ この業 務 は、 当面 主 要産 業 の工 場や 、 政府 の ピル な どの 建築 分野 に集 中

してお り、 大 体 次 の よ うな形 で シス テ ムを 開 発 し、Setupを 行 なって い る。

す なわ ち、 ① 材 料の 手 当 と供 給 につ いて の最 適 配分 システ ム の開 発、 ② 建 築

計 画、 手 順お よび 組 立 の基本 的 なサ ブ シス テ ム の開 発、③ 各 サ ブシ ステ ムの

汎用 化 をは か る と とも に個 々の サ ブシス テ ムを 積上げ て、 イ ン チ プ レー テ ッ

ド ・イ ン フ ォー メー シ ョンシ ステ ムを 作 りあげ る。 な どで あ る。 これ らの シ

ス テ ム開 発が 一 応 完 成 し、 一 般 化 出来 る のは 、1973年 に な る と思わ れ.

現在 推進 中 で あ る。

一 方、 個 別 のプ ロジ ェク トと して、 都 市 の ネ ッ トワーク、 特 に ガ ス、 水道 、

暖 房な どの建 設 に あ た って は、 総合 的な トー タル シス テ ム 開 発 とい う こ とで

は な く、 個 々 の問 題 として 開 発が 進め られ てお り、 こ の範 囲 では 、 相 当 の成

果 を あげ て い る。 一 例 と して 、水 道 ガ スにつ い ては.10%の 素 材 節約が 出

来 た とい う。 このほ か に も、 街路 計 画、 交 通量 の把 握 な ど につ い て は、 す で

に シ ステ ムを 設 計 し、 オペ レー シ ョン の段 階 に 入 る と ころ ま で来 て い る。

セ ン タ ー の 業 務 と し て つ け 加え なけ れば な らない のは 、 各 州 の セ ンタ ーに
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所 属す る ス タ ッフやふ ユー ザ ー 側 の ス タ ッフ の教 育 であ る。 こ のた め・4～

5の コー ス を設 定 して2～6週 間 にわ た り教 育を 実 施 して い る。 保 持す る コ

ン ピュー タは、IRIS-50で 、 建 築用 の設計 計 算や 、 資材 管理 計 算 な ど に

主 として 使 用 して い る。 現 在 は 、各 種 のデ ー タを 集 め てい る段 階で あ り、 分

析 も始 め て い る。 また、 使 用 比率で は 、 科学計 算 と最 適 化 のた め の諸 計 算 と

の比 率が 現 在で は60:40で あ るが 、 将来 は この セ ン ター の特 色を 活 か し、

30:70位 ま で 持 って行 き た い と考 え て い る。

当 セ ン ターは.設 立後 日が 浅 く、 説 明が あ った業 務が うま く展 開 して い く

には、 まだ 多 少 の 時 日を要す るであろうが 、特 殊 な分 野 に おけ る独 立 サー ビス

機 関 と して、大 い に重 用 され る もの となろ うo

●

(古 賀)



ハ ン ガ リー

1.概 要 お よ び所 感

ハ ン ガ リ ー の 英 語 名 はHungarianPeople,sRepublicで あ る が 、 同

国 語 で はMagyar(マ ジ ャ ー ル)と 呼 ぶ 。

面 積93,030Km2

人 口10,295千 人(1969年 央 推 計)

GNP9,036百 万 ドル(2,530憶 フ ォ リ ン ト)(1969年)

(物 的 純 生 産)

貿 易 輸 出(FOB)2,084百 万 ドル(1969年)

輸 入(CIF)1,928百 万 ドル(〃)

経済 成 長 率5.7%(1960～69年 平 均)

首 都 ブダ ペ ス ト(Budapest)

政 体 人 民共 和 国

言 語 マ ジ ャー ル 語

ハ ンガ リー は西 欧 各 都 市 には 数 時 間 の距 離 に あ り、 東 欧諸 国 の中 では チ ェコ

ス ロバ キ ア と共 に、 最 も西 欧 の文 化、 流行 等が 流 入 してい る国 で あ る。 ア ジ ア

系人種 の マ ジ ャール 人た る こ とを 誇 りと して お り、 名 前 を書 くに も姓 を 先 に名

を後 に書 く。

この国 は、 北 は チ ェ コス ロバ キ ア、 東 は ル ー マ ニア、 南 は ユ ー ゴス ラ ビア、

西 は オ ース ト リア に接 す る盆 地 状 の 内陸 国 で、 面 積は北 海 道 と四 国 を合 せ た よ

りや や 小 さ く、 ほ ぼ 中 央部 を ドナ ウ川 が縦 断 して い る。 ハ ン ガ リー 人は 遊 牧 民

族 と して ア ジ アか らヨー ロ ソバ に かけ て活 躍 した フン族 の 一 派 で、9世 紀 に こ

の 地 に定着 し、11世 紀の 初 頭 に 王国 を建 設 した 。そ の後、 幾多 の変 遷 を経 て、

第二 次 世 界大 戦 に は 独 と連 合 して参 戦 し、 国 富 の40%を 失 った 。 戦 後 は社 会
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主 義 労 働 者 党が 政 権 につ き 人民 共 和 国 とな った。

第二 次 世 界大 戦 前は 農 業国 で あ った が 、 戦後 は工 業 化 を 強 力 に推 進 して い る。

ま た、 最 近 で は 情報 産 業 の 振 興 に も意 欲 をみ せは じめて い る。

ハ ンガ リーでは つ ぎ の4機 関 と、 われ われ 調 査 団 の世 話 を して いただ い た

InstituteforCulturalRelationsを 訪 問 した。

①INFELOR

シス テ ム ・エ ン ジニ ア リン グ研 究所 の性 格 を もち、 情 報 処 理 シス テ ム、 ソ

フ トウ ェア の 研究 開 発お よび コ ンサル テ ィン グ等 を主 た る事 業 とす る独立 企

業 。

② ハ ン ガ リー科 学 ア カ デ ミー のオ ー トメー シ ・ン研 究所 お よび コ ン ピュー テ

ィン グ セ ン ター

③EMG(WorksforElectronicMeasuringGear)

電 子 計 測機 器 、 医 療用 電 子 機 器 、 デ ー タ プ ロセ ッシン グ機 器等 の メー カ。,

④ ハ ン ガ リー ・コ ン ピ ュー タ教 育 セン ター

何れ の機 関 にお いて も大変 歓 待を 受 け 、 こ の 国 に お け る処 理 の一 端 を肌 で

感 じとることができたこ とは非常に有意義 であった。 心か ら感謝 の意を表 した

いo

日程の 関係 で、 そ れ ぞ れ 短 時 間 の 訪問 で あ った ので 、 得 られ た情 報量 はそ う

多 くはな か った が 、 全体 を通 じて 知 り得 た こ と、 あ る いは 感 じた こと を幾つ か

の項 目に分 け てつ ぎに概 説 す る。

な お、 今 回 訪 問 した 殆 どの国 に共 通す る こ とで あ って 、 印象 に 残 った こ とは、

"お 互 の 国 の将 来 に と って 最 も有 効 な方 法"と して技 術者 の交 流を 強 く希 望 し

て いた こ とで ある。

1.1コ ン ピュ ー タの開 発 と普 及 状 況

COMECONの メ ンバ ー諸 国 では コ ン ピュー タ と関 連機 器お よび ソ フ トウ

ェアの共 同 開 発計 画(3.COMECON諸 国 間vak・ け る コ ン ピ ュー タの共 同 開

発参 照)が 実 施 に 移 さ れ て い る。
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ハ ン ガ リーが 担 当す る部 分 は ミニ ・コ ン ピ ュータお よび ペ リフ ェ ラル の一

部 の 開 発 と製 造 で あ る。 また 、 これ らの機 器の アプ リケー シ ョン と ソフ トウ

ェアの 開 発 も担 当 す る とい うこ とで あ った 。 なお、 中 型 以 上 の 生産 は ソ連、

ポー ラン ド、 東 独 に委 ね られ 分業 体 制が と られ てい るが、 も し共 同 開発 計 画

が無 か った と して も独 自で 小型 か ら大 型 ま で の機 種 を生産 す る こ とは マー ケ

ッ トとか 開 発 費な どの 関係 で 相 当 困難 で あろ うと思わ れ る。

ミニ ・コ ン ピ ュー タは フ ランス のCII(CII10010)と の 技術 提 携 に

よ りPDP-8相 当機 能の もの を 生産 に移 す べ くそ の 開 発 が 研究 所(ハ ン ガ

リー科 学 ア カデ ミー オー トメ ー シ ョン研 究所 等)で す す め られ て い る。 工 場

生産 は1972年 か らで あ るが、 当 面は 自国 の ユーザ を対 象 にす る とい うこ

とで あ る。 また 、PDP-11相 当 の コン ピ ュー タ も第3世 代機 と して 試 作

が な され て い るo

これ らの コン ピュー タの 開発 と 並行 して、 グ ラフ ィ ソク ・デ ィス プ レ イ の

開 発 もす す め られ て い て 見学 す る機 会 を得 た。 ま だバ ラ ック セ ッ トで あ るが、

た また ま、 われ わ れ が 訪問 した 日に映 像が で る よ うに な った とい うこ とで 、

技術 者 一 同実 に うれ しそ うで あ った 。CAD,NCの 面 に も力 を 入れ て い る様

子が うか が われ 、 コ ン ビ=・一夕の 開 発 ・試作 の 面 に もToolと して活用 さ れ

てい た 。

共 同研 究 開 発は 開 始 され た ば か りで あるが 、 この 計 画 以 前 よ り既 に第2世

代 の コ ン ピ ュ一一タEMG830(24KW～32KW)が 電 子 機器 メー カで 生 産

(第1号 機 は1969年)さ れて いて 、 現 在 まで に約35台(メ ー カの 言)

が 出荷 さ れ ビジネ スお よび プ ロ セス ・コ ン トロール に使 用 され て い る。 しか

し、 周辺 機 器 の メ カ ニ カル部 分 は フ ランス か らの 輸入が 多 く、 エ レク トロニ'

ク ス部 分 の生産が 中 心 で あ る。 この コン ピ ュー タは 現 在、 ビジ ネ スお よび プ

ロセ ス ・コ ン トロー ル の 両面 に使 わ れ て い るが、 将来 は プ ロセス ・コ ン トロ

ール 専 用 と し
、 ビジネ ス用 と しては 研 究 開 発中 の機 種 を これ に 当て る とい う

こ とで あ る。
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一方 、 普 及 状 況(設 置 台 数)を み る と、1971年12月 現 在 の 正確 な数

は判 らな いが 、大 体120～150台 で あろ うと云 われ 、75年 に は3倍 の

450台 位 に な るで あ ろ う と予 想 され て い る(オ ー ソラ イズ され た 数か 否か

は 不 明)。

寄 贈 され た 資料 に よ る と、1959年 導 入 のBull-G-Tambour,Bull

-Gamma3に は じま り、10年 間(69年 ま で)に 約30種 類86台 の コ

ン ピ ュー タが 設置 され て い る。 この 内 訳 をみ る と、5台 以 上 設置 さ れ て い る

機 種はBul1-GE-115,UNIVAC-1004,0DRA-1013(ポ ー ラン

ド),TPA,ICL-1904で 、 これ らに続 く機 種 と して はUNIVAC-

1005,IBM360-20,H-2200,MINSK-22(ソ 連)、EMG-

830(ハ ンガ リー)等 で 殆 どが 輸入 の小、 中型(比 較 的規 模 の 小 さ い)で あ

る 。 ミニ ・コ ン ピュー タに つい て はCII10010が 中心 で あるが、 わが 国

のFACOM-Rも70年 に1台 設 置 され て い る。

ソ連 製 の コ ン ピ ュー タは予 想 した程 多 くは ない が 、MINSK-22の 新 バ

ー ジ ョンMINSK-32が70年 以 後 に設 置(予 定)さ れて い る。 ま た、 西

欧 、 米 国 製 の コ ン ピ ュー タにつ い てはSiemens4004,ICL4-50,4-

70,CDC3300等 が 新 た に 登場 して い る。

1.2ソ フ トウ ェア産 業

独 立 の コン ピューテ ィング ・セ ン ター お よび ソ フ トウ ェア 企業 は 、 ま だ 殆

ど存 在 しな い ようで あ る。 コ ン ピ ュータ ・セ ン ターは 政 府機 関 の研 究 所 、 企

業 に 属 し、 そ れぞ れ 所管 業 務 あ るい は 内部 情報処 理 に限 られ 、 必要 な ソフ ト

ウェア は 独 自で 開 発 してい る。

今 回 訪 問 した システ ム ・エ ン ジニ ア リン グの研 究 所 は いわ ゆ る情報産 業

(ハ ー ドウ ェア の 生産 は 別 に して)に おけ る先 駆 で あ り、 事業 の 将来 性 につ

いて は 明 るい 見通 しを もって い る。 とい うの は メー カ、 ユ ー ザ共 に、 ま だ技

術 者が 少 な く、 アプ リケ ー シ ョン ・シ ステ ム とか ベ イ シ ック ・ソフ トウ ェア

の開 発 、 コ ン ピ ュー タ導入 お よび マ ネ ー ジ メ ン ト ・シ ステ ムの指 導 等 の 面 で、

一80一

■



この よ うな機 関 の果 す役 割 が大 き くな るで あ ろ う と期待 され るか らで あ る。

しか し、 ソ フ トウ ェア 開 発 におけ る基 本的 な問 題 で あ る 技術 者 の 養成 、 仕

事 の進 捗管 理 、 適 正価 格 につ い て は、 何 処 も同 じ悩 みが あ る よ うで あ った 。

1.3コ ン ピ ュー タ技 術 者 の 養成

ハ ン ガ リー の大 学 で は、 既 に コ ン ピ ュー タに 関す る 教 育が 行 な わ れ て い る。

た だ し、 そ の 内容 は あ くま で も基 礎 的で あ るか ら、 技 術 的 にす ぐ役 立 っ こ と

を(学 校 教 育 に)期 待す る こ とは無理 で あ り、 当 然 の こ とで あ るが 、 実 際的

な 教 育訓 練 は メー カお よび ユ ー ザ自 身 の手 に よ ってな さ れ て きた。

しか し、 今 後 の 情報 処 理 の 発 展普 及 に対 処す るには、 大 学 等 で の学 校 教 育

や ユ ー ザ の内 部 教 育の み で は不 十 分 とな った 。 政府 は社会 人 に対 し、 よ り組

織 的 に コ ン ピュー タの教 育を 施す 機 関 の設 立 を計 画 し、1969年 コン ピュ

ー タ教 育 セ ン ター を開 設す るに 至 った。

この 教 育 セ ン タ ーは、 短 期 間 に集 中 して 実 際 的 な教 育訓 練 をね らい と し、

システ ム ・エ ン ジニ ア、 プ ログ ラマ、 オペ レー タ等 ソフ トウ ェア あ るい は コ

ン ピュー タ ・ア プ リケ ー シ ョン関係 者 のみ でな く、 ハー ドウェア 技術 者 、 カ

ス トマー ・エ ン ジ ニア の コー ス も開講 し、 初心 者 か ら経 験 者 ま で 広範 囲 な教

育 を実 施 してい る。'こ

また 、 コ ン ピ ュー タ開 発 を担 当す る研 究 所、 ユ ー ザで も新 規 採 用 予定 者 に

対 して 学 校 卒業 まえ に 必要 な 教 育を施 す 機会 を持 ち、 出来 る限 り短期 間 で戦

力に加 え る努 力 を して い るo

2.詳 論

す で に述べ た如 く、 今 回、 調 査 の 目的 で 訪問 した の は、 ハ ー ドウ ェア の研 究

開 発、 製造 、 ソ フ トウ ェア 開 発お よび教 育に 関係 す る4機 関で 、 それ ぞ れ の分

野 で 中心 的 に役 割 を果 してい る。 この項 で は 、調 査 先別 にそ こで 見聞 した 内容

を 出来 る限 り忠実 に記 述 し、 こ の国 にお け る情報 処 理産 業 の現 状 を理 解す る上
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で の 一 助 と し た い 。

2.1ハ ン ガ リ ー 科 学 ア カ デ ミ ー ・ オ ー ト メ ー シ ョ ン 研 究 所

(ResearchInstituteforAutomationofthe

HungarianAcademyofSciences)略 称;MTA-AKI

所 在 地

調 査年 月 日

面 接 者

KendeU13-17,Budapest)0,Hungary

1971年12月2日(木)

P.rof.T.V乞mos,D.Sc.:(Director)

Dr.J.Hatvany:(HeadofDiv・for

ControlofDiscontinuousprocesses)

M・.G。 。rg。L・K・vscs・(Resear・hF・ll・w)

Mr.UzsokyMik16s

オ ー トメー シ ョン研 究 所 は ハ ン ガ リー科 学 ア カデ ミー に所 属 してい る。 現

在 、 所管 業 務 の 約90%は コン ピ ュー タお よび コ ン ピ ュー タの ア プ リケ ー シ

ョ ン ・フ ィール ドに 関 す る研 究 開 発 とい うこ とで ある。 特 にア プ リケー シ ョ

ンについ て は、CAD,NCお よび プ ロセ ス ・コ ン トロー ル に 力が 注が れ て い

る様 に感 じた。

2.1.1研 究所 の規 模

研 究 所 の 建物 の広 さ は4,000m2で 職 員 は 約350人 で あ るが 、 この

外 に 外部 よ り200人 程度 の 研 究者 が 各 種 の研 究 開 発 に参 加 してい る。

1971年 度 の 事業 予 算は300万 ドル で、 国 と他 か らの収 入 に よって

賄 な われ てい る。 予 算 の うち150万 ドル は 研究 設 備 の 増 強 に あて られ

て い る とい うこ とで あ る。

2.1.2研 究 開 発の 一 断面

コ ン ピ ュー タ に関 係す る研 究 開 発は ハ ー ドウェア の 開発、 開 発中 の新

ら しい コ ン ピ ュー タの ア プ リケー シ ョンお よび応 用 数 学 の分 野 に分 け る

こ とが 出来 るo
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① ハー ドウェア の 開発

PDP8相 当 の機 能 を有 す る ミニ コ ンピ ュー タを フ ラ ンスのCII

(CII10010)の ラ イ セ ンスに よ って 開 発 中で あ る。 この 開 発 は

COMECON諸 国 の共 同 開発 計画 に基 づ くもの で、 完 成 の 暁 に は メー

カの手 に よって 生産 が 開 始 さ れ る。工 場生 産 は1972年 か ら計 画 さ

れ て い るや に聞い た。 ま た、 第3世 代 の小型 機 と してPDP11相 当

の機 種 に つ い て も開 発 に着 手 して い る とい うこ とで あ った 。

この外、 既 に概 要 で 述べ た 通 り、 グ ラフ ィ ック ・デ ィス プ レイ装 置

も試作 中 で、1972年 の 早 い 時期 に 完了 す る 見通 しで あ る。 な お、

この 装置 は 近 い将 来ORION(電 機 会社)が 商 品 と して 製作 を 開 始

す る。

これ らハ ー ドウ ェアの 開 発 には アプ リケ ー シ ョンの 研 究 成 果が 生 か

さ れ、CAD,NCの 技 術が 取 入れ られ て い る。 電 子 回 路 の デ ザ イ ン、

工 作、 素子 や論 理 回 路 の プ ログ ラムに よる 自動検 査 等 の 面 に研 究 所 で

開 発 した各 種装置 が 使用 さ れ て い る。

② アプ リケ ー シ ・ンの研 究

現 在 開 発 中 の新 ら しい コ ン ピュー タの適用 につ い て い くつか の研 究

が す すめ られ て い る。 そ の 詳細 につ い て は 知 る こ とが 出来 なか っ たが

代 表的 な も のを つ ぎ に列 記す る。 なお 、 コン ピュー タ 関係 事 業 の うち

CAD,NCで25%、 プ ロセ ス ・コン トロールが25%を 占め て い る。

数値制御(NC)ば 議 ㌦工 陰 勢 鷲!聾

・ンピーータによる設計(CAD)Jの 醗 にか カ・って い る
。

化 学 工 業 に お け る 生 産 の 最 適 化(プ ロ セ ス ・コ ン ト ロ ー ル)の た め

の ソ フ ト ウ ェ ア ・パ ッ ケ ー ジ の 開 発(ミ ニ コ ン ピ ュ ー タ に よ る)。

電 力 の 整 流 コ ン ト ロ ー ル の プ ロ グ ラ ム 開 発 等 。

③ 応 用 数 学 分 野

ベ イ シ ッ ク ・ ソ フ ト ウ ェ ア の 開 発
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数 値解析 手 法

オ ペ レー シ ョンズ ・リサ ーチ 等

2.1.3コ ン ピ ュー テ ィン グ ・セ ン ター

オー トメー シ ョン研 究所 内に は 研 究 開発 のToo1と して4台 の ミニ コ

ン ピ ュー タ(CII10010)が 設置 され て い る。 この コ ン ピ ュー タは

記 憶 容 量16KBで64KBま で 拡張 でき、 周 辺機 器 と して は 紙 テー プ

リー ダ、 キ ャラ ク ター ・デ ィス プ レイ(以 上 ハ ン ガ リー 製)、 タ イプ ラ

イタ、 紙テ ー プ パ ンチ(輸 入)が 接 続 さ れて い る。 プ ログ ラム言 語は

CIIで 開発 したASTRO(ア セ ン ブ ラ)で ある。

な お、 研究 所 内 の コン ピュー テ ィン グ ・セ ン ター の 外 に、 科 学 ア カデ

ミー の セン ター が あ る。 こ こ にはCDC3300(54KW)が 導 入されてい

て、 科 学 ア カデ ミー全 体 の業 務お よび 研 究 開 発 に使 用 さ れ てい る。 最 近、

オ ン ライ ンの 開 発 に も着手 した。 ま た、 近 々ICL4-70の ター ミナル

を設 置 す る計画 もあ った(セ ン トラル ・コ ン ピュー タの所 在は 不 明)。

科 学 ア カデ ミーが 所有 す る コ ン ピ ュー タの 購 入 価格 は、 トー タルで 約

300万 ドル に な って い る。

2.1.4研 究 所 の事 業計 画

デ ィス カ ッシ ョンで たま た ま 研 究所 の事業 計 画 立 案 にふ れ た が 、 計 画

は何 れ の国 にお い て も大変 むず か しい 問 題 で、 ハ ン ガ リー もそ の 例 外 で

は ない とい うこ とで あ った 。 問 題 点 と して、 計 画 立 案 の各 段 階 におけ る

調 整 と開発 成果 を評価 し、 新 ら しい 計 画 え のフ ィー ドバ ック の二 つ を指

摘 して い た 。

な お、 事 業 計 画策 定 の手 続 と して は 、研 究 所 自 身で まず 計 画案 を作 成

し、 ア カデ ミー に サ ゼ ッシ ョンす る。 ア カデ ミー で は オ ー ソ リテ ィを集

め て 内 容 を 逐一 検 討 し、 そ の結 果 を産 業 省に 提 出 し、 そ こで最 終 的 に 決

定さ れ る とい う。
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2.2EMG(WorksforElectronicMeasuringGear)

所 在 地CzirakyU.26-32,BudapestXVIfHungary

調 査 年 月 日1971年12月3日(金)、

面 接 者Mr.MichelWodicska:(Eng.inChief)

EMGは1950年ORIONラ ジ オ 電 気 工 業 の 機 器 部 門 が 分 離 独 立 し て

で き た 企 業 で 、 従 業 員3,500名 を 擁 し 、 電 子 計 測 機 器 、 通 信 用 機 器 、 医 療

用 電 子 機 器 、 電 子 式 卓 上 計 算 器 、 コ ン ピ ュ ー タ お よ び 各 種 工 業 用 電 子 機 器 を

生 産 し て い る 。

新 ら し く 発 足 し た 当 初 は 、 通 信 用 機 器 お よ び 信 号 発 生 器 、 オ シ ロ ス コ ー プ

等の計測 機器が主 であったが、数年 の うちに範囲が拡大 され、 現在の製 品を

形成 す る に至 った 。 主 製 品は 電 子計 測機 器、 通 信用 機 器、 医 療用 電 子 機 器 で

あ るが 、 最 近 電子 式卓上 計算 器 、 コ ン ピ ュー タが 生産 ラ イ ンに 組み 入れ られ

た。 しか し、 まだ コン ピ ュー タ の生産 全 体 に 占め る割合 は低 く30%程 度 で

ある。

2.2.1コ ン ピ ュー タ の生産

こ の工 場 ではEMG-830の 生産 が 行 な われ て い る。EMG-830は

ハ ン ガ リー国 産 の最 初の コ ン ピ ュー タで 第2世 代 に 属す る が、 論理 構 造

に お いて は 多 くの第3世 代機 の特 徴 を有 して い る とい うこ とで あ る。 こ

の コ ン ピ ュー タは1969年(統 計 資料 よ り推 測)よ り生産 が 開 始 され 、

2年 間 で 約35台(EMGの 説 明)が ビ ジネス お よび プ ロセス ・コ ン ト

ロー ル用 に 出荷 さ れて い る。EMG-830の 周 辺機 器 の メ カ ニ カル 部 分

は フ ラ ンス よ り輸 入され て お り、 電子 回 路部 分 の設 計 ・製 造 に主 力をお

い て い るが、 この方 針 は 当分 続 くもの と思われ る。

また 、 よ り高 度 な コン ピ ュー タの 要求 を満た す た め 、フ ランス のCII

よ り第3世 代 機 の 技術 を 導 入 して、 新 ら しい コ ン ビ=一 夕EMG-810

(シ リコ ンIC使 用、 コア メモ リー の サ イクル ・タ イ ム1μs)の 開 発 に

着 手 してい る。
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EMG-830,810と い う独 自 の コ ン ピ ュー タ生産 の外 に、1972

年 か ら政 府 の計 画(共 同 開 発計 画 の一環)に したが い 、 ミニ ・コ ン ピ ュ

ー タ とペ リフ ェラル(ペ ーパ ・テ ープ 関係 機 器 等)の 生産 を 開始す る予

定 にな って い る。EMGと して は 自主 開 発、 国 家 計 画 を 背景 に、 コ ン ピ

ュー タの生産 に 本格 的 に 取組 む 姿 勢 を示 してお り、4年 後 の1975年

には 全 生産高 の50%を コン ピ ュー タ部 門 に よ って 占め るで あろ うと予

測 してい る。

なお、 日本 の ミニ ・コ ン ピ ュー タお よび 電 子 式卓 上 計 算 器 に 対 し強い

興 味 を持 って い る とい うこ とで あ った。

2.2.2EMG-830

EMG-830シ リー ズ には モ デ ル10と モデ ル20が 開 発 され て い る。

EMG-830/10 EMG-830/20

ア ド レ ス 方 式 シ ン グ ル ア ド レ ス

サ イ ク ル ・ タ イ ム 6μs

平 均 オペ レー シ ョン速 度 25,000オ ペ レ ー シ ョ ン ズ/秒

乗 算 260μs(最 大) 400μs

除 算 380μs(〃) 600μs

語 長
21bits(7bits

毎パ リテ ー 含 む)
24bits

小 数 点 固 定 固 定

記 憶 容 量 8KW 32KW

チ ヤ ン ネ ル 数 56 112

EMG-830/10は 主 に プ ロセス ・コ ン トロー ル(測 定 デ ー タ検 索、

オ ン ライ ン ・コン トロー ル)に 使 用 され 、 場合 に よって は小 さ な 計算 に

も使 わ れる 。EMG-830/20は 大 きな計 算 とデ ー タ処 理 に用 い られ る。

周辺装 置 は64個 ま で接 続 可 能 で、 必 要 に応 じて 選 択 出来 る。 標 準 的 な

周辺 装 置 と して 次 の よ うな もの が用 意 され て い る。

紙 テ ー プ リー ダ(1,500字/秒)
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紙 テ ー プ パ ンチ(150字/秒)

入 出力 タ.イプ ライ タ

カー ドリー ダ

カー ドパ ンチ'

ライ ン プ リン タ(200・600行/分,136字/行)

磁 気 テ ー プ記憶 装置(9ト ラ ック,1/2イ ン チ)

デ ィス ク パ ック記憶 装 置(58Mbits,平 均アク セス170ms)

固定 デ ィス ク記憶 装 置(2.4又 は8Mbits,平 均アクセス10ms)

プ ロセ ス ・コ ン トロー ル 用機 器

A/D変 換 機、 走 査機(600点)、 デ ィ ジ タル ・ク ロ ック

オ ペ レ イテ ィ ング ・シ ステ ム と して はBOSS(BasicOperating

SoftwareSystem),MEXお よびMOSが 供 給 され る。BOSS

は 簡単 な会 話形 言 語 に よ って リソース の働 きを効 果 的 に 編 成 す るこ とが

可 能 で、 プ ログ ラムの テ ス トに 有用 な機 能 も含ま れ て い る。MEXは

BOSSの 役割 の ほか に、 プ ロセ スや オペ レー タか ら発生 した割 込み を

管 理 し、 連続 的 に 正 常な デー タ ・ロギ ング を行 な う と と もに 、 異 常事 態

を 監視 し介 入 を容 易に す る。MOSは 数 値計算 に お い て 大 きな 役割 を持

ち、 か な りの補 助 記憶 とマル チ ・プ ロ グ ラ ミングを行 な う際 入 力、 プ ロ

グ ラムの実 行 お よび 出 力 を 併行 し、機 器の 活用 をはか る もの で あ る。

この コ ン ピュー タ の プ ログ ラ ム言 語 はSIMPLE(ア セ ン ブ ラ)と

EMGオ ー トコー ドで あ り、ALGOLお よびFORTRANは 現 在 開 発

中 で あ る。 プ ログ ラム ・ライブ ラ リと しては、 周辺 装置 制 御 の各 種 サ ブ

ル ーチ ン、 標準 函数 、 浮動 小数 点 と2語 長 操作
、 診 断 テ ス トプ ログ ラム、

各 種 の技 術お よび デ ー タ処 理 プ ログ ラ ム等が あ る。

2.31NFELOR ノ
所 在 地IIT5rogat6Utllo,Budapest,Hungary

調 査 年 月 日1971年12月1日(水)
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面 接 者Mr.

Dr.

Mr.

Mr.

Mr.

INFEI.ORは 中 央 統計 局(Centra1

情報 処 理部 門 と して1965年 に設 立 さ れ た。 そ の後 ま もな く方針 の 拡大 に

伴な い、 組織 が 変 更 され 、1967年1月 に独 立 の 研究 所 とな った 。

改 組後 は 独 自 の判 断 で 自 由 に業 務 を 選 択 出来 る よ うに な り、 政府 機 関 の み

でな く企 業 も対 象 に、 い わ ゆ る 企業 的 な セ ンス で営 業 活動 を行 って い る。 た

だ し、 生立 ちの 関 係 もあ って、 現在 は 中 央 統計 局 の仕 事が 比較 的 多い とい う

ことで あ る。

INFELORと い う名称 はINFormationELec.tronicsand

ORganigationの 頭文字 を とった もの で あ る。

2.3.1活 動 状 況

こ の研 究 所 は、 情報 処 理 や マ ネー ジ メ ン トに関す る各 種 手続 や 方 法 、

ソフ トウ ェア 、 コ ン ピ ュー タ(特 に ペ リフ ェラル)の 開 発お よび適 用 に

関係 して い る 。 主 な事 業 内容 を 列記 す る とつ ぎの とお りで あ るが、 概 ね

ベ イ シ ック ・ソフ トウ ェア の開 発が40%、 公共 ア プ リケー シ ョン30

%、 企 業 アプ リケ ー シ ョン30%の 割 合 で あ る。 な お、 アプ リケ ー シ ョ

ンにつ いて は、 生産 管 理、 在 庫管 理、 各 種 シ ミュ レー シ ョン、 ネ ッ トワ

ー ク 計 画手 法 な どが 多い とい う。

① コ ン ピュー タ ・シス テ ム導入 に 関す る 指 導。

② 技 術 調 査 お よび 周 辺 機器 の設計 ・開 発(ハ ー ドウ ェアそ の も の を実

際 に 製 作す るもの では な い)。

③ プ ロ グ ラムの 開 発、改 良お よび 要 員 に 対す る必 要 な訓 練 の供 給 。

FerencRab重r:(Director)

BalintDδmδlki:(DeputyDirector)

GyulaPadir:(DeputyDirector)

Tib・ ・Szenti・5・yi・(Ehg・ipChi・f)

TamasBakos:(Mathematician,Central

Statisticaloffice)

Statisticaloffice)の

一88一

爵

つ



改

④ 経営 情報 シス テ ム、 制 御 システ ムお よび 個 別 デ ー タ処 理 の 開 発 と導

入指 導。

⑤ 汎 用 お よび 特 殊 問題 向 プ ログ ラムな らび に プ ログ ラム ・シス テ ム の

開 発 。

⑥ ネ ッ トワー ク 計 画手 法 、 プ ロダ ク シ ョンの 最 適 化、 輸 送モ デ ル とか

シ ミ ュ レー シ ョン ・モ デル に 関 す るオ ペ レー シ ョン ズ ・リサー チ。

⑦ 産 業 連 関分 析等 計量 経 済 学 分野へ の 適 用。

⑧ 総 合経 営 情報 シス テ へ 制御 システ ムの開 発につ い て の 作業 算 出方

法。

⑨NC技 術 の 導入 に 関す る経済 計 算 の コ ンサル テ ィン グk・ よび実 行 。

⑩ 各 種 レベ ル におけ る マ ネー ジ メン トについ て の 指導 お よび 組 織 化。

2.3.2組 織 と人 員構成

1971年 現在 の 人 員 は約400名 で、 うち約300名 が 研 究 開 発 に

従 事 してk・ り、3名 の 職 員は ハ ン ガ リー 科学 ア カデ ミー の学 位 を、 大 多

数 の 職 員は大 学 の学 位 を も って い る。 また、 経済 学者 が87名 、 数 学者

が92名 、技 術者 が43名 お り、16名 は技 術高 等専 門 学校 を卒業 して

い るo

組織 は ア プ リケ ー シ ョン 関係 の グル ー プ とコ ン ピュー タ ・オ リエ ンテ

ィ ドな グル ー プ に大 別 され て い る。

① ア プ リケ ー シ ョン ・グ ルー プ

●ManagementConsultingDept
.

・SystemDevelopmentDiv .(forPublicService)

・BusinessApplicationDiv
.

・AppliedMathematics ,TechnicalConsulting

ServiceDiv.

② コ ン ピ ュ ー タ ・ オ リ エ ン テ イ ド ・ グ ル ー プ

ComputerAidedDevelopmentDep.
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・ComputerTechnicsApplicationDep 。

'ComputingCenter,MINSK-22(16KW)・ を設 置 。

・ProgramingSystemsDiv・

なお 、 上 記 以外 にInternationalCooperationSection

が あ る。 この 課は 国 際協 力 に 関す る業 務 を取 扱 い、COMECON諸 国の

共 同 開 発計 画に 関 連す る事項 の企 画 ・調 整 を も担 当す る もの と思 わ れ る。

2.3.3最 近 の成 果 と実 施 中 の研 究 開 発

当 研究 所 の活動 状 況 をあ る程度具 体 的 に 知 る た、め に、 最 近 の成 果 と現

在 開 発 中 の シス テ ムお よび、 プ ログ ラムを こ こに紹 介 してお く。

① 輸 送 問 題解 決 の プ ログ ラム作成 。 従 来 、 この問 題 に つい て ハ ン ガ リ

ー では コン ピ ュー タが 使 わ れ てい なか った 。

②ICT-PROMPTと よばれ るア プ リヶ ー シ ・ン ・プ ログ ラム ・パ ッ

ケ ー ジを 採 用 した 大 量 生産 工 場 向け 生産 管 理 シ ステ ムの 開 発。 こ の開

発 に よ って コン ピュー タ ・タ イ ム、 プ ロ グ ラムお よび シス テ ム ・ア ナ

リス トの作業 を か な り節 約で きる よ うにな った。 さ らに、 ハ ン ガ リー

国 産 コ ン ピュー タの ア プ リケ ー シ ョン ・プ ロ グ ラム ・パ ッケ ー ジの 開

発 を可 能 に した 。

③ 多数 のデ ー タ処 理 事 務に お い て 、 新た に プ ロ グ ラム の作 成 を不 要 に

す る汎用 的 な フ ァイル 処理 プ ロ グ ラ ムの 開 発。

④ 生 産 コ ス トと暖 房施 設 の効 率 的 運 用 に 関す る石 炭 の最 適 配 分。

⑤1971年 末 に ラジオvテ レ ビ局VIDEOTONの 総合経営 情 報 シス

テ ムの 開 発 を開 始 した 。 シス テ ムの主 要 部 の設 計 は完 了 し、 これ ま で

つ ぎの サ ブ シス テ ムが 実 施 に移 さ れ て い る。

・ 技 術文 書 の 検 索

・ 在 庫 の 登録 と管 理

・ 製 作 管 理

・ 原 価 計算 お よび 一 般会 計 の シス テ ム
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⑥CADの プ ログ ラ ム作 成。

⑦ 設 計 中 の コン ピュー タ ・シス テ ム の シミ ュレー シ ・ンを行 な っ た。

この シ ミ ュレー タは 新 らしい シ ステ ムの ソフ トウ ェア の 開 発 に も応 用

され る。

⑧CII(仏)の ミニ コ ン ピ ュー タCII10010用 のMini

COBOLを 作成 した 。 また 、ICL(英)の ソ フ トウ ェア 開 発 に も

参 加 して い る。

⑨ 製 作 予定 の新 らしい ハ ン ガ リー の コ ン ピュー タの 製 造 お よび ソフ ト

ウ ェア の設計 に参 加 してい る。

⑩ い くつか の ネ ソ トワー ク に よ る計 画 モ デル の 作成 家具 工業 の 生産

管理 シ ステ ムの設 計 お よび い くつ か の 企業の 生産 配分 等 の最 適 化 を行

な った 。 ま た、コス トお よび 輸 送機 関の 利用 を最 小 にす る最 短ル ー ト

問題 を解 く方 法 を 開発 した 。

⑪ 政 府 の給 水 シ ステ ムにつ い て、 運転 計 画 をテ ス トす るた め の 流水 シ

ミュレ ー シ ョン ・シス テ ムを 開 発 した。

⑫ エ レベ 一 夕工 場 お よび被 服工 場の 技 術 文書 、 在 庫 管 理 の情 報処 理 を

開始 した。

⑬ 現 在 、 製薬 工 場 の技 術 研 究室 向け の 技 術文 献 情 報 ンス テ ムを作 成 し

てい るo

⑭ ま た、 他 の 製薬 と化学 の工 場 に対 して生産管 理 シ ス テ ムを 開 発 して

い るが 、 す で に 在 庫管 理i固 定 資産 の 登録お よび 減 価償 却 計 算 の処 理

システ ムは 既 に完成 して い る。

⑮ 石 油工 場、 被 服 工 場お よび 財 務 省 の コ ンピ ューテ ィン グ ・セン ター

設 立 に も参 加 して い る。

2.4ハ ンガ リー ・コ ン ピュー タ教 育 セ ンター

(HungarianComputerEducationCenter)

所 在 地BaktaiGy.U.7.BudapestX[V,Hungary
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調 査年 月 日1971年12月3日(金)

面 接 者Mr.KonyvesTothP`1

Dr.FerencD6nes

Dr.HalassyB61a

教 育 セ ン ター は1969年 政 府 の計 画 に基 づい て 設 立 され た 。 コ ン ピ ュー

タ に関 す る実 際的 な 教 育訓 練 を 短 期 間に 集 中 し組織 的 に実 施す る こ とをね ら

い とす る もの で、 直接 コ ン ピュ ー タに関係 す る専 門家 の 養成 が中 心 で あ るが ・

コ ン ピ ュー タ知識 の普 及 もま た 重要 な課 題で ある。

こ の セ ン ター は首 都Budapestだ け で な く、 地方 に も教 育 網 を 整 備 しつ

つ あ り、 す で に6つ の大都 市(Debrecen,Gyor,Miskolc,Pecs,

Szegedお よびSzolnok)で 教 育 を 開始 してい る。 コー ス は システ ムズ

・エ ンジ ニ ア、 プ ロ グ ラマ、 オペ レー タ、 カス トマ ・エ ン ジニア、 ハ ー ドウ

ェア 技 術者 お よび マ ネ ー ジ ャを 対 象 と した 幅 広い 領 域 を カバ ー して い る。 現

在6,000人 以上 の 学 生が コ ース に 参 加 して お り、,69年 開 設 以来す で に、

17,000人 の 学生 が 卒業 した 。

セ ン ター事 業 予算 の30%は 政 府 支 出、 残 り70%は 授 業 料 とか テ キ ス ト

の販 売収 入 等 で 賄われ てい る。 説 明 に よれ ば 、 授業料 は 教 育経 費の4分 の1

(カ ス トマ ・エ ンジ ニア は100%)に す ぎない とい うこ とで あ るか ら、 テ

キス トそ の他 の 教材か ちの 収 入が 相 当額 に達す るの で は ない か と推 測 され る(

現 に25種 類 の テ キス トを15,000部 発行 した とい う。

24.1組 織

セ ン ター の 組織 は、 財 務部 門、 教 育 開 発部 門お よび 運 営 計 画部 門 に分

かれ てい る。

教 育開 発部 門は カ リキ ュラ ム、 ガ イ ドブ ックそ の 他 教 材 の 作成 を 担 当

し、 システ ム ・ア ナ リシス、 プ ログ ラム技術、 コ ン ビ ぞ一 夕技 術(カ ス

トマ.エ ン ジニア 対 象)お よびORの4セ ク シ ョンが あ る。 運営 計 画 部
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門 は コ ー ス 開 設 に 関 す る マー ケ ッ ト ・リサ ー チ、 中 央 と地方 の コー ス

の マ ネー ジ メ ン トお よび コン ピ ュー タ ・セ ンター の3セ ク シ ョンに分 か

れ て い る。 コ ン ピ ュー タ ・セ ン ター には、 まだ コ ン ピ ュー タを設 置 して

い ない が 、 近 い 将来100万 ドル 程 度 の 予算 で 、IBMま たはUNIVAC

か ら1台 とハ ン ガ リー国産 を1台 導入 す る計画 で あ る。

なお 、 上記 の実 行 機 関 以外 に 政府 、 学 識 経験者 に よ って科 学 技 術 委 員

会 、 運営 委 員会 、 教 育 方 法委 員会 、 広報 委 員会 等 を 編 成 し、 重 要 問 題 に

つ いて 審 議 して い る。 講 師 陣は 殆 ど外部(政 府 、 学 校 、 研 究所 、 企 業)

の オー ソ リテ ィで 約250名 が 参 画 して い る。

2.4.2コ ー ス の内 容

す で に 述べ た 如 く、 現 在 実施 中の コー スは 広範 囲 に 亘 って い るが 、 こ

れ を 要 約す る とつ ぎの通 りで あ る。

(時 間)
●オペ レー タ コー ス

・ カス トマ ・エ ンジニ ア ・コー ス

・ プ ロ グ ラ マ ・ コ ー ス

・ システ ムズ ・エ ンジニア ・コー ス

・ マ 不 一 シ ヤ ・ コ ー ス

一 般 基 礎 コ ー ス60

キ ー パ ン チ ・コ ー ス150

コン ピュー タ ・オ ペ レー タ ・コー ス180

機 種 別 オ ペ レ ー タ ・コ ー ス180

450

ジ ュ ニ ア ・コ ー ス360

シ ニ ア ・コ ー ス(ジ ュ ニ ア)+180

ジ ュ ニ ア ・ コ ー ス420

シ ニ ア ・コ ー ス(ジ ュ ニ ア)+156

62

基 本 的 に は 上記 の5コ ス ー スで あ るが、 具 体 的 な コー ス に分類 す る と

11コ ー スに な り、 これ ら以 外 に も専 門お よび 再 教 育 コー スが8コ ー ス

ある。 各 コー ス と も学 生 の 便宜 を考 慮 し、 た とえ ば 午 前、 終 日、 土 曜、

リゾー トで の合 宿、 集 中講 座 等 何 通 りも組織 され て い る。 なお、 シス テ

ムズ ・エ ン ジニ ア(シ ス テ ム ・デ ザ イナ)と プ ロ グ ラマ ・ジュニ ア ・コ
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大分類 小分類 対 象 コ ー ス の 目 的 講 義 内 容 期 間 授 業 料 地 域 と コ ー ス ・ タ イ プ 開 始 期 日 入学資格 締 切 免 状 備 考

1. ア ル ゴ リズ ミ ッ ・数学 BUDAPEST イ ブニ ング 中等学校 1971年 最終試験 大学の数学の試

コ ク記述 とア ル ゴ ・コ ン ピ ュ ー タ 知 識 イ ンテ ンシブ ・コース4ケ 月 土 曜コ ース 卒業 7月31日 に合格 し 験に合格 した卒

リズ ムに基 礎を ・高級 プ ログ ラ ミング イブニング ・コース2年 1971年 た学生は 業関係者は数学
ン

置 くプロ グラ ム 言語(選 択) 360時 間 Ft1600 土 曜コー ス2年 9月 1971年 コ ン ピ ュ の試験を受ける

ピ を 書 くコ ン ピュ ALGOL ($57) DEBRECEN 12月31日 一 タ ブ ロ 必 要は ない

ユ
一 タ専 門家 を訓 COBOL GYOR イ ンテ ンシ グ ラマの

練す る こと。 FORTRAN MISKOLC
・フ

・ コ ー ス 免状を受

プ
1 PL/1 PECS 1971年 け る

タ .プ ログ ラ ミング言 語 SZEGED 10月

一 ア セン ブ ラ(選 択) SZOLNOK
.

ASTROL-8(EM 土曜コース2年 インテ ンシ
口 プ G810/V)

・:フ
・ コ ー ス

口 COMPASS(CDC 1972年

グ 3300) 2月

グ PLAN(ICL1900)
一

フ
ASSEMBLER

ム (Siemens,IBM

ラ
360,UNIVAC)

TAB(Bull

Gamma115)

ム
2. 経験のあ 製 品の ソフ トウ ・数学 BUDAPEST 1971年 大学卒業 最終試験

プ る プ ログ エアの仲 介、 ソ ・ コ ン ピ ュ ー タ 知 識 イ ブニ ン グ ・コ ース3年 9月 に合格 し

口 一フマ
フ トウ ェア 独自 .高 級 プ ログ ラミン グ た学生は

の グ の 開 発、 ライブ 言語(選 択) 540時 間 Ft3000 プ ログ ラ

ラ ラ リ ・プ ロ グ ラ ALGOL. ($107) ム ・プ ロ 一

ム ムの作成や保存 COBOL モ ー タ の

訓
㊨ が で きる ような ≡ラORTRAN 免状を受

ブ プ ログ ラマす な PL/1 ける

口 わ ち プ ログラマ ・プ ログ ラ ミン グ言語

モ に近代的処理方 ア セン ブ ラ(選 択)
練 } 法 と技術設計に ASTROL-8

タ 精通 させ るこ と (EMG810/V)

と また プ ログ ラマ COMPASS(CDC
.

デ が ア ップ リケー 3300)

ザ
・

シ ョ ン ・ハ ツケ PLAN(ICL1900)

イ 一 ジを準備 す る ASSEMBLER

ナ
.

ことが で きる よ (Siemeus,IBM

うにする こ と。 360,UNIVAC)

■
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大分類 小分類 対 象 コ ー ス の 目 的 講 義 内 容 期 間 授 業 料 地 域 と コ ー ス ・ タ イ プ 開始期日 入学資格 締 切 免 状 備 考

プ TBA(Bu口
プ 口 Gamma115)

グ プ

ラ
・プ ロ グ ラ ム の シ ス テ

口
ロ

ム プ ム技 術

'1 一 ・処 理技 術 一 一 一 一 一 一 一 一

タ ・プ アイル 編成

グ
と

ザ
・オ ペ レー テ ィ ン グ ・

イ システム

ラ

ナ ・ ソ フ ト ウ ェ ア 開 発

3, システ ム コ ン ピ ュ ー タ を .高 級 プ ログ ラミン グ
BUDAPEST 1971年 1971年 試験に合 コ ン ピ ュー タ 知

ム
高 デ ザイナ 知らない専門家 言語(選 択) 90時 間 Ft600 イ ブ ニ ン グ ・コー ス4ケ 月 10月 9月15日 格 した学 識を何 も持 って

級
フ

一 プ ロ グ の独 自の プ ログ ALGOL ($21) 生 は レポ いな い学生 の為

口
ラ マ ー コ ラム の仕 事を啓 COBOL 1971年 1972年 一 トを 受 に コースの期 間

の グ ン ピ ュー 蒙す る こ とに 関 FORTRAN 2月 一 1月15日 け る につ いては30

ラ タを知 ら して、 特 別の仕 PL/1' 時間の紹介時間

訓
ム

用
言

ない専門

家持に技
事 の要 求 に よる

付加 の高級 プ ロ
が 増加 され ます。

二 師 グ ラムの言 語の

練

口口

知 識を得 るこ と

、

A

「

,
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大分類 小分類 対 象 コ ー ス の 目 的 講 義 内 容 期 間 授 業 料 地 域 と コ ー ス ・ タ イ プ 開 始 期 日 入学資格 締 切 免 状 備 考

1. 経済の効果的操

作や他の組織を

・ シ ス テ ム 技 術 の 設 計

・コ ン'ピ ュ一 夕 の 知 識

BUDAPEST

インテンシブ・コース6ケ 月

イ ブ ニ ン グ 、

土 曜 コ ー ス

大 学卒 業

イ ンテ ン 1b71年

卒業論文

を違成し
・ン

実 現す るため の ・高 級 プロ グラ ミング イ ブニ ン グ ・コー ス3年 1971年9月
.

・ン フ ・ コ 7月31日 た学生は

ス コ ン ピ ュ ー タ 化 言語(選 択) 540時 間 Ft3000 土曜 コース3年
一ス の場 システ ム

テ され た決定 と情 COBOL ($107) DEBRECEN イ ンテ ンシ 合、 さ ら エ ン ジ ニ

報 システ ムを デ FORTRAN GYOR ブ ・コ ー ス に2年 の アの免状

デ
ム

ザ イ ン した り、 ALGOL MISKOLC 1971年 実務 を受け る
.

一 組織する専門家 PL/1 PECS 10月
一

デ を訓 練す るこ と。
・シ ス テ ム ・デ ザ イ ン SZEGED

'

ザ の知識 SZELNOK
ザ

・ケ ー ス ・ス タ デ ィ 土 曜コー ス3年

イ ・組 織 論

ナ 'コ ン ピ ュ ー タ 技 術 の
イ

特別講義
・オ ペ レ ー シ ョ ン ズ ・

ナ
リサー チ

の

訓

練

2.

プ

ロ

セ

ス

デ

ザ

一

経 済の効 果的 操

作 や他 の組織 を

実 現す るため の

コ ンピ ュー タ化

された 決定 と情

報過程 を設 計す

.る専 門家を 訓練

す るこ と

・経済 原理

・システ ム技 術の設 計

・コン ピュー タ知識

・高 級 プ ログラ ミング

言 語(選 択)

COBOL

FORTRAN

ALGOL

PL/1

・シス テ ム ・デザ イ ン

の知 識

420時 間 Ft2000

($71)

BUDAPEST

インテンシブ・・コース4ケ 月

イブニ ン グ ・コー ス2年

土 曜 コース2年

DEBRECEN

GYOR

MISKOLC

PECS

SZEGED

SZOLNOK

土曜 コ ース2年

イブニ ン グ

土 曜 コース

1971年9月

インテ ン シ

ブ ・コー ス

1971年

10月

中等学校

卒業 と2

年の実務

1971年

7月31日

卒 業論 文

を 達成 し

た 学生 は

フ'ロセス

デザ イナ

の免 状を

受け る。

経済 学校 か会 計

士免 許の コース

を な し遂げ た関

係者 は経 済知識

の 試験を 受け る

必要 は ない。

追 加試験 に合格

しシ ステ ム ・デ

ザイ ナの卒業 論

文 を達 成 して、

そ の後 大学 を卒

イ ・ケ ー ス ・ス タ デ ィ 業す るプ ロセス

デザ イ ンは シス
ナ

テ ム ・デ ザイナ

の免状を受ける
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大分類 小分類 対 象 コ ー ス の 目 的 講 義 内 容 期 間 授 業 料 地 域 と コ ー ス ・ タ イ プ 開 始期 日 入学資格 締 切 免 状 備 考

1. デ ー タ ・ デー タ処理 職 務 ・計算 技術 の重 要性 と BUDAPEST 1971.9 試験に合 決め られた コー

オ
レ コ ー ダ 〔ρ 初心 者 に、実 歴史 自由 コース3ケ 月 格 す る と スを 受け な くと

オ (キ ー パ 務の経験と平行 ・ADPの 条件 イブニングコース3ケ 月 1972.2 オ ベ レ ー も 、 オ ペ レ ー タ
ぺ

ンチ、 検 してADP処 理 ・デ ー タ 媒 体 、 デ ー タ タ1の 免 1の 試験を受け
レ 孔 者、 プ につい て デー タ 記録機器 60時 間 Ft200 状を受け られ る。 この場

i
ロ グ ラ ム レ コ ー デ ィン グ ・パ ン チ ・カ ー ド ・デ ($7) る。 合は受験料は

べ パ ンチ 、 の各 種の方 法、 一 夕処 理
、 それ に使 FUOO($4)で

タ
オ ペ レ ー 構成 作動原 理、 用す る機器 一 一 あ る 。

タ) デー タ処理 機器 ・機 器構成 、作 動原 理 オ ペレー タ1の

レ
1

'の 応用 の 全体 的 応用分野 課外試験は毎月
コ ン ピ ュ 知識 を与え る。 第1土 曜 日に行
一 夕 ・オ なわれ る。 申込

1
ペ レ 一 夕 琶}はそ の 前月末

.
日まで に訓練編

成都まで送付の

タ
こ とo

2. PCS機 実務の経験 と平 ・会 計機(選 択) 150期 間 Ft500 BUDAPEST 197119 オベ レー 1971 試験に合

オ 器操作員 行 して、 製表機 SAMT-5M ($18) イ ブニ ン グ ・コー ス1年 タ1 8.20 格 した者

の プ ラ グ ・ と3種 類 の補助 IBM-421 目 由コー ス1年 は オベ レ
べ

ボー ド配 機 械 につい て、 ・ リプ ロ デ ュ ー サ 一 タ 皿

レ 線員 独立に操作 と配 (選 択) (PCS 一

訓 | 線を作なえ る程 IBM514 操作員)

度 まで 、 関係者 SAMPR-2 の免状を
タ

を習 熟させ る。 ・照合機(選 択) 受ける
IBMO77

練 H
ICT365

・ カル キ ュ レ ー テ ィン

A
ングパ ンチ(選 択)

組 IBM602/A

BULLC-33

之
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大分類 小分類 対 象 コ ー ス の 目的 講 義 内 容 期 間 授 業 料 地 域 と コ ー ス ・ タ イ プ 開 始期 日 入学資格 締 切 免 状 備 考

3. オ ペ レ ー シ ョン ・ コ ン ピ ュ ー タ の 知 識 BUDAPEST 1971.9 オペ レー 1971, 試験に合 コ ン ピ ュー タ 操

オ
オ .プ ロ グ ラ ミ ン .高 級 プログ ラミン グ イブニング ・コース1年 タ1 8.20 格した者 作員の免状を持
ぺ

グの程度 ま で コ 言語(選 択) 180期 間 Ft700 自 由コー ス1年 は オベ レ ち、 中学を 卒業
レ

1
ン ピュ一 夕の作 COBOL ($25) 一 夕1 した者は追加試

タ 動 と構成につい FORTRAN (コ ン ビ 験を合格すれば
べ

H て関係者を習熟 ALGOL ユ 一 夕操 コ ン ピ ュー タ ・

B させ る ・ コ ン ピ ュ ー タ の 操 作 作員)を プ ログ ラムの免

型 の知識 免状を受 状 を受 け る。

レ け る。

4. 企業や各種組織 ・システ ム技術 の知 識 試験に合 合宿 形式の コー

| オ に必要な専門家 機械操作の知識と実 格す る と スは 企業 申 し込

を オ ベ レー シ ョ 行 オ ベ レー みの学生に限る
べ

ンやプ ログ ラム ・プロ グ ラミン グの 知 タH(選

レ ・デ ータの記 録 識 と実行 択した機
タ

1
デー タの準備 、 ・場合 に ょって は以 下 1 .月 Ft5600 合 宿 197L9 オ レベ ー 1971. 種の オペ

原 始的 デー タ処 の デー タ処理 の知 識 (18《時 間) (3200) ～ タ1 8.20 レー タ)

タ 理機械について 自動会計機 1972.5 の免状を

の 訓練す る。 ASCOTA まで随時契 受け とる

∬
会 計機01ivetti 約 に よる。

日動印刷および編集

訓
C

機Optima

型 デ ー タ ・プ ロ グ ラ ム

テ ー プ作成装 置

PREPAMAT
練 日動送 り状作成

・会 計機

Soemtron382,383

ミニ コ ンCellatron

揚 Ser2C,2d

ミ ニ コ ンCellatron

C8205

■ ,
◆ ●
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大分類 小分類 対 象 コ ー ス の 目的 講 義 内 容 期 間 授 業 料 地 域 と コ ー ス ・ タ イ プ 開 始 期 日 入学資格 締 切 免 状 備 考

ハ

ド

ウ

コ

ン

コン ピュー タ技

術者 の 訓練 コー

スは 実 務 とと も

・電気 および 電子 工学

・コン ピュー タの知 識

コ ンピ ュー タの数 学

BUDAPEST

インテ ンシブ ・コース6ケ月

イブニ ング ・コース2年

イ ブ ニ ン グ

コ ー ス

1971.9

中学卒 業

最 近2年

間 の コン

1971,

8.20

試験 に合

格す ると

コ ン ビュ

雷名技師の資格
のある者は電気

と電気工学の試
工 ヒ'

に 、学生 に コン 基 礎 プ ログ ラミング ピ ュ一 夕 一 夕技師 験を受ける必要
ア ユ

・

ヒ ュ ー タ ・メ ン プール 代数 450時 間 Ft2000 イ ンテ ンシ 実務がな の免状を は ない。

技 1
一 テ ナンス の理論 コン ピュー タの主 要 ($71) ブ ・コ ー ス い場合に 受け る。 過 去に コン ピュ

術 タ
と実際を学ばせ 要素 1971.10 は電気技 一 夕技 術者コー

者 技
る 。 ・周 辺装置(選 択)

師 または ス を1年 終えた

の 術 磁気系 技能士の ものは追加試験

訓 者 非磁気系 資格 に受 かれば コ ン

練
・・プ ロ セ ッサ

ピュ一 夕技 術者

の免状を受ける

経
経営 者、 今 日の コン ビュ ・シ ステ ム技術用 機 器

プ

営 コ 技術経済 一 タ機 器の 可能 ・シ ス テ ム 設 計 、 シ

者 ン
診断士 性 お よび導 入 と システ ム編成 2週 間 Ft3000

向 ピ
応用の条件 と方 ・実 地応 用

(6〔時 間) ($107) 一 一 一 一 一 一

け ユ 法論 ・コ ン ピュ ー タ 導 入 に

コ 1
おける機械 と業務と

ン タ 管理者の関係

ピ と

ユ

ー

タ

教

育

経

営

■
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大分類 小分類 対 象 コ ー ス の 目的 講 義 内 容 期 間 授 業 料 地 域 と コ ー ス ・ タ イ プ 開 始 期 日 入学 資格' 締 切 免 状 備 考

1. システ ム シス テ ム効率 を 情報 と情報 シス テ ム、

フ 『
・デ ザ イ 向上 させ る ため デ ー タ'ベ ー ス 、 プ ア

ア

イ

ノレ

編

ナ 、 プ ロ

グ ラ ム

の デー タ ・ス ト

レー ジお よび 検

索 に関す る最適
手 法お よび 偏成

技 術の 習得

イル編 成 と検索技 術の

機 能、

単 キ ー検 索、 ・

複キ ー検 索、

各 種 ファイル 編成手 法

1週 間 Ft1500

($54)
A

バ ラ トン湖

(合 宿)

一 1971,

8.20

一

学 生は コ ンピュ
ー タの経 験が あ

る もの と看 倣さ

れ る。

専 成 ラ ン ダ ム ・ア ド レス 発

生 、 ケ ー ス ・ス タ デ ィ

門 2. シス テム OSの 目的、 タ OSに お ける 翻訳、 ジ

オ ・デ ザ イ イ ブ、 機 能お よ ヨ ブ ・ス ケ ジ ュ ー リ ン

ぺ ナ プログ 応用手法を記 グ、1/0.の 最適利 用
お レ

1

テ ・

ラ マ 、 コ

ン ピ ュ ー

タ 技 術 者

述す るこ と。 の プ ログ ラム。

ソフ トウ ェア操作 プ ロ

グ ラム、1/O機 器、

同上 同上 同上 1972.5 一 1972,
311

一 同 上

よ
イ シ 外 部記憶 、記憶 エ リア

ン ス プ ログ ラム の保 ゴ とチ

び グ テ エ ックを行 な うプ ログ

ム ラ ム

再 3. シス テム エ デ ィ シ ョ ン の
タ

デ エ シ ジ ョ ン ・チ ー フ

・デ ザ イ 手 法 とデ ェシジ ルの 概念、 エ デ ィシ ョ

デ ナプ ロ グ ン ・テ ー ブ ル ンの 原理、 条 件系 列、・

教 工 ラマ の使用方法の習 用語 記述、 流れ 図 か ら ,

シ 得 。 の デ ェ シ ジ ョ ン ・テ ー

育
ジ
ョ

ン

ブルの作成 。 デ ィシ ジ

ョン ・テー ブル におけ

るプ ログ ラム仕様。

同上 同上 同上 1971.10
一 1971,

8.20 一 同 上

㊨ コン ピ ュー タに鉛 け る
コ

テ
,

デ シ ジ ョン ・テ ー ブ ル

1 の記憶。

1 ブ 実行時間の最少化その
ル 他プ ロ グ ラム に関す る

.

こ とo

ス

4. 管 理 者 問題の記述と目 EDPチ ェックに関す

監 査 役 動 デー タ処理 の る こ と 。

目処

.動理 の

デ(チ
lAエ

チ ェックの原 則

的 方法 論

機 器、 プ ログ ラ ミン グ、

体制 の 保全法。
チ ェック ・シス テムの

計 画 と実 行(法 律問題)

同上 同上 同上 1971.10 一 1971,

8.20

一 一

タDツ 自動 デー タ処理 とチ ェ

Pク ックの 将来 の 発展 ・

)

▲'
■ ● ●
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大分類 小分類 対 象 コ ー ス の 目 的 講 義 内 容 期 間 授 業 料 地 域 と コ ー ス ・ タ イ プ 開 始 期 日 入学資格 締 切 免 状

●

備 考

5. 数学的手 実際に使用され 待 別 な数学 モデ ル の記

法 の ピジ て い る実態 モデ 述 。

オ ンチ
-

不スへの ル のデ モ ンス ト モ デ ルの 構築(モ デ ル オ ペ レ ー シ ョン
ペ ズ 応用を受 レ ー シ ヨ ン の 選択 、基 礎 デー タの 1週 間 Ft1500 パ ラ トン湖 1972.5 一 1972, 一 ズ ・ リサ ー チ 的

専 レ ・ 持、 経済 収 集)コ ン ピュー タ化 ($54) (合 宿) 3.1 方法の熟練が前
1リ お よび計 した問 題の 解決。 提 となる。
シサ 画の専門 応用か ら得 られた経験 -

門 ヨ1 家

6. 経 済人、 ネ ッ トワ ー ク 計 論理 的計 画。
お

企業管理 画手法とその応 タ イ ム ・ス ケ ジ ュ ー リ

ネ画 者、 技 術 用 ン グo

よ
ッ手 者 予定 期間 の計 画。 ネ ッ ト ワ ー ク 計
ト法 システ ム コ ス ト ・ス ケ ジ ュ ー リ 2週 間 Ft600 DUDAPEST 1972.4 一 1972, 一 画の方法論的基
ワの デ ザイ ナ ン グo ($22) イ ン テ ン シ ブ ・コ ー ス 3.1 礎 が前 提 となる

び 1実 応 産 業、 生産 管理、 生産
ク地 用 編成 、 投資 計画 等にお

再
計 け る資 源の 配置。

7. コ ン ピ ュ シ ミ ュ レ ー シ ヨ シ ミ ュ レ ー シ ョ ン手 法
一 夕 に よ ン手続 きそ の条 の一 般 的特徴 。

教 コ る シ ミ ユ 件および応用方 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン の 数

ン シ レー シ ョ 法に 関す る一 般 学的統計的基礎。
ビ ミ ン 問題に 的 入 門の 習得。 シ ミ ュ レー シ ョ ン の プ 1週 間 Ft1500 バン トン湖 1972.5 一 1972, 一 一

再 ユ ユ 興味 ある ログ ラ ミン グ言 語。 ($57) (合 宿) 3.1

1レ 数学 家、 必 要 な ハ ー ド ウ エア 。

コ タ1 プ ログ ラ コ ン ピ ュ ー タ に よ る シ

に シ マお よび ミ ュ レ ー シ ョ ン の 応 用

よ ヨ その他 の 分 野。

1 る ン 専門家

8. 遠隔処理の技術 コ ン ピュー タ化され た

ス プ ログラ ミン グ デー タ伝 送網 の作成 に
遠 および設計問題 おけ る 目的、 条件 お よ

隔 一 の全 般的 知織。 び方法データ伝送回路 同上 Ft300 BUDAPEST 1972.4 一 1972, 一 学 生 は コン ピュ

処
の技 術的特 徴。 ($11) イ ン テ ン シ ブ ・コ ー ス 3.1 一 夕の経験 あ り

障害保護、障害探知と と看 倣され る。
理 訂 正 コ ー ド。



2.51nstitute

所 在 地

訪問年月 日

面 接 者

forCulturalRelations

Dorottyautca8,BudapestV,Hungary

1971年12月3日(金)

Mr.EndreRosta(President)

Mr.AndrasMiklovicz(Headof

SecretariatforScientific

TechnicalCooperation)

他 数 名

この イ ンステ ィテ ユー トは われ われ 調 査 団 の受 入 計 画か ら滞 在 中 の面 倒 ま

で 全般 に わ た って お 世 話 にな った 機 関 で あ る。 ハ ン ガ リー を去 るに あ た って

12月3日 団長 以下 全 員PresidentMr.EndreRostaを 訪 問 し懇

談す る機 会 を得 た 。

特 に報 告す べ き事項 はない が、 終 始手 厚 い もて な しを受け 、3日 間 とい う

短 期 間で あ った が 効 率 的 に 情報産 業 の 各分 野で 活 躍 して い る中心 的 な 機 関 を

訪 問 し、 見聞 を広 め る こ とが で きた こ とを記 して感 謝 の意 を 表 したい。

●

5.COMECON諸 国 間 に お け る コン ピュ ー タの共 同 開発
9

計 画 社会 主義 社 会 にお い て は、 全 体経 済 の 活動 を調 整 し、 広 範 囲の計 画 を

作成 す る ため に、 多 数 の 技 術的 に進 歩 した コン ピュー タが 要 求 され て い る。

ソ連 は こ の ような 情 況 を背 景 に、 他 の 東 欧諸 国 と協 力して 新 らしい 世 代 の 強

力な コ ン ピ ュー タを 開 発すべ く精 力的 に活 動 して い る。

ま た、 ソビエ ト首脳 部 は、1980年 迄 に800の 地方 情 報 処 理 セ ン ター

の ネ ッ トワー ク を作 る と発言 して い る。 デ ー タ バ ンクには 、 各 地 域 の 人 口、

産業 、 農 業、 輸 送 、 住 宅 等の 詳細 な デ ー タを 収集す る構 想で あ り、 この よ う

な デ ー タを も とに して 経済 に 関す る数 学 モデル を作 り、 効果 的 な経済 計 画 策

定 に 資す る こ とをね らい と してい る。

一102一
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COMECONの メ ンバ ー国 は この計 画 の実 現 を期 して、 ブル ガ リア、 チ ェ

コス ロバ キ ア、 東 独、 ハ ン ガ リー、 モ ンゴル 、 ポー ラン ド、 ル ー マニ アお よ

び ソ連が 出席 して1970年1月 に開 催 され た 最初 の 「国 際 科 学技 術 情報 セ

ン ター会議 」 で 「情報 の 検 索 と伝 達 を行 な う日動 シス テ ム 」の 開 発 につ い て

条 約 に調 印 した。

この条 約は、RJADシ リー ズ と して 設計 され た新 シ リーズのコンピュー タ

の開 発(ワ ル シ ャ ワ条 約国 の共 同事 業)と 関 連を もって い る。

共 同 開 発は ソ連お よび東 欧 の コ ン ピ ュー タ産 業 に とって 経済 的 お よび政 策

的 に有 利性 を もつ も の と思 われ るが 、 そ の具 体 化 への 道 程は そ う容 易な もの

で はな か ろ う。 イン ター フ ェー ス、 標 準 化等 の問 題は 別 と して 、二 つ の理 由

か らあ る程 度 問題が 残 るの で は なか ろ うか。即 ち、 第1に 、 割 当て られた 役

割 の実 行 に あた って は 、 短 期間 に 多額 の投 資 を必要 とす る こ と。 第2に 、 こ

の 新 ら しい コン ピ ュー タ開 発計 画 は既 に独 立 した成 長 過 程 の コ ン ピ ュー タ産

業 を もって い るい くつ か の 国、 特 に ポー ラン ド、 ハ ン ガ リー、 チ ェ コス ロバ

キ ア、 東 独 等 の技 術 的 方 向 を制 限す る働 きを しか ね ない。

RJADシ リー ズ は5つ のモ デ ル を持 つ。 最 初 の4つ はIBM360シ リ

ー ズ の4つ の モデル(360/20
,360/30,360/40,360/50)に 似

てい る と考え られ る。5番 目の 最 も大 きな ものはBESM-6と よば れ ソ連が

開 発す る コン ピ ュー タ であ る。

一 連 の コ ン ピュー タ を設 計 し、 開 発す るこ とは 克服 で きな い 問 題 では ない 。

しか し、 ソ フ トウ ェア の設 計 の 場合 は 訳が 違 って くる。IBMは360用 の

OSの 開発 に 莫大 な 努 力を 注 ぎこん で数 年 か か り、 しか も、 シス テ ムが 十 分

作 動す る まで には 多 くの修 正 を行 な わ なけ れ ば な らな か った。 ポ ー ラ ン ドが

ODRA1304に おいてICLよ り得 た よ うな協 力をIBMか ら受 け る こ と

は 殆 ど無 理 で あろ う。 ただIBM360に 沿 った ソ フ トウ ェア を採 用 す る こ と

に よって、 費 用 と時 間 を あ る程度 省 くことに はな ろ う。

何 れ に して も、1975年 ま で に 約33,000台 のRJADを 生 産 す る と

一103一
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い う目標 を達成 す る には 、 関 係各 国 の 強 力 な協 調 と多大 の 努 力を要 す る もの

と思わ れ る。

なお、 条 約 参 加 国は 現 在 、 約7,000台 の コン ピュー タを所有 して い る と

予 想さ れ て い る。 正確 な数 の 把握は 困難 で あ るが 参考 ま で に各 国 別の 台 数 を

あげ て お く。

ソ 連5,500

東 独500

ポ ー ラ ン ド420

チ ェコス ロバ キ ア200

ブ ル ガ リ ア30

ハ ン ガ リ ー120

ル ー マ ニ ア50

■

(岡 田)
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ポ ー ラ ン ド

1概 要および所感

'

ポー ラ ン ド(Poland)と い うのは、 この 国の 英語 名 で、 国 語 と して の ポ

ー ラ ン ド語 では ポル ス カ(Poliska)と い う。

面 積312,519Km2

人 口32,207千 人(1969年 国 連統計)

GNP405億 ドル(1969年 推定)

政 体 人 民 共 和 国

首 府 ワル シ ャ ワ

この 国 は、 東欧 諸 国 中人 口 ・面 積 と もに最 大 の国家 であ る。

第2次 大 戦 の 際 に、独 ・ソ両 国 の戦 場 とな り、 鉱工 業 ・農 業 と も徹底 的 に破

壊 され た。

資本 主義 時代 の ポ ー ラ ン ドは、 西欧 に従 属 した鉱工 業 と、 お くれ た農業 を も

った国 であ った。

第2次 大 戦後 は、 旧 ドイ ツ領 を 得 て、 石炭 、鉄 等 の鉱 物 資源 と先 進 的 設備 を

獲得 し た こと、 ソ連 が積 極 的 に経 済技 術 指 導 を強制 した こ と、 お よび、 新政 権

が重 工 業 優 先 の政 策 を と った こ とに よ り、一 応 重 工業 は 定 着 した とい われ て い

る。

そ の後 、 急 速 に工 業 は発 展 し、1950年 代 の末 には 、 産 業別 所 得 構 成 で工

業 の割 合 が50%を 超 え る段 階 に達 した 中進 国 であ る。

しか し、 コ ン ピュ ータ に関 しては 、東 独 と と もに、 コ ン ピュ ータ を製 造 し、

また 輸 出 も してい る。 東 欧 圏 で は、 技術 水 準の高 い 国 とされ てい る。

1971年 末 の コ ン ピュ ータ の導 入 台数 は、約250台(内 西欧 か らの輸 入

40台)で あ り、 この数 では顕 在 的 需要 の半 分 も満 して い ない とい わ れ て い る。
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情 報 処 理 に 関 す る 国 家 組 織 は 、 ハ ー ド ウ ェ ア の 生 産 を 除 き 、 す べ て 情 報 科 学

技 術 庁(KrajoweBiuroInformatyki;Nationa10ffice

ofInformatics)に 統 一 さ れ て い る 。

情 報 科 学 庁 は 、 科 学 技 術 委 員 会(TheCommitteeofScienceand

Technology)の 管 轄 下 に あ る。 科 学 技 術 委 員 会 の 中 に13人 の 委 員 か ら

構 成 さ れ て い る 国 家 情 報 科 学 委 員 会(NationalInformatics

Council)で 政 策 決 定 が 行 わ れ て い る。

情 報 科 学 庁 は 、 国 家 情 報 シ ス テ ム(NIS)、 企 業 情 報 シ ス テ ム(BIS)、

自動 化 設 計(CAD)、 お よ び プ ロ セ ス 制 御 の4テ ー マ に つ い て 、 ハ ー ド、

ソ フ ト、 シ ス テ ム デ ザ イ ン 等 の 組 織 化 が 行 わ れ て い る 。 ま た 、 要 員 の 教 育 も 担

当 し て い る 。

ポ ー ラ ン ド製 の 最 初 の コ ン ピ ュ ー タ は 、1958年 に ワ ル シ ャ ワ の 数 学 機 械

研 究 所 で 試 作 さ れ 、 実 用 コ ン ピ ュ ー タ は 、1960年 にODRA-1001が 、

Wroclawに あ るELWROで 、 生 産 が 開 始 さ れ た 。

コ ン ピ ュ ー タ メ ー カ ー は 、 す べ て 自 動 化 お よ び 測 定 機 器 産 業 連 盟MERAに

統 合 さ れ て い る 。

ELWROで 、 英 国ICL社 の ラ イ セ ン ス に よ る 、ODRAシ リー ズ の コ ン

ピ ュ ー タ が 、ERAでK202の ミ ニ コ ン ピ ュ ー タ が 生 産 さ れ て い る 。

コ ン ピ ュ ー タ の 年 次 別 生 産 台 数 は 、 次 の と お り で あ る 。

1964年 以 前

1965年

1966年

1967年

1968年

1969年

1970年

1971年 ～1975年

90台

32台

44台

60台

53台

63台

100台(計 画)

500台(〃)
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資 料RocznikStatystyczn.y1969

ZycieGospodancze,Nr.49/1969

PrezegladTechnicznyNr.39/1965

科 学技 術 分野 と異 な り、 経 済 部 門へ の コ ン ピュー タの導 入 に 当 って最 も重要

な 問題 は、 技 術 幹 部 と専 門職 員 の養 成 で あ る。 こ の国 で は、 教 育 問題 の重 要 性

を 認 め長 期 展 望 の もとに コ ン ピュー タ教 育 に 力 を入 れ て い る。 多 くの大 学 お よ

び 高等 実業 学 校 で コン ピュ ータ の一 般教 育 を実 施 し、 さ らに専 門 家養 成教 育 が

15の 大 学 、12の 高 等職 業学 校 で行 な わ れ て い る。

1971～1975年 の あ い だに 、 実業 高校 を含 めて 全 て の高 等 教 育 に は こ

の 専 門科 目を含 め る ことが計 画 され てい る。

1971年 末 現 在 では、 約1万6千 入 の職 員 が コンピ ュー タ に関連 した職 場

で働 いて い る。

1970年 末 現 在 では 大学 お よび実 業 学 校卒 業 の コン ピュ ータ の 専 門家 は 、

7,500入 であ った。

1966～1970年 の あ い だ に教 育 された 専 門家 の約60%は 元 来 他 の部

門 の専 門家 であ った。

将 来、 約1万5千 人 の専 門家 と適 用業 務 レベ ル で約4万 人 の人 々 を教 育す る

計 画 で あ る。

わ れわ れ の調 査 団は 非常 な歓 迎 を受 けた。

東 欧 圏 に は数 少 な い 日本か らの 調査 団 であ る とい う理 由 もあ る と思 うが、 コ

ン ピュ ータ導 入1万 台 の実 績 を持 ち、 各 分 野 に お い てそれ ぞれ 立 派 な業 績 を達

成 して い る 国 と しての 日本 の評 価 は非 常 に高 い よ うに思 わ れ た。

わ れ わ れ の 目的 は 、各 国 の 情報 処 理 の 実 態調 査 であ った が、 こち ら側 の質 問

う

よ り も日本 に つい て の質 問 が 多 く、 調査 は 中断 す る ことが 多 か った。

と くに ポ ー ラ ン ドでは 、3日 の 日程 の うち1日 を 日本 の コン ピュ ー タ事 情 の

紹 介 に 当 て る よ うに要 請 され た。 午 前 中 は 団長 が 日本 の 情報 処 理 の 実 態、 問題

点 とそ の対 策 お よび長期 見 通 し につ い て2時 間 の 説 明を した。 午 後 は 各 省庁 の
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代 表 者 と会議 が あ り、 各 専 門分 野 にっ い て技術 的 な質 問 が活 発 に提 出 され た。

また 、 こ の様 子 は翌 日の新 聞 に報 道 され て いた。

わ が国 では 、 ポ ー ラ ン ドは幾 多 の政 治 危 機 が あ り、 中進 国 で あ る とい うイ メ

ー ジが強 い が 、 情報 問題 と コン ピュー タ製 造 に関 して、 国 の 重点 施 策 と し て長

期 計画 を 策定 し、 着 々 とそ の成 果 を達成 し、 また、 そ の技術 水 準が 予 想 外 に 高

い との 感 を 受 け た。

「ポ ー ラ ン ドは、 ア メ リカ、 日本 等 に比 べ る と貧 乏 国 で あ り、 コ ン ピュータ

の設 置 台 数 は 制 限せ ざ る を得 な い の で、 そ の適 用業 務 の 的確 な 選択 と、 機械 の

効 率 的使 用 に努 め なけ れ ば な らな い。 しか し、 現実 には使 用 時 間 の うち本 来 の

目的 か ら見れ ば 無 駄 な こ とに使 っ て い る こ とも あ る。 」 と、 あ る高 官 は 問題 に

して い た。

コ ン ピュー タ導 入1万 台 を誇 る 日本 も、 コ ン ピュー タ の活 用 方 法 が、 は た し

て 本来 の 目的 に 適 してい るか ど うか 、 また この 国 の よ うに シ ビアな考 え方 で導

入 して い るか反 省 す る必 要 が あ る と痛 感 され、 この高 官 の言 葉 は と くに 印 象深

か っ た。

略

●

2詳 論
、

21ポ ー ラ ン ド計 画 委 員 会(PolishPlanningCommision)

ポ ー ラ ン ド科 学 技 術 委 員 会(PolishCommitteeofScience

andTechnology)

所 在 地 ・ ポ ー ラ ン ド計 画 委 員 会

Warszawa,Poland

・ ポ ー ラ ン ド科 学 技 術 委 員 会

UL.Miodowa6/8Warszawa,Poland

調 査 年 月 日

・ ポ ー ラ ン ド計 画 委 員 会1971年12月4日(土 曜 日)
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D

●

・ポ ー ラ ン ド科 学 技 術委 員 会1971年12月7日(火 曜 日)

面 接 者

・ポ ー ラ ン ド計 画委 員 会

Mr.J.且rynkiewicz(Chairman)他 数 名

・ポ ー ラ ン ド科 学技 術 委 員会

Mr.Prof.Dr.Ing.Z.Jasicki(DeputyPresident)他 数

名

ポ ー ラン ド訪 問 の 際、 初 日の計 画 委 員会 のChairmanMr.J.

Hrynkiewiczに 、 また、 最終 日に科 学 技術 委員 会 のDeputy

PresidentProf・Dr.Ing・Z.Jasickiを 訪 問 し懇 談 す る機会 を得

た。 儀 礼 的 な訪 問で あ った の で終始 手 厚 い もて な しを 受 けた。 訪 問 の際 の

話 題 は 、 両 者 と もポ ー ラ ン ドは 発展 の ため に各 国 との 友好 関 係 を 維 持す る

とと もに、 その先 端 の 技 術、 設 備 を導 入 した い と考 え てい る。 と くに 日本

につ い ては 、 そ の急 速 な経 済 成長 の実 績 か ら学ぶ べ き点 が 多い と思 うの で、

今 後 積極 的 に情報 の交 換 を行 ない た い とい う希望 が 述 べ られ た 。 さ らに

Mr.Prof.Z.Jasickiは 、情 報科 学 に おけ る研 究教 育 の重 要性 に

っ い て1時 間に わ た りポ ー ラ ン ドの 問題 点 を説 明 し、 日本 側 との情 報 交換

を強 く要 望 し てい た。 情 報 科学 と くに コ ンピュータ の 製造 と適 用 シ ス テム

の開 発 に おけ る要 員 の不 足 は決 定 的 であ り、 この 険路 の打 開 に 全力 を投 じ

てい る。 しか も、新 しい 分野 で あ る と同 時 に その 関連 分野 も多 く、 社会 的

な影 響 も広範 囲 にお よぶ の で、 そ の有 効 な解 決方 法 を見 出す こ とは 困難 で

あ り、 試 行 錯誤 を繰 り返 し てい る段 階 であ る。 この よ うに専 門 家 の養 成 と

くに教 育 問題 の重 要性 に認 識 して い るが、 教 育内容 の決 定 、 大量 教 育 のた

め の教 師 の 確保 、 予 算 措置 等 大 きな 険路 が あ る。 しか も コ ン ピュー タ に関

して後 発 国 で急 速 に先進 国 に追 い つ く必 要性 があ るだ け に この問題 は深 刻

で あ る とい う話 であ った。
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2.2国 家 情 報 科 学 庁(KrajoweBiuroInformatyki

onalOfficeofInformatics)

c'

所 在 地

調査年月 日

面 接 者

Nati－

Jasna14/1'6Warszawa,Poland

1971年12月4日(土 曜 日)

12月7日(火 曜 日)

Mr.Gackowski(President)

Dr.AndrzelS.Targowski(Vice

President)

Mr.Olejniczak(Dir.Development

Div.)

Mr.Grzecorzewicz(Dir.Equipment

Div.)

Mr.Letki(Dir.EquipmentDiv.)

Mrs.PopIawska(Dir.Informatics)

Mr.Selbirak(Dir.SystemDiv・)

Mr.Stanyski

そ の 他 各 省 庁20名

.2.2.1情 報 処 理 に 関 す る国 家組 織

情報科学庁は、ポー ラ ンドの情報 処理 に関す るあらゆる計画 の立案

お よびその実施 を指導 してい る国家機関であ る。 コ ンピュータの導入

とあい まって、20世 紀後半 の情報 に関す る科学技術 の展開は、産業

社会の急激な構 造変化 を もたらし、 さらに広 く社会全般に波及効果 を

お よぼ し、騨 な社会文化 的変動 をひ き起 しつ ・あ る・ このよ う時

態に対応す る行政組織 として、従来の機能別縦割行政組織 とは別に情

報 縮 緬 一的 に処理す る機関を設け、統一的に ・れ らの問題 を処理

してい る。新 しい社会に対応す る行政 の計画化についての問題 の一 つ

は関係行政機関を通ず る計画体系 の整備であ る。 個 々の省庁が、 どの
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よ う に 立 派 な 計 画 を も っ て い て も 、 全 体 の 計 画 体 系 が 整 っ て い な け れ

ば そ の 総 合 力 は 相 殺 さ れ て し ま う。 ま た 計 画 の 重 複 な い し は 洩 れ も 考

え ら れ る し 、 各 種 の 計 画 の 接 点 に も問 題 が 発 生 す る 。 こ の よ うな 議 論

は 以 前 か ら あ っ た が 、 ポ ー ラ ン ドの 行 政 組 織 は こ れ ら 諸 問 題 の 解 決 を

図 る も の で あ る 。

情 報 科 学 庁 は 、 科 学 技 術 委 員 会(TheCommitteeofSci-

enceandTechnology)の 管 轄 下 に あ る 。 科 学 技 術 委 員 会 の

中 に 国 家 情 報 科 学 委 員 会(NationalInformaticsCounci1)

が 設 け ら れ 、 そ こ で 実 際 の 政 策 決 定 が 行 わ れ て い る 。 情 報 科 学 庁 の シ

ス テ ム 関 係 の 組 織 は 、1入 の 次 長(Deputy-President)の 下

に シ ス テ ム 部(SystemDiv.)機 器 ・ソフ ト ・コ ン ビ ュ ー一夕 導 入 部

(EquipmentsoftwareComputerInsta川ation

Div.)教 育 広 報 部(InformationEducationPublic

RelationDiv.)開 発 部(DevelopmentDiv.)の4部 に

分 か れ て い る 。 さ ら に 各 部 は 国 家 情 報 シ ス テ ム(NIS)、 企 業 情 報

シ ス テ ム(BIS)、 自 動 化 設 計(CAD)お よ び プ ロ セ ス 制 御 の4

テ ー マ 別 に 課 を 編 成 し て い る 。 こ れ を 組 織 図 で 表 示 す れ ば 次 の よ う な

組 織 で あ る 。
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組 織 図

開発部 露 都;;1部

NationalOffice

総 裁(President)

次長

(DeputyPresident)

研 究開発

セ ンター

国家 情報 シス テ ム

企 業情報 シス テ ム

(BIS)

.・一(CAD)

国家計 算

セ ンタ ー網

ZETO

l蒜 ㍍)

■

9

一 プ ロセス制 御
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情 報 科 学 庁 は 、 ポ ー ラ ン ド に お け る コ ン ピ ュ ー タ の 導 入 活 用 に 関 す

る す べ て の 戦 略 業 務 を 行 な う 機 関 で あ り、 他 の 省 と 関 連 す る 分 野 は 協

議 し て そ の 実 現 を 図 る こ と に な っ て い る 。

戦 略 的 業 務 と し て は 次 の よ う な 事 項 が あ る 。

① 開 発 の 見 通 し と 開 発 計 画 の 作 成

② 開 発 お よ び 導 入 に 関 し て 新 規 企 業(Ventare)の 組 織 化 と

そ の 調 整

③ コ ン ピ ュ ー タ の 導 入 設 置

④ コ ン ピ ュ ー タ の 要 員 の 教 育 と 訓 練

さ ら に 情 報 科 学 庁 は2つ の 付 属 機 関 を 併 設 し て い る 。 そ の 一 つ は 、

国 家 コ ン ピ ュ ー タ セ ン タ ー 網(ZETO;Zjednoczenie

Infomatyki;ComputerBureauCorporation

Enterprise)で あ る 。 こ の 組 織 は 全 国 に ユ0ケ 所 の コ ン ピ ュ ー

タ セ ン タ ー を 設 置 し 、 そ の 地 方 の ユ ー ザ に 対 し コ ン ピ ュ ー タ の 導 入 に

関 す る 諸 サ ー ビ ス(シ ス テ ム 、 デ ザ イ ン 、 プ ロ グ ラ ム の 作 成)を 提 供

し 、 地 方 別 要 員 の 教 育 を 分 担 し て い る 。 ま た コ ン ピ ュ ー タ の 時 間 貸 し

も 行 な っ て い る 。

も う 一 つ の 機 関 は 、 研 究 開 発 セ ン タ ー(OBRI;Osrodeck

Badawejo-RozwojowyInfomatyki)で あ り 、 こ の 組 織 は

主 と し て 適 用 業 務 に つ い て の 研 究 開 発 と 将 来 の コ ン ピ ュ ー タ に 対 す る

需 要 と 技 術 の 予 測 を 行 な っ て い る 。

情 報 科 学 庁 で 、 ポ ー ラ ン ド の コ ン ピ ュ ー タ 機 種 別 、 性 能 お よ び メ ー

カ ー に つ い て の 説 明 が あ っ た 。

2.2.2コ ン ピ ュ ー タ の 開 発 お よ び 生 産 状 況

1971年 末 の コ ン ピ ュ ー タ の 設 置 台 数 は 約250台 で あ り
、 そ の

大 部 分 は ポ ー ラ ン ド製 で あ る。

ポ ー ラ ン ド製 の 最 初 の コ ン ピ ュ ー タ は 、]958年 に ワ ル シ ャ ワ の
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数 学 機 械 研 究所 で記 憶 容 量8192語 の 機械 が 組 み立 て られ た。 実 用

コ ン ピュータ は、1960年 にODRA-1001がWroclawに

あ るELWROで 生産 さ れ た。ELWROで は、 一 連 のODRAシ リ

ーズ の コ ンピュ ー タが生 産 され てい る。 そ の后ODRA-1002、

ODRA-1003が 生 産 され、1964年 か らは トラ ンジ スタ 使 用

のODRA-1004が 生 産 され た。

1967年 か ら、 第 二 世 代 の 科学 技 術 用 の 中型 計 算 機(サ イ クル タ

イ ム6μsec)の 試 作 品が 完成 され、1968年 か ら生産 が開

始 され た。 また1968年 には 英 国ICL社 の ラ イセ ンス に よ り第 二

世 代 の事務 処 理 用 の中型 コ ン ピュ ータ1304(サ イ クル タ イ ム6μ

sec)の 試 作 が開 始 され た。 このODRA-1300シ リー ズ は、

ラ イセ ンス 生産 であ るの で、ICL-1900シ リー ズ とソ フ トウェ

アは完 全 に互 換性 が あ り、 さ らにICL標 準 イ ンタ フェース を通 じて

ICL-1900シ リー ズ の周 辺 装 置 と通 信 装 置 を接 続 す る こ とが で

きる。 また第3世 代 の集 積回 路技 術 を使 用 し、 多重 プ ・グ ラ ミ ング、

多 重 プ ロセ ス、 多重 ア クセ ス が 可 能 であ るODRA-1305(サ イ

クル タ イ ム2μsec)が 生 産 され てい る。 この機 種 は、ICL19

05Fあ るい は1904Aと 機械 コマ ン ドで完 全 に互 換性 が あ る。 さ

ら に現 在 ミニ コ ン ピュー タODRA1325(サ イ クル タイ ム1μ

sec)を 開発 中 で あ る。 また別 の コ ン ピュー タ で、 ワル シ ャ ラにあ

るERAで は第 三 世 代 の ミニ コ ン ピュータK202(サ イ クル タ イ ム

1μsec)を 生 産 中 であ る。

現 在 の コ ン ピュー タ の 設置 台数250で は、 コ ン ピュ ータ ・パ ワー

に対する需要の約50%を 満 足 させ る程 度 であ る。 し たが って75年 ま

で に500～700台 を導 入 す る計画 を作成 して い る。 さ らに198

5年 の 時 点 では 、 ほ ぼ2,000台 の コン ピュー タが 必 要 であ る とい わ

れ てい る。
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2.2.3コ ン ピ ュ ー タ ・メ ー カ ー

ポ ー ラ ン ドの コ ン ピ ュ ータ ・メ ー カ ー は 、 す べ て 自 動 化 お よ び 測 定

機 器 産 業 連 盟MERA(ZjednoczeniePrzemysluAuto-

matyki;AporaturyPomiarcwejMERA)に 統 合 さ れ

て い る 。

コ ン ピ ュ ー タ の 生 産 は 、CPUは2社 、 周 辺 装 置 は1社 で 行 な わ れ

て い る 。1969年 ま で は 、CPUの 生 産 は ワ ル シ ャ ワ の 数 学 機 械 研

究 所 とWroclawのELWRO工 場 の2社 で 行 な わ れ て い た 。 数 学 機

械 研 究 所 は 、 研 究 活 動 を 本 務 と し 生 産 活 動 は 二 義 的 な も の で あ り、

ELWRO工 場 は 典 型 的 な 生 産 工 場 で あ り、 研 究 活 動 は 工 場 に 付 属 し

て い る 研 究 所 が 行 な っ て い る 。 数 学 機 械 研 究 所 で は 、 一 連 のZAMタ

イ プ が 設 計 さ れ 、ELWRO工 場 で はODRAシ リー ズ を 生 産 し て い

た 。1969年4月 に こ の2社 は 、 自 動 化 ・測 定 機 器 産 業 連 盟MERA

に 統 合 さ れ た 。ELWROは1958年 に 設 立 さ れ 、 二 年 后 の196

0年 に は 電 子 式 デ ジ タ ル 計 算 機 の 生 産 を 開 始 し て い る 。ELWRO工

場 で は 、 コ ン ピ ュ ー タ と 同 時 に ラ ジ オ 、 テ レ ビ の 部 品 も 生 産 し て い る 。

ELWROはBierutowiceとZieloneGoraに 工 場 を 設 け て

お り、 さ ら にPLwawekSlaski地 方 のPakowiceに も 工 場 を

新 設 し て い る 。

も う1っ のCPUの 会 社 は 、 ワ ル シ ャ ワ に あ るERAで あ る 。 こ の

工 場 で は 第 三 世 代 の ミ ニ ・ コ ン ピ ュ ー タK202を 生 産 し て い る 。

23ポ ー ラ ン ド国 立 銀 行

(NarodowegoBankuPolskiego)

所 在 地UL.Swietokrzyska11/21

Warszawa,Poland

調 査 年 月 日1971年12月7日(火 曜 日)

面 接 者Mr・G・Ogryczak(VicePresident)
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Mr.B.Jasinski(Dir.Org.Andinf

Dep・)

Mr.Gryszowski(ViceDir.Org.

AndinfDep.)

Mr.W.Keska

Mr.Z.Kosciolek(Dir.Comp.

Cenire)

ポ ー ラ ン ド国立 銀 行 は 、 財 務 省 の 管轄 下 にあ る 中央 銀 行 であ る。 国 立銀

行は 紙 幣 の発行 と国 家 計 画委 員 会 の 指導 の もとに各 企 業 に対す る基 金(固

定 フ ァン ドと流動 フ ァ ン ド)の 供 給 を主 た る業 務 と して い る。 国 立 銀 行 は、

約2万5千 人 の職 員 と427の 支 店 が あ る。 ポ ー ラ ン ドの主 な 企業 は この

支 店 を通 じて 資金 の 振 替、 現金 の 受払 を す る こ とに な って い る。 当初 予 定

され てい ない訪 問 で あ った が、G.Ogryczak副 総 裁 の 出迎 えを受 け 、

システ ムお よび コ ン ピュ ー タセ ンターの 部課 長 同席 で約1時 間 質 疑応 答 を

行 な った。 副 総裁 は 、 日本 の銀 行 の オ ン ライ ン ・シス テ ムに 興味 が あ り迅

速 なデ ー タ収 集、 デ ー タ の蓄 積 とそ れ をい か に業 務計 画 に結 び つ け るか ど

うか社 会主 義 経 済運 営 の観 点か ら の質 問 がな され た。

2.3.1適 用業 務

現 在 の コ ンピュ ー タで処 理 し て い る業 務 の内容 は 次 の3つ の グル ー

プに 大別 で き る。

① 約130万 口座 の 予金 の受 払お よび貸 付 金 の 管 理 を コ ン ピュー タ

で処 理 して い る。 全 国427の 支 店 の 窓 口で発 生 した取 引 を加算 機

で処 理 す る と同 時 に紙 テ ー プを作 成 す る。 この紙 テ ー プを17の 地

区 セ ンタ ーに送 付 し、 そ こ で取 りまとめ コ ン ピュー タ ・セ ンタ ーに

再 送す る。 中央 の コ ンピュ ータ で処 理 した結 果 も同様 な ル ー トで支

店 に返 送 され る。

1日 の デ ー タ 発 生 件 数 は 約5万 件 で あ る。 さ らに従 業 員 の給 与
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計 算 も コ ン ピュ ータ で処 理 して い る。

② 国 家計 画 委 員 会 と財務 省 に 対 す る報 告 お よび 各 種 金 融統 計 の作成

③ 各 種 の金 融 モ デル お よび1/0分 析 表 に よる計量経 済 学 的 分析 の

た め に コ ン ピュー タ を活 用 し て い る。

2.3.2コ ン ピュ ータ ・セ ンター の職 員 数 、 機械 構成

コ ン ピュー タ ・セ ンター の職 員 数 は、SE、 プ ログ ラマ、 オペ レー

タ等 あ わ せ て68人 であ る。

機 械 構 成 は 次の と お りであ る。

・NCR315-11965年12月 導 入

CPU20K

紙 テー プ ・リーダ2台

カ ー ド ・リー ダ1台

ク ラ ム(外 部 記 憶 装 置)

ラ イ ン ・ プ リ ン タ

。NCR-615-200-2

CPU32KB

紙 テ ー プ ・ リ ー ダ

カ ー ド ・ リ ー タ

ア イ ス ク

磁 気 テ ー プ 装 置

ラ イ ン ・プ リ ンタ

2.3.3将 来 の コ ン ピ ュ ー タ 化 計 画

3台

1台

1971年12月 導 入

台1

台1

)ルブダ(台1

台3

台1

将 来 の コ ン ピュータ 化 は、 国 家情 報 シス テ ム(NIS)の 金 融 部 門

の シス テ ムを作 成 す る予定 であ り、5年 計 画 で作 業 を進 め て い る。 こ

の計 画 では 、 マ ク ロ レベ ル として 次 の もの を考 え てい る。

① 銀 行券 の発 行 高 を所得 と消費 の 間 のCash-flowの 問題 と して、

この収 入 支 出の バ ラ ンス を推 計 で きる シス テム を考 え る。
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② 投 資 に つい て 分 析 予測 を行 う。 投 資 の波 、 投 資期 間 等 につ い て予

測 し、 政 策 手 段 の効 果 を確 認 す る シス テム を 開発 す る。

③ 地 域別 の金 融 分 析 を行 な う。

ミク ・ レベ ル と しては 、 個 別 企 業 の投 資 の 有効 性 につ い て計 量 経 済

学 的、OR的 分 析 を 行 な い、 個 別 投 資 の意 思 決 定 に利 用す る と同 時 に

マ ク ・レベ ル との 関連 を 考慮 す る シス テ ム を開 発 す る。

現 在 シス テム開 発 上 問題 とな っ てい る点 は、 投 資再 投 資 資金 の 需給

に関 す るデ ー タ の 入 力方 法 と、467支 店 の デ ー タ 収 集 方 式 の 改

善 に 関す る事項 で あ る。 前 者 に っい ては、 デ ー タ ・ペ ー ス 、 ア 一 夕

・バ ンクの問題 と な る と思 うが、 は っ き り とした 計 画 は ない。 しか

し ワル シ ャ ワの地 区 の 企 業 デ ー タの 蓄 積 を 開 始 して い る と の話 であ

った。
`

副総 裁 の話 で は、 ポ ー ラ ン ドに おけ る銀 行 の体 系 は 次 の よ うにな っ

て い る。

農 業 銀 行

国 立 銀 行

財 務 省 輸 出 入 銀 行

保 険

貯 蓄 銀 行(PKO)

全銀 行 の 支店 は 約1600で あ る。 この うち農 業 銀 行 で は20年 の

長期 貸 付 を コ ン ピュー タ で処 理 して お り、 輸 出 入銀 行 も輸 出 入バ ラン

ス の 予測 計 算 を行 な って い る。

2.4国 家計 画委 員 会 コ ン ピュータ ・セ ンター

(ComputerCenterofThePoいshPlanning

Commision)

調 査年 月 日1971年12月6日(月 曜 日)

面 接 者Mr.AlfonsMtslinskiMA
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(Dir.ofTheComputerCenter)

国 家 計 画委 員 会 の コ ン ピュー タ ・セ ンタ ー は国 家 計 画委 員 会 の各 種 計 画

作成 と その検 討 の た め に利 用 され てい る。1967年 に 開 設 され、 ソ連 製

のMINSK-22(8KW)を 設 置 してい る。 コ ン ピュ ータ ・セ ンタ ーは 、

SciencePlanningCommitteeあ るいはPlanningI.nsti-

tuteと 協 力 し て 国 家経 済 計画 作成 の基礎 資料 を作 成 し てい る。 予 測 は 巨

視時 経 済 モ デル分 析 、1/O分 析 に よる人 口成 長 、 労働 力、 投 資、 所 得 、

外国 貿 易等 に つい て 主 として行 な って い る。 また地 域 間 の輸 送 問題 、 地 域

間 の労 働 需給 の分 析 も行 な ってい る。

5時 以降 の訪 問 で あ ったが、 所長 自か ら黒 板 を使 い ポ ー ラ ン ドの国 民 所

得 の計 算 式 に つ い て丁 寧 に基 本 的 な説 明 をし て くれ た。

2.4.1コ ン ピュー タ ・セ ンターの職 員 構成 と設 置 機器

コ ン ピュー タ ・セ ンターに はMINSK-22が 設置 され、 約100

人 の職 員が い る。

(1)職 種 別 内 訳

18人 数 学 者

30人SE、 プ ログ ラマ

10人 総 務 係

7人 メ ンテ ナ ンス ・エ ンジ ニ ア

30人 オペ レータ と キーパ ンチ ャ

(2)セ ンター の 機械 構 成

MINSK-22

CPU8KW

磁 気 テ ー プ装 置4台

カ ー ド ・リーダ(低 速)'1台

ライ ン ・プ リンタ(低 速 ・ソ連 理)1台
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ライ ン ・プ リンタ(高 速 ・ポ ー ラ ン ド製)1台

紙 テ ー プ ・ソ 一 夕1台

紙 テ ー プ ・パ ンチ1台

2.42業 務 内容

コ ン ピュ ータ ・セ ンタ ー の主 た る業務 は 、 国 家経 済 計 画 作成 の ため

生産 予測 、 地域 分 析 等 の 予測 基礎 資料 の作 成 で あ る。 このた め 現在 開

発 され て い る計 量 経 済 的 分 析 方法 、OR方 法 は全 部 使 用 し て、 予測 の

精 度 の 向上 に努 め て い る。 マ ク ・予 測 の他 に 産業 別 、 地 域別 の問題 も

手 がけ てお り化学 肥料 工 場 の地 域 配 分の 問題 、 木 材 資源 の構 造 決 定 問

題 、 地 域別 の 労 働 力需 給 の問 題 等 が 現在 ま でに 完 了 した。

また 問題 発 見 の ため の ア ン ケー ト分析 を実 施 し てい る現 在、 開発 中

の シス テ ム と して は、 各 企 業 の計 画 と国 全体 の 計 画を一 致 させ るた め

の シス テムで あ る。 そ の ため に企業 の計画 と管理 の ため の シス テ ムを

検 討 中 で あ る。

また 多期 間 に わ た る最 適化(最 適経 済 成 長 問題)も 考慮 す る 必要 が

あ るので これ に つい て も研 究 中 であ る。 この ため にあ らゆ る研 究機 関

と協 力 して作 業 を進 め てい る。

2.4.31972年 の 機械 使用 時 間 計 画

現 在 ソ連 製 のMINSK-22(8KW)で あ るが 、 大型 の機 種 に

変 更 す る予 定 で あ り、 大部 分は2シ フ トで あ る が、 ピー クは3シ フ ト

で運 転 す る計 画 で あ る。4100時 間 の 内2700時 間 を委 員会 の計

画 関係 に 使 用す る。 そ の他 の 時間1400時 間 は 次の よ うに使 用す る

計 画 であ る。

プ ログ ラ ム ・テス ト40時 間

外部 サ ー ビス700時 間

新 機種 導 入 の た め の コ ンバ ー ジ ョン400時 間

メ イ ンテ ナ ンス260時 間
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2.5MERA-MAT

所 在 地

調査年 月 日

面 接 者

Wynalazek,Stuzewlec,Warszawa,

Poland

1971年12月6日(月 曜 日)

Dr.T.SC.ZdzislawLapinski

(GerleralDirector)

M.T.SC.ZbigniewBlalczyk

(ResearchDirector)

MERA-MATは 、 コ ンピュータ周 辺機 器 のメ ー カー で あ り、磁 気 テ

ー プ装 置
、磁 気 ドラム、磁 気 デ ィス ク、 ライ ン プ リンタの電 子 部 品を生 産

し てい る。 こ の電 子 部 品 は、 同 じ ワル シャワ市 内 にあ る機 械工 場BLON-

ICに 送られ、そ こで組み立て調 整 され 出荷 され る。 当 工場 は 従 来 電子 用 プ

ラス チ ック部 品、 測 定 実験 器 具 の生 産 を行 っ ていた が、 漸 次入 出 力機 器 の

生 産 ウェ イ トが増 加 しつ つ あ る。 従 業員 は1,200人 で、 その 内 約300

人 が 技 術者 であ り、 附 属 の研 究所 に約100入 の研 究者 がい る。 工場 は 現

在組 立 ライ ンを新 設 中 で あ り、 現 在 は従 来 の 方法 で 一応 流 れ 作業 で組 立 を

行 な って い る。 組 立 工 の大 部 分 は女 性 で あ った。

磁 気 テ ー プ装 置 は コメ コ ンの標 準 仕様 の もの を1971年 に は150台

(計 画)製 造 し、 エ972年 に は450台 生産 す る 予定 であ る。 また、 磁

気 テー プ装 置 のRead-Write-Headで ノ イズ の影 響 の 少 くな い もの

を開 発 し、 西 欧 に 輸 出 して い る との話 で あ ったρ

さ ら に、1972年 か らKey-to-Tape装 置 を生 産 す る計 画で あ

る。

1971年 か らの5年 計 画 で は、5年 後 には800%増 の 生産 量 にな る

ことを予 定 してい る。

2.6BLONIE

所 在 地Blome,K/WazawyUL.Grodziska15,
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Poland

調査 年 月 日1971年12月6日(月 曜 日)

面 接 者Mr.StanilawBak(Director)

Mr.RomanSprwski(DirectorCo㎜ －

ercialofMERA)

この 企業 は電 話 の ダ イ ヤ ル、 ポ ー ラ ン ド製 自動 車(フ ィ ァ ッ トの ライセ

ンス生産)の ス ピー ドメ ー タ を生 産 し てい る機 械 工 場 で あ る。

1970年 か ら紙 テ ー プ、 リー ド ・パ ンチ 、 ライ ン ・プ リンタ、 磁 気 テ

ー プ装 置 等 の コ ン ピュ ータ 入 出 力装 置 の生産 を 開始 した。 電子 部 品は

MERA-MATか ら供 給 を受け 、 機械 部 分 の 製 作 と組 立 を行 な っ てい る。

また将 来 カード・リーダ の 開発 を計 画 して い る。 現 在 コ ン ピュ ータ の入 出力

部分 の増 産 の た め生 産 ラ イ ンの整 備 中 で工 場 の 増改 築を していた。また新 分

野 のた め の専 門職 員 の採 用、 既 在 職 員 の 配置転 換 の た め の再 訓練 が 行 なわ

ユ

れ て い る。

従 業 員 は約2,500入 で、 その 内技 術 者 は350入(大 学 卒108人 、

高校 卒242人)で あ る。 さ らに 当企 業 で は、 コ ン ピュー タ の周辺 装 置 の

技術 者 が少 な くな い とい う問題 が あ る。 現 在 これ らの技術 者 の増 加 に努 め

てい るが な か なか 充 足 で きな い の で、 国 立 研 究 所 の 指 導 を 受 け 、新 規大

学 卒業 者 を これ に 当 て て い る。 また新 生 産 ラ イ ンの た め職 員 の再 訓練 を 行

う

な っ て い る 。

主 要 製 品 の 仕 様 は 次 の と お り で あ る 。

(1)磁 気 テ ー プ 装 置

①PT-2

200、600、800BPIIBM社 と 互 換 性 が あ る 。

ピ ンチ ロ ー ラ 方 式

②PT-3

800BPIIBM社 と 互 換 性 が あ る 。
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び

シ ン グ ル キ ャ プ ス タ ン

5m/secリ ワ イ ン ド ・ス ピ ー ド

(2)ラ イ ン プ リ ン タ

英 国ICL社 の ラ イ セ ンス 生 産 で ド ラ ム 方 式 の ラ イ ン プ リ ン タ を 生 産

し て い る 。

1350行/分

128文 字/行160文 字/行

使 用 文 字 数64文 字

数 字0～9

A～Z

ラ テ ン 語

ス ラ ブ 語

(3)ペ ー パ ー ・テ ー プ

5、6、7、8チ ャ ン 不 ル テ ー フ

読 み 取 り ス ピ ー ド ユ000字/秒1

パ ン チ100字/秒

5ボ ーーラ ン ド製 主 要 コ ン ピ ュ ー タ の 機 種 別 性 能

(1)ODRA1204

科 学 技 術 計 算 用 の 第2世 代 の コ ン ピ ュ ー タ

記 憶 容 量16Kワ ー ド1ー ワ ー ド=24ビ ッ ト

ス ト レ ッ ジ ・サ イ ク ル ・タ イ ム6μsec

主 要 機 器 構 成

コ ン ソ ー ル ・タ イ プ ラ イ タ

紙 テ ー プ ・ リ ー ダ

紙 テ ー プ ・パ ン テ
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(2)ODRA1304

科 学 技 術 お よ び 事 務 用 の 第2世 代 の コ ン ピ ュ ー タ

記 憶 容 量32Kワ ー ド1ワ ー ド=32ビ ッ ト

ス ト レ ッ ジ ・サ イ ク ル ・ タ イ ム6μsec

ODRA1300ジ リー ズ の 論 理 ア ー キ テ ク チ ュ ア は 、 英 国ICL社 の

1900シ リ ー ズ と 完 全 に 互 換 性 が あ る。 ま たICL1900シ リ ー ズ の す

べ て の ソ フ ト ・ウ ェ ア は 、ODRA1300シ リ ー ズ で 利 用 で き る 。

主 要 機 器 構 成

紙 テ ー プ

ラ イ ン ・ プ リ ン タ

磁 気 テ ー プ装 置

ODRA1300シ リ ー ズ で はICLの 標 準 イ ン タ フ ェ ー ス を 用 い て い る

の で 、ICL1900シ リ ー ズ の 周 辺 装 置 と 通 信 装 置 と を 完 全 に 接 続 す る こ

と が で き る 。

(3)ODRA1305

集 積 回 路 技 術 を 用 い た 第3世 代 の コ ン ピ ュ ー タ で あ り、 多 重 プPセ ッ シ ン

グ 、 多 重 プ ・ グ ラ ミ ン グ 、 多 重 ア ク セ ス が 可 能 で あ る 。

記 憶 容 量32Kワ ー ド ～256Kワ ー ド

1ワ ー ド=24ビ ッ ト

2つ のCPU

ス ト レ ッ ジ ・サ イ ク ル ・タ イ ム2μsec

機 械 語 の コ マ ン ド ・ リ ス トはICL1905F/1904Aと 完 全 に 互 換

性 が あ る 。

(4)ODRA1325

集 積 回 路 技 術 を 用 い た ミ ニ ・コ ン ピ ュ ー タ で あ る。

記 憶 容 量8K～256Kワ ー ド

1ワ ー ド=16ビ ッ ト
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チ ェ コス ロバ キ ア

1.概 要 お よ び 所感

■

チ ェコ ・ス ロバ キ ア(Czechoslovakia)と い うの は、 こ の国 の 英 語 名

で、 正称 は チ ェコス ロ ヴェ ンス カ(Ceskoslovenska)で あ る。

面 積:127,869Km2

人 口:14,418千 人(1969年 国 連 統計)

GNP:283億 ドル(1969年 推定)

政 体:社 会 主 義 共和 国.

首 府:プ ラハ

この国 は 、 東 欧諸 国 中 第1の 工 業国 で、 古 くか ら西 欧文 化 を吸 収 し、 農 業 地

帯 のス ロバ キア を 除 き工業 が 高 度 に発 達 してい る。 第2次 世 界大 戦後 は 、 数次

の5ケ 年 計 画期 間 中 に重工 業 と くに機 械 製 作工 業 を中 心 に根 本 的 に再 編 され た 。

貿 易は ソ連 をは じめ とす る 社会 主 義国 との 取引 が 多 く、 最 近 は 中 東や 東 南 ア ジ

ア ・南 米方 面 に も進 出 して い る。

チ ・コ ・ス ・・⇒7は ・ ・968年 ・・月か ら連 邦制 醜 行 した ので ・ 行 政

組織 としては 連 邦 政府 、 チ ェコ政 府 お よび ス ロバ キア政 府 が あ る。

この国 の1971年11月 末現 在 の コ ン ピュー タの設 置 台 数 は240台 で あ

る。 そ の う ちチ ェコ ・ス ロバ キ ア 製が50%の シ ェア を 占め 、西 欧 側 の も のの

シ ェアは35%で あ る。

西 欧側 の機 器 で主 な大 型 機 は、IBM360-40,CDC300,ICL1900,

IBM7040,UNIVAC105で あ る。

初 めて の コン ピュー タは 、1958年 に設置 さ れ た。

1962年 以 降 の コ ン ピ ュー タの設置 台数 は増 加 傾 向 をた ど り、1965年

か らは 飛躍 的 な設 置 台数 の増 加 を示 した。 そ の年 次 別 の設 置 台数 は次 の とお り
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で あ る 。

1961年

1962

1963

1964

1965

1966

1967

1968

1969

(資 料)

12台

18

23

30

45

87

109

139

184

Mechnizaceaautomatizace

administrativy,Automatizace・

コ ン ピ ュー タ の設 置 台数 を チ ェコ圏 と ス ロバ キア 圏 と に分け てみ る と、 た と

え ば1968年 の139台 は、 チ ェコ110台 、 ス ロバ キア29台 で あ り、 ス

ロバ キ ア圏 は農 業 国 で あ る とい うこ とを考 慮 すれ ば この分 配 比率 は あ る程 度 妥

当 な も の で あ る と思 わ れ るが 、 連 邦 制の も とで は 国 が 違 うの で種 々の 問 題が

生 じて い る。

コ ン ピ ュー タの 生産 は、 連 邦工 業 省(FederalMinisteryof

Industry)が 分 担 し、 技 術 開 発は 連 邦技 術 ・投 資 省(Federal

MinisturyofTechnologyandInvestments)が 担 当 して い る。

コン ピ ュ』 タ科 学 に 関 して は、 科 学 ア カデ ミー(CSAV)の なか の 応 用 サ

イバ ネス テ ック ス 研 究所 と連 邦 政府 所 管 の コ ンピ ュー タ研 究 所(VUMS:

InstituteofComputers)で 研 究 開 発を行 な って い る。

現 在 、 政府 機 関 お よび企 業 は、 主 として科 学 、 技 術計 算 に使 用す る割合 が 増

加 して い る。 企 業 へ の コン ピュー タの導 入は 、 国産 機 な らば 企 業 の判 断 で 行 な

え るが、 輸 入機 に つ い ては、 関 係各 省 の 認可 が 必 要 で あ る。 特 殊 用 途以 外 は国

産 品か共 産 圏の もの を 導 入す る こ とを原 則 と して い る。
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さ らに 導 入後 に 当 初 の 導 入 目的 どお りに使 用 して い るか ど うか につ い て 一部

調 査 を行 な っ てい る との 話 で あ った 。

コン ピ ュー タの メ ー カー は二 つ あ り、TESLAとZPAで あ る。TESLA

は 、 フ ラ ン ス のBullGeneralElectricと ラ イ セ ン ス 協 定 を 結

び、GAMMA140,141,142型 をTESLA-200の 名称 で 生産 して い る。

ZPAで はs純 国 産 機ZPA-200と600を 開発 し生産 して い るo

チ ェコ ・ス ロバ キ ア の コン ピ ュー タに 関す る組織 の 特徴 の一 つ と して、ZP

A所 属 のKancelarkeStrojeが ある。

この 企業 は、 チ ェコで使 用 され てい る東 欧圏、 西 側 諸 国 の いず れ か を 問 わず、

す べ て の コ ン ピ ュー タに対 す る保 守、 修 繕 を行 な って い る。 さ らに次 の業 務 も

サ ー ビス して い る。

① 各 種装 置 のた め の ソフ トウ ェア の 開発 と改 良

② 導入 予定 企業 に 対 す る コンサ ル テ ー シ ・ン

③ 空調 、 スペ ース デ ザ イ ン等の コ ン ピュー タ導 入に付 属す る諸 設備 に対す る

技術 指 導

KancelarskeStrojeは 、 プ ラハ の本 社 のほ か6支 社 、80支 店、

70の サ ー ビス セン タ ー を配置 して い るほ か、 プ ラハ には 近 代 設 備 を もった 専

門研 究 所 を設置 し、 科 学 ア カデ ミー、 大 学 等 と密 接 な 関係 を もっ て 理論 、 実 務

両面 の 研 究 開発 を行 な って い る。

この 国 は、 戦 前か ら工 業 生産 が 発展 してい て、 東 欧 諸国 随 一 の 先 進 工業 国 で

あ る。 情報 処 理 お よび コン ピュー タの分野 で も当然 東 欧 の先 端 を 行 くもの と思

われ てい たが 、 国産 コ ン ピ ュー タ の 開発が 遅れ 、 自国産 では 需 要 を 満 たす こ と

が 出来 な か った ので、1960年 代 には ソ連、 西 欧 か らは もち論 、 ポー ラン ド

製 の コ ン ピ ュー タさ え も輸 入す る状 態で あ った 。

今 回の 調査 に際 して 、 当 然情 報処 理 な らび に コン ピュー タ化 の現 状 、そ の 問

題点 と対 策、 と くに 将来 構 想が 聞 かれ る もの と予 想 して い たが 、 将来 計 画 に ま

った くふ れ なか った の は残 念 で あ る。
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会 議 に 出席 して い た コ ン ピ ュー タ技 術者 特 に中 央 技 術 ・経済 情報 研究 所

(CentralInstituteforTechnicalandEconomic

Information)のZdenekHavlik博 士 は 、 日本 の コ ン ピ ュー タ等

情 に精 し く、JIPDECの 研 究 報 告 の送 付 を 要 望 し、 さ らに電 子 綜 合 研 究所

等の 日英 両 語 の機械 翻 訳 研 究 の進行 状 況、 特 許 情報 管 理 システ ム完 成後 の運 営

状 況 等 数 多 くの質 問が あ り、 日本 語で よい か ら文 献 を 送付 す る よ う重 ねて 要 望

され、 日本 の 実 情 お よび 今後 の 可 能性 を知 ろ うとす る積 極 的 な 態度 が うか が わ

れ た。

2.詳 論

2・1技 術 投 資 省CFederalMinistryofTechnologyand

InVeStmentS)

所 在 地

調査年 月 日

面 接 者

Sl
,ezska9,Praha2,Czechoslovakia

1971年12月9日(木 曜 日)

Mr。Ing.JiriKeller

Mr.Ing.MiroslavDopita

Mr.Ing.PavelDubsky

Mr.Ing.BohumirTicky(ChiefComputing

EngineerLaboratoryf←orExperimelltal

DataProcessing)

技 術 ・投 資 省は、 連 邦政府 全体 の技 術 の研 究 開発 を分 担 して い る。 研 究 は、

基 礎・ 応 用 、 開 発 の3部 門に分 か れ、応 用 研 究 ・を 主 と し 、 基 礎 研 究 は 応用

に 関 連す るテ ー マ につ い て行 な って い る。 さ らに応 用研 究 部 につ いて は4つ

の主 要 テ ーマ につ い て 研 究 され て い る。

① 新 材 料、 新技 術 の 分 野

② 生産 と分 配(人 と資金 の配 分)の 分 野
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③ 情報 科学(主 と して情 報 の配 付 につ い て 研究 し、 情報 の 創 造に つ い ては

ふ れ ない。)

④ 公害 の 問 題

連 邦政府 は さ らに、 関 連 した 多 くの 研究 所 を設置 し、 それ ぞ れ の テ ー マ に

つい て 独 立 に研 究 開 発 を して い る。

2.1.1コ ン ピュー タ 導入 台数

12月8日 付 の党 機 関紙 ルデ ・プ ラボ(RUDEPRAVO)に よる と、

1971年11.月 末現 在 の コ ン ピュー タの 設置 台数 は、240台 で あ る。

そ の うち84台(49機 種)が 西 側諸国 の 製品 で 全体 の35%の シ ェア

ー を 占めて い る
。

チ ェ コ ・ス ロバ キ ア 製 のZPAが20台 、TESLAが100台 で 両

者 合わせ て50%の シ ェアー で あ る。

2.1.2コ ン ピ ュー タ産 業

チ ェコ ・ス ロバ キ アは 、 独 自の コ ン ピ ュー タEPOS-1お よびEPOS

-2を 開発 した。 コン ピュー タ産 業 の 将来 の発展 につい て、1966年

に ス ロバ キア 自動 化委 員会 委 員 長JaroslovMichalica氏 が 党機

関紙 ル デ ・プ ラボ紙 上 で研 究 活動 を 中 止 す る提 案 を行 な って い る。

チ ェコ ・ス ロバ キ アは、EPOS-1,EPOS-2以 外なにひとつ 開発 し

てい な い。 そ して 、 この2つ の タイ プは 完 全 に陳 腐 化 して い る。EPOS

-2型 の 生産 は1971年 に ようや く開 始 され る予定 で あ る
。 さ らに

EPOS-2型 は 第2世 代の コ ン ピ ュー タで、生産が開始されfC時 点です でに

陳 腐 化 して い る。 こ うした 理 由か ら現 在す で にそ れ が 古 くな って い る と

知 られ て い る技 術 的 な問 題 を解 決 す るた め に多額 の 資金 を支 出す る こ と

は無 意 味 で あ る の で、 研 究活 動 を中 止す る こ とを提 案 した。 そ の後 幾 多

の う余 曲折 を経て 自 力 に よる生産 を 軌道 に 乗せ る こ とを 決定 した。

これ に伴 い コ メコ ンの コ ン ピュー タ生産 協 定 に参加 して い る。 しか し、

チ エコ ・ス ロバ キ アの コ ン ピュー タ産 業 の 将来 の 発展 に 関 し、 決 定 的 な
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役 割 を 果 す こ と に な る の は 、 フ ラ ン ス のBULLGeneral

Electricと の 間 で 結 ば れ た ラ イ セ ン ス 協 定 と い わ れ て い る 。

こ の 協 定 よ りGAMMA140,141,143型 がTESLA-200の 商 品

名 で 製 造 販 売 さ れ て い る 。

さ ら に も う一 つ の メ ー カ ーZPAに よ る 国 産 機 種ZPA-200お よ び

600型 の 量 産 も 開 始 さ れ て い る 。

コ ン ピ ュ ー タ と そ の 端 末 機 器 メ ー カ ー は 、 工 業 省(Mihistryof

Industry)所 管 の 二 つ の 連 合 体 に 集 中 し てk・ り 、 各 生 産 企 業 は こ の

い ず れ か に 属 し て い る 。

(1)TESLA

第2次 大 戦 后 、 既 存 の 企 業 お よ び 工 場 の 大 部 分 が 国 有 化 さ れ 、 組 織

的 に 一 つ の 統 合 企 業TESLAに 集 約 さ れ た 。TESLAは 電 子 管 、

半 導 体 、 ラ ジ オ 、 テ レ ビ 、 医 療 用 機 器 、 測 量 器 お よ び 通 信 装 置 等 を 生

産 す る 総 合 エ レ ク ト ロ ニ ク ス 企 業 で あ る 。TESLA型 計 算 機 は 、

TeslaPardubiceで 生 産 さ れ て お り 、TeslaRosnovz

は 、 コ ン ピ ュ ー タ 用 の 半 導 体 と 集 積 回 路 の 生 産 を 分 担 し て い る 。

(2)ZPA

ZPAは 、 統 制 制 御 装 置 、 事 務 機 器 、 演 算 装 置 の 分 野 の メ ー カ ー に

よ る 連 合 体 で あ る 。ZPA-200お よ びZPA-600型 の コ ン ピ ュ 一一

タ お よ びMEDA-Tの ア ナ ロ グ ・コ ン ピ ュ ー タ は 、ZAVODY

PrumysloveAutomatizace(
.Cakovice所 在)で 生 産 さ れ

て い る 。 ま た 、Aritamaで は 、ARITAMA-220型 の せ ん 孔 カ ー ド

装 置 とARITAMA-1050の ラ イ ン プ リ ン タ を 生 産 し て い る 。ZPA

-600は オ ー ル ・ ト ラ ン ジ ス タ で40台 の 外 部 ユ ニ ッ トが 接 続 で き 、

5つ の マ ル チ ・プ ロ グ ラ ミ ン グ が 可 能 なeycle-time3μsecの

コ ン ピ ュ ー タ で あ る 。ZPA-200は8台 の 外 部 ユ ニ ッ ト し か 接 続 で

き ず 、 マ ル チ ・プ ロ グ ラ ミ ン グ も 不 可 能 な 小 型 機 で あ る 。
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ZPAで は 、 次 の 二 つ の 研 究 所 を 管 理 し て 、ZPA傘 下 の 諸 企 業 で

生 産 さ れ る 機 器 の 開 発 改 良 を 行 な っ て い る 。

・ オ ー ト メ ー シ ョ ン 装 置 研 究 所(VUAP:VyzkmnyUstav

AutomatizacnichProstredku)

・ 数 理 計 算 機 研 究 所(VUMS:VyzkumnyUstavMate-

matickychStroje)

ZPA-200,600型 の 中 央 処 理 装 置 は 、VUMSで 開 発 さ れ

た 。 さ ら に 概 要 で 述 べ た 保 守 サ ー ビ ス 、 ソ フ ト ウ ェ ア 開 発 、 企 業

の デ ー タ ー 処 理 セ ン タ ー 計 画 作 成 等 を 行 な っ て い る サ ー ビ ス と コ

ン サ ル テ ィ ン グ 会 社KancelarskeStrojeもZPAに 所 属

し て い る 。

2.1.3コ ン ピ ュ 一一タ の 普 及 状 況 お よ び 問 題 点

チ ェ コ ・ス ロ バ キ ア で 初 め て の コ ン ピ ュ ー タ は 、ZUSE-1.1型 で 、

1958年 に 設 置 さ れ 、 そ の 後 増 設 が 行 な わ れ た 。

MechonizaceaAutomatizace.Administrativy,

Automatizaceに よ る と,そ の 年 次 別 の 増 加 状 況 は 次 の よ う に な っ

て い るo

年

1961

1962

1963

1964

1965

1966

1967

1968

台

12

18

23

30

45

87

109

139

設 置 され た コン ピ ューー一夕の機 種は、大 部 分 が ソ・連 製MINSK-22型
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で あ り、 これ に次 いで ポー ラン ド製 のODRA型 シ リー ズ の シ ェアが大

きい 。

これ を需 要先 の 省庁 別 にみ た コ ン ピ ュー タの 保有 状 況 は、1968年

で次 の とお りで あ る。

一

、

省

〃

省

省

一

省

議

省

省

会

総

省

セ

省

省

省

他

業

六

会

類

継

端

糧

計

育

力

業

学

設

画

技

防

↑

食

輪

生

の

エ

⇔

邦

酬

料

れ

業

A・

重

教

科

鉱

連

化

建

国

貴

国

工

農

運

厚

そ

43台

36

9

9

8

6

6

3

3

3

2

2

2

2

5

139

(資 料)MechanizaceaAutomatizaceadministrativy

チ ェ コ ・ス ロ バ キ ア の コ ン ピ ュ ー タ は 重 点 的 に 重 工 業 省 お よ び 教 育 省

に 設 置 さ れ て い る 。 ま た 、 こ れ ら の 地 域 的 分 布 を 見 る と、 大 部 分 が チ ェ

コ 地 方 に 設 置 さ れ 、 ス ロ バ キ ア 地 方 は 少 な い 。

地 区 設 置 台 数

フ フ ハ48

西 ス ロ バ キ ア23
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南 マ ー レ ン15

北 マ ー レ ン15

中 央 ボ ー メ ン10

西 ボt－ メ ン8

北 ボ ー メ ン5

南 ボ ー メ ン4

東 ス ロ バ キ ア4

中 央 ス ロ バ キ ア2

コ ン ピ ュー タ の 導入 に とも な い、 ど この国 で も大量 の専 門家 を必 要 と

し、 そ の充 足 の た め に学 校 教 育、 職 場 で の実 務教 育が 行 なわ れ て い る。

しか し、 チ ェコは ソ連 圏お よび西 側 か ら多機 種 の コ ン ピ ュー タ を輸 入

した た め、 設置 して い る機 種 の 半分 近 くが1台 しか ない た め 、 専 門家 養

成 のた め の教 育 が 重 視 され てい るに もかか わ らず 、 機 種 ご とに専 門家 を

配 置す るこ とが 困 難 な もの とな って い る。

2.1.4コ ン ピ ュー タ技 術者 の 養成

チ ェコの コン ピュー タ導入 上 の大 きな ネ ックの 一つ に 専 門家 の不 足 問

題が あ る。

大 学 にお いて は 学 生 に基 礎的 な プロ グ ラ ミングの コー ス を設置す る と

同 時 に、 理論 的 な 研究 を も行 な い、 コン ピュー タ技 術者 の養 成 に 力を 入

れ て い る。

ま た、 実 務経 験 のあ る者 のた め の特別 コー ス も設け られ、 最 新 の コン

ピュー タ知 織 を 教 育す る こ とに な って い る。 こ の国 の コ ンピ ュー タの設

置 台数 中か な りの数 を大 学 に 配置 して い る。主 要 大学 の コン ピュー タ設

置 台数 は、 次 の よ うにな って い る。

プ ラ ハ 大 学3台

プ ラ ハ 工 科 大 学3台

ブ ル ノ 工 科 大 学4台
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ブ ル ノ 大 学1台

コ シ ツ エ 大 学1台

オロモウッエ工 科 大 学3台

ブ ル ゼ ン 大 学1台

ブ ル ゼ ン 工 科 大 学2台

さ らに、 前述 のKancelarskeStrojeは 、 専 門家 養 成 のた め

に、 各 種 の 教 育 訓 練 を実 施 してい る。 こ の コー ス は、 プ ログ ラマ、 オ ペ

レー タ,保 守技 術者 の訓 練過 程 も設 け 、 実 務 的 な講 習 を行 な って い る。

こ の国 では、 コ ン ピュー タ の需 要 を十 分 に 満た す こ とが で き な い の で、

企業 や 各 種 の研 究 機 関か らの委 託計 算 を 引受け る 計算 セ ン ターが 設 置 さ

れ て い る。 将来 は、 業 務 内容 を専 門化 した 計算 セ ン ター を拡 充 増設 して

い くこ とが 計 画 され てい る 。

これ ら計 算 セ ン ター要 員 の 長 期需 要 計 画 が1968年 に 作 成さ れ た 。

そ の 種識 別の 所 要 人 員数 は 次 の とお りで あ る。

計 算 セ ン タ ー 要 員 長 期 需 要 計 画

年 度

職 種

1968

～

1970

1971

～

1975

1976

～

1980

管 理 者 60人 120人 200人

ア ナ リス シス テ ム エ ン ジニ ア 370 670 1,120

シ ニ ア プ ロ グ ラ マ ー 340 940 1,140

プ ロ グ ラ マ ー 1,110 2,100 3,370

経 営 エ ン ジ ニ ア 490 780 1,400

保 守 技 術 者 590 1,070 1,760

オ ペ レ ー タ ー 1,650 2,430 3,700

合 計 4,610 8,110 12,690

(資 料) Mechanizaceaautomatizace

administrativy
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この計 画 では 、1976～1980年 の5か 年 計 画年 次 で現在 の3倍

の 人 員を 予 定 して い る。

2.2中 央技 術 ・経 済 情報 研究 所(CentralInstitutefor

TechnicalandEconomicInformation)

所 在 地Konviktska5,Praha1,Czechoslovakia

調 査年 月 日1971年12月10(金)

面 接 者Dr。ZdenekHavlik

中 央 技術 ・経 済 情 報 研究 所 は、 連 邦 技術 図書 館 に所 属 して い る。 技 術、 経

済 デー タに 関 す る手 作 業 に よるデ ー タ セン ター で あ り、 収 集 した デ ー タを 整

理 し関 係先 に 配付 す る こ とは 主た る業 務 の一 つ で あ るが、 さ らに 関係 先 か ら

必 要 とす る情報 の 所 在に 対 す る照会 に 回 答 し、 文 献 入手 をあ つ 旋す る ク リア

リン グ機 構で も あ る。 各 省庁 は、 一 般機 械 、 建 築機 械 、 化 学、 農業 等そ れぞ

れ の 分担業 務 別 の 情報 を収 集 し整理 す る機 関 を設置 して い るが、 外国 との 関

係 は すべ て この 中 央 技術 ・経済 情報 研 究所 を窓 口 と して 行 な うこ とに な って

い るo

外 国文 献 に 対 しては、 複 写 サ ー ビスや マ イ ク ロ ・フ イル ムの 作成 供給 を行

な って い る。

定 期 的 に 「Newsforabroadtechnology」 等 を 作成 配 付 し、 不

定 期 に テ ーマ 別 の モ ノ グ ラフを 出版 す る。

職 員 数は 数 百 人 で あ り、 そ の大 部分 はU.D・C.お よびF・1・D・ の分類 業 務 に

従事 してい る。 外 国文 献 は、 技 術 者 の大 部 分 が 英、 独 語 等 を読 解 で きるの で、

翻訳 す る 必要 はほ とん どない とい う話で あ った 。

現在 、 コ ン ピ ュー タに よ るIRシ ス テ ムは、 理論的 には 検討 して い るが 、

ま だ 導 入 の 予 定 は な い 。現在 は、 ソ一 夕を使 用 す る よ うな 小規 模の 機 械 化

を考 え てい る。

(赤 池)
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